


人気の秘密を分析すれ出・-

T OT O洗面化粧台。

蛍光灯

置き場所や使 う時間を考えて

蛍光灯を設置しました 。

1. 5mのコード付きです。

三面鏡

磨き込んだ自立式の三面鏡を

採用。鏡の表面が{ 委されない

防湿性です。鏡の裏側lに便利

な歯ブラシ立てをつけました。

カウンタ一

美しい洗面器との調和が

デザイン函の基調にな って

います。化粧品などの

日用品がゆ ったり置ける設計。

便利なコンセント付きです。

回亙E ヨ

本物の感触、陶製のカラー

洗面器です。水返しがついて

いますので 、衣服や

床をぬらす心配も$ ったく

ありません。その上 、汚れが

つきにくく 、お手入れも簡単。

キャビネ ット・引出し

湿気に備えて 、 ビス一本まで

素材を検討。妥協のない眼を

仕上げに向けています。

タオルなどの小物入れに最適。
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大 阪 堂 島 電 電 ビ ル

設 計 監 理

設 計 協 力

施 工

所 在 地

工 期

局舎建築面積

延 面 積

基 準 階 面 積

構 造 規 模

高 さ

主 要 外 装

主 要 内 装

日本電信電話公社 建築局

日本総合建築事務所

竹中工務底・大林組・銭高組・問組共同企業体

大阪市北区堂島西町 2 番地

昭和46年 6 月 l 日~昭和49年 11 月初日

7. 227 .  18m'  

120，063.99 m'  (含む駐車場)

3，228.48m'  

地下 3 階 一 部 5 階 地上24階 塔屋 l 階

GL - 26. 550
m

の天満洪積砂磯層にベタ基礎で支持

地階 - 1階 S R C造、 2 階以上S造

軒高 110m 最高の高さ 120 m 

外壁/ プロフ イリy ト特殊加工品は め込み、アルミノ〈ネル鮎

屋上/ アスフ アルト防水層・コンクリー 卜プロ ック敷

床/ ( フリーアクセス二重床) 、ビニールタイル貼

壁/鋼製パネル 貼 天 井/ 岩綿吸音板貼

耐火被覆/柱 ・成型耐火被覆材貼のうえガラ ス繊維布貼

染 ・成型耐火被覆材貼、E P 塗

設計にあたって

「大阪市堂島西特定街区」 として指定され街区の虫創出i と環境の改普を計

ることを前従として計画されたもので、そのために広大な公共広場を伴

う超高層局舎とな ったわけであります。公共建築に於ける経済性と通信

用局舎としての安全性と局合としての機能から来る内部的要求と 外観と

の調和の問題と 此の三 つが設計の基本的な命題でありました。 利 用 床 面

較 を一定とすると超高層建築は割高につくのが通常ですが特に通信用局

舎 で は 階 高 が 臼 < (4. 5米 ) 床荷重が重い (600kg/m' ) ので一層 i，'h1聞にな

らざるを得ません。 そこで経済設計を行 うためには放も合理的な椛造 形

態を採用することが基本と考え二重チュープ y ステムを採用しましたが、

普通のオフィスピルでーは使い勝手のよい形ですが、通信用局舎としては

使用勝手になじみにくい平而形であるので今後は通信用局舎に適し且つ

合理的な椛造形態の開発が必要だと思います。 ド皆高のj C j い外装を j百Ii II変

位に従応する版で仕上げる上で最も経済的なものとしてプロフィリ ッ ト

を採用しましたが、その笑験段階と製造工程とて'大へん苦労しました。

メーカーの非，};:; な努力によりその困難を克服し最終的には短めて良好な

成果を上げることが出来ました。安全性については公衆通信をあづかる

施設として常に霊安視しているところですが、初めての超高層局舎とし

て特に考慮、を払った点で、使用勝手が多少悪くなっても 二 塁チュープシ

ステムを採用したのも 、先づ合理的な 構造形態 とすることによ り安 全 性

を硲保する主旨によるものであったわけです。 火災に対しては、建物全

体に可燃材料は一切使用せず各室にハロン消火設備、スプリンクラ一、

泡消火等を完備し、熱または煙感知による全面的な感知l綱をはりめぐら

し、すべての情報は中央防災センターに集 中 し、瞬時に指示なり行動が

起せる機構になっています。 オフィスピルと臭なり、' ; ] ! 々公社の通信用

建築は機械を収容することを主目的にするため外観が変った形になるの

が普通です。 しかし超高層局舎では全ての角度から 且 つ遠方から望見出

来るので呉機な 外観にするわけにいかないので、機械室として内部から

要求される特有の機能を満足 させながら 、外観 を異様なものにしないよ

うに努 力 し、採用されたのがアルミとプロフイ リットであったわけです。

松田正司 / 日本電信電話公社建築局特殊建築工事事務所長

lJ1 215建111・.，

施工 にあたって

この建物の特色 は、高さ 120mの超高層工事であると同時に、深さ 27 m

に至る超地下工事であり 、工法的には、 地| 渚の逆打 工法と併行して高層

階の工事が進められる 上下同時作業が行われたことであ ります。 すなわ

ち、容積面では、日層苦1140万m
3

、fs ; 層部30万m
3

てーあリ、工桜而では、高

層の主鉄骨躯休完了と低層の主耐圧盤躯体完了が、 1973年 12月に同時完

了という内容が、 この特色を示しています。 更に地| 暗に於ける階 7，'hは、

5  m- 7. 5m、地上階に於ける| 渚高も、 4 ，5 m- 6. 5 m ということが作業

信湾! 上の大きな問題点でありました。

これら の消化に当り作業所に於ける施工管理面では、 1)工筏並に品質ぞ"

狸に、 TE 々公社データ通信装 置 やDE MOS " の装訟を設置して、I l 日発さ

れた プ ログラムを活用したこと 。 2) テレビカメラを設置して、遠隔管理

システムを部分的に係用したこと 。 等が新しい試みとしてあげられます。

1971年 6 月に渚工し、 1974年 10月に建築工事完了という 41 ヶ月に及ぶマ

ラソン工事を回顧してみて、そのI i ¥l に於ける社会情勢の変移に今夏の虫[1

〈憶いを新にするとともに、こ のI: [ J 、終始変らぬ御指導を受けた日本' ; j j :

信fE話公社建築局並に関係官公斤と、 1卸連! 解を得た近隣の皆係方に厚〈

術l礼を申し上げ、限Ji ! l 協力業者の御協 力に対し感謝の立を表します。

本多平太郎/ 共同企業体作業所長
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大阪堂島電電ビル

電気設備

防災センターとして、中央管理室に安全対策装

置を集中した監視体制をとり、洪水に対しては、

全て遠方制御方式の電動水防扉を設置。

非常用電源設備として、ジェッ卜ガスタービン

発電装置。

IO，OOOKVA 3基( 当初| 基) 設置。

衛生設備

ハロンガス方式を採用

空気調整装置

事務関係諸室の暖熱源は、大阪市のブルースカ

イ計画に呼応し、年間を通じて冷房を行う電子

計算機室冷房用冷凍機の排熱を利用する熱回収

方式( ヒートリカバリ ーシス テム) を採用 して

います 。

空調方式は電子計算機室は、フリーアクセス床

下を給気ダク卜に天井裏を吸気ダク卜に利用し

ます 。

昇降機設備

エレベーター高層階用 ( 240M/ 介) 8 基

( 当初 2 基)

低層階用( 15 0 M/介) 8 基

( 当初 6 基)

その他 4 基

エスカレーター 2 基

設備工事共同企業体

電 気 設 備 近 畿 電 気 工 事

日 比 苔 総 合 設 備

関 東 電 気 工 事

東 光 電 気 工 事

衛 生 設 備 須 賀 工 業

三 建 設 備 工 業

第 一 工 業

日 比 釜 総 合 設 備

空 気 調 整 装置 日 比 谷 総 合 設 備

高 砂 熱 学 工 業

東 洋 熱 工 業

エ レ ベ ー タ 日本オーチス・

エ レ ベ ー タ

撮 影 東 出;宵彦
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。4 本体配置図

1 高 層 部

2 . 大阪市外電話局

3 . 大阪福島電話局

4 換 気 士 菩

5 . 駐車場管理室

6  :.也

7 斜 路

低層棟屋上平面図静

1 . 運 動 広 場

2 . 高 層 部

3 . 吹 抜

4 . 換 気 塔

l出 品J 」 占註ｾ
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大阪堂島電電ビル

立 菌 図 ( 北 )
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1 階平面図

i且」旦一旦

旦 →輔

市 N

基準階平面図
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1 階平面図

1  _ 玄関ホール

2 風 除 室

3 消 音 室

4 . エ レベーターホール

5 廊 下

6. ホ ー ル

7. 調 和 機 室

8  資材搬入スペース

9  斤務員休憩更衣宿直室

10. 水防扉格納庫

11. 物 置

12. A ・ D

13.  E  S  

14.  S  T  

15.  P  S  

16 .  C ・ 5

17. ピロ ティ

18 営業主主

19 附 室

立 面 図 ( 西)
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断 面 図

基準階平面図

1  エレベーターホール

2 廊 下

3 . 物 置

4 . データ通信機械室

5 物 置

水 槽 室

ポ ン プ 室

ケープル操作室

6 .  P ・ 5

7 .  C  S  

8 .  E ・ 5

9 .  S  T  

10 附 室

11. A  0  

12. 荷揚周 エ レベーター
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4 通常総会開催お知らせ

本年通常総会を下記のとおり開催いたします。ご多忙のところま

ことに恐縮ながら何卒ご出席下さいますようお願い申し上げます。

昭和50年 2 月 1 日

社団法人 日 本 建 築 協 会 会 長 塚 本 猛 次

記

と き 昭和50年 2 月26 日 附 午 後 5 時 ( 時間厳守 )

ところ 近畿建築会館 4 階集会室

ぎだい 1. 監事 1 名選挙の件

2  本部所属評議員 26名選挙の件

.... r四会連合協定、工事請負契約約款J

の改正について

日本建築学会、 日本建築協会、 日本建築家協会、全国建設業協J 会

による「四会連合工事請負契約約款改正委員会」が昭和46年 5 月か

ら3 年有半の歳月を費して検討の結来、このほど改正が終わり来る

3 月 1 日より使用することになりましたのでお知らせいたします。

今回の改正は前回昭和41年11 月改正以来の社会情勢の変化に応ずる

ためと、建設業法の改正およびこれに伴う公共工事標準請負契約約

款の改正 ( 昭和47年 12月) によ って民間実施約款として考慮すべき

点があるかどうかを見直し修正したものであります。

主な改正点はつぎのとおりです。

第 1 '条 総則として申、乙双方の基本的な権利、義務を規定する

ることにした。

第 2 条 公共約款に新たに規定された甲の工事用地等の確保義務

を規定、さらに、、乙の使用に供すかべきことを定めた 。

第 5 条 (2) 近来工場製品を使用する場合が多くな ったので検査済

工事材料に製造工場等にある工場製品を含めることとした 。 こ

の 点以下各条における エ ギ材料について、特に第 ＲＲ 粂 ｏ ｾｩ 求、

支払、引渡)

(3)  第26条 ( 履行遅滞違約金 ) (1)において同様でトある 。

第 7 条 業法の規定により丙の職務について通知義務を定めた 。

第 8 条 業法の規定により監理技術者、専門技術者設置と書面に

よる通知義務を規定した 。

第 13条 公共約款第 17条 ( 条件変更等) の規定になら って c 号 d

号を規定した 。

第 16条 公共約款第24条 ( 第 3 者に及ぼした損害) の規定になら

って(1)項、(2)項の規定を改めた 。

第22条 条文の整理が主であるが(3)項の ホ請求代金相当額の% 以

内" とあ ったのを 、以内。 を削 った。

第23条 全文民法の規定になら って笠現した 。

第26条 甲、乙双方ともその履行遅滞分のX 'ouo の違約金に改める

とともに い以内々 を削 った。

第28条 公共約款第 18条 (工事の変更、中止等 ) (4)項の趣旨を乙

の中止権として(3)項に規定した 。

第30条 紛争審査会名を契約書に記載することとし、また、あ っ

っせんまたは調停を経ずに仲裁に付することができることを明

E在にした 。

日 本 建 築 協 会 会 告

‘ 新・都ホテル新築工事の見学会

京都の名門、伝統ある都ホテルが近畿日本鉄道株式会社、近鉄不

動産株式会社と共同出資で京都駅南、八条通りの立地条件の良。ぃ場

所に新・都ホテルが建設中ですでに外観全貌が完了し、目下室内仕

上こE事中で、 3 月18 日に綾工式を迎える予定です。

京都の観光と学術都市の要望にこたえ、かつ旅行の大型化や客層

の多種多様化から駅前再開発事業に先行し、企画 ・建設に踏み切っ

たものであります。いわゆるオイルショ ック、不況時代に遭遇し 、

一部変更のやむなきに至ったが、当ホテルは営業の合理化、消力化 、

かつ安価に、あらゆる客層に利用できるよう機能的になっています。

( 阿 部 工 事 事 務 所 長 記)

京都駅前の地理的好条件のもとで建設中の新 ・都ホテルを竣工間

際に見学することになりました 。今回は大林組、大 B 本土木共同企

業体のご協力をいただきました 。 多数ご参加下さい。

日 時 3 月8 日 出 集 合14 00-→解散16 . 30 

集合場所 新都ホテル正面玄関付近 ・目標会旗

〔参考〕 交通貨は各自負担の こと ( 国鉄大阪→京都片道

220 円) 国鉄「京都」駅下車、八条西口改札を

出てすぐ 。( 新幹線乗場の方面の出口 )

定 員 40名

申 込 往復はがきに限ります。はがきは 1枚に 1 名とし、

氏名 ・勤務先名・所在地 ・連絡電話番号 ・返信用宛

名 ・郵便番号を記入し、「新・都ホテル見学会」と明

記の上 2 月26 日制までに建築協会事業課へ。

ただし定員を超過したときは摘せんで決定の上お知

らせします

工事概要

所 在 地 京 都 市 南 区 西九条院町2 1 - 1  

建 築 主 近 鉄 不 動 産 株 式 会 社 株 式 会 社 新 ・都ホテル

設計監理 村野・森建築事務所

施 工 株 式 会 社 大 林 組

共同企業体

大日本土木株式会社

構造規桜 S R C造 地下 2 F ・地上10F ・塔屋 3 F

敷地面積 7，404. 66m'  

建築面積 3，989. 80m'  

延 面 積 38，565. 00m'

高 さ 軒 高 31. 00m ・最高部 43. 00m

外 装 コンクリ ー ト打放し、 ボンタイル吹付仕上

各室バルコニー付 き

客 室ツイン、シングル、和室ほか計714室

工 期 昭 和48年 4 月 1 日→昭和50年 3 月末日

. おわびと訂正

本誌 ＵＰｾ 手 Ｑ 月 号 ＱＲＴ P 鹿賀新年欄掲載の ' 株式会社 翼建築段計事務所』において

「代 表 取締役 畠中繁J が抜けておりました。 おわびし τ 訂正させていただきます。
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日 本 建 築 協 会 会 告

家 の た て た い 方 …・ 増 改 築 を し た い 方 … υ 建材・設備・インテリア

・法規・税金について ・・・

昭 和 50年 2 月21 日幽 ー26 日附

そごう百貨底、大阪底、 2 階特設会場( 約100m')

社 団 法 人 、 日 本 建 築 協 会

大 阪 府 ・大 阪 市 ・日本住宅公団、住宅金融公庫 ・朝

日新聞社

4 デ ー タ シ ー ト 専 用 フ ァ イ ル4 第 11回「よろず相談住宅展J 開催

データシート専用ファイルは下記申込方法にてご購入下さい。

- 申込方法

事 務 局 に 備 付 け て あ り ま す の で 、 直 接 ご 来 会 下 さ い 。 郵 送 希 望

の 方 は 、 必 ず 「 は が き 」 に 氏 名 、 勤 務 先 、 送 付 住 所 、 連 絡 電 話

番号、冊数をご記入のよお申込み下さい。

定 価 1 セット( 4 冊) 2，800円 ( 1 冊の申込みも可、 700円。

その場合背表紙が各工事別となっているので、ファイルナン

ノ〈一明記のこと 。No. l <A  - F > 、No. 2 <G - L >、No. 3 <M - R >  

No. 4  < S - X > )  送 料 : 実質ご負抱いただきます。

特 典 : セ ットでご購入の場合は ， 各 工 事 別 目 次 を 進呈 い た し

ます。

(お 問い合せは事務局 ・事業諜 T E  L  231- 9640番迄 )

住 宅 相 談 コーナ一

社 会 啓 蒙 コ ー ナ 一
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下 記 パ ッ ク ナ ン バ ー が そ ろ っ て お り ま す の で 、 購 入 ご 希 望 の 方 は

日本建築協会まで ( 電話06- 231 - 9648) お申し込み下さい。

なお、昭和 50年 1 月号は「図訟の官」特集です。 *印は欠号

誌 パ ッ ク ナ ン バ ー の お し ら せ「建築と社会」

昭和42年 昭 和43年 昭 和44年 昭 和45年 昭 和46年 昭 和47年 昭 和 48年 昭 和49年

( 48築) ( 49集) ( 50集) ( 51集) ( 52築) ( 53袋) ( 54集) (  55築)

国 立 劇 ず

建 築 産 業 あ 現 代 社 会

住 宅 - 60年 代
冬 季 オ リ ン 歴 史 的

正 月 号 都 市 生 活

構 造 と 方 向

の 総 括 と 70

ピックとキし中見

建 築 教 育

環 境 保 全
と は 何 か

年 代 の 展 望

都 市 の

鉄筋コンクリ 都 市 エ ネ ル 泉北ニュータ
明 日 の 建 築

2  月 号 建 設 機 械 ー ト 構 造 耐 震 建 築 と 安 全 ギ と 無 公 筈 600 号 記 念 号 ウンのコミュ

はどうなるかい こ い の 場
設 計 の 再検 討 イヒ ビ ノレ ニ テ ィ 施 設

日本建築協会 50 周 年 記 念*  
計画と住民一

日本万国博と イ ン テ リ ア 大 阪 大 林

3  月 号

50周 年 記 念 号 事 業 記 録 号

中 部 か ら の

技 術 開 発

建 築 基 準 法

テ。サ2 イ ン ビJ レデ 4 ング

保 養 所 作 品

報 告

貫生 言十 グ〉 都 市 生 活 と レ ジ ャ ー と
既 成 市 街 地 の

4  月 号 社 会 と 建 築 幼 児 施 設 老人とすまい 都 市 交 通 問 題

施 設

住 宅 地 盤 備 の

シ ス テ ム イ じ み ど
方 策

建 築 史 の 方 向

ホ

都 市 と
ク。ッドテe サf

企 画 と 設 計 大 阪 国 際 北 摂 ニ ュ ー

5  月 号

流 通 空 間

教 育 施 設 - 現代によみ 7)( 手IJ 用

ビJ レテ' イング タ ウ ン 計 画

がえる過去一

イ ン 運 動 の プ ロ セ ス

*  
建 築 行 政 に 立 産 住 宅 老 人

建 築 生 産 と

6  月 号 住 宅 と 設 備 医 療 施 設

期 待 す る も の

高 層 建 築 問 題 解 体 工 学

の 設 備

流 通 機 構 の

コミュニティ
変

m廿-

7  月 号 生 産 施 設 都 市 交 通 施 設

転 換 し つ つ 欧 米 に

都 市 と 港 湾

住 宅 一 建 築 家 ビ ル の 省

あ る 住 宅 生 産 お け る 契 約
市生 号

の す ま い エ ネ ル ギ 化

*  ( 佳 中 学 ) 高 層 プ レ ハ ブ

8  月 号

モ ン ト リ オ 都 市 供 給 解決をせまら 建 築 家 の 転 換 期 の 新用途地域命IJ

住 宅 の 構 造

ー ル 万 博 処 理 施 設 れ る 公 害 問 題 課題と ｾ｡ 任 ニュータウン と 環 境
設 計

群 と し て の

*  *  
軟 弱 地 盤 都 市 住 環 境 へ

9  月 号 建 設 資 金 海 洋 開 発 工 事 計 画 構 造 と 施 工 み ど

住 居 と 震 災 のアプローチ

都 市 の 民 家 の 系 譜*  デ ィ ベ 変 貌 す る
屋 板 防 水 工 事

10 月
主，，L  最 近 の 外 装 者 日 市 防 災 仕 上 と 材 料 の 失 敗 例 と

ア ク セ サ リ ー と 保 存 計 画 ロ ツ ノマーー 建 築 生 産
そ の 対 策

11 月 号

第 14 図 第 15 回 ｾ＠ 16 回*  第 17 回 第 四 回 第 19 回 第 20 回 第 21 回

=; I[ 年 建 築 家 青 年 技 術 者 青 年 技 術 者 i'J 年 技 術 者 守 年 技 術 者 官 年 技 術 者 背 年 技 術 者 青 年 技 術 者

12  月 号 主1 . ¥築と生命

新 都 市 計 画 法 7L 1+1 ; から σ〉 山 陽 - 山 陰 自 然 と

北 陸 の 新 建 築

ヨーロッノザ〉 ビ ル 防 災 に

の 諸 問 巡J 報 告 か ら の 報 告 レ ジ ャ 空 間 ま ち づ く り 関する ＱＲ ｾ

1 0  



j山がはずむおしゃれなスペース

- 用途に応じて選べる 0.4坪から 2 坪までの

豊富な 8 機種

・素材は錆びを知らない特殊カラー鋼板

・色はクリームとローズのツートンカラー

本 社 大阪市東区南広町 4 丁目 36番地 干担 1 t r (白 ) 245- 1111

恒 I ｾ思綱 同土 問酔姐 λ 丁堀 Ｔ 丁一Ｈ京町ビルＩ 〒 … ＩＵＵＱＭＱＱＷ Ｑ
営 業 所 札観( 151) 4777 仙台 ( 25) 7891 新 品 ( 28) 37割 千 葉 ( 43) 田25 東京( 山) 1 171

摘 品 同1) 9123・高崎 (61 ) 1281 静岡 ( 53)∞19・富山 ( 32) 28加 名 古 屋 (51山崎!

大阪( 同 ) 1201 広 島 ( 48)2431 高知 ( 32ぽ 闘・福岡( 181) 曲 35

食 向

ヨト: 増加置目

. 73cm( 間口) X 60cm(奥行) X 177 .5cm

( 高さ) のスペースさえあれば十分な

のです。見かけは小さいくせlこ収納

にかけては決してひけをとりません。

その上明るいツートンカラー 〈クリ

ームと若草色〉ですから、おしゃれ

感覚も飯群。

:  ヨド物置の看板の班、まだは全国育名百簡でお求めください。 】

1 1  



日本建築協会法規委員会

ー ナ

n疑なと' の投fl : ，をお f寺ちしております.

88 

国 土 利 用 計 画 法 が 昭 和49年 12月24 日 か ら 施 行

国土利用計画法は、国土を総合的にしかも計画

的に利用していくために必要な手段について定

めたもので、次の三本柱から成っています。

その一つは、高い立場から国土の計画的な利用

を図るため、そのもとになる 国土利用計画を定

める と同時に国土利用計函にもとづいて土地の

使い方の浪苦しを防ぎ、正しく望ましい土地利用

を進めるもとになる 土地利用基本計画を定める

こと 。

その二つは、 地価の値上がりの防止と正しく望

ましい利用を図るため土地の取引を制限するこ

と。その三つは、 遊んでb いる土地を公共福祉優

先の立場から積極的に活用するための手続を定

めた ことです。

なお、この法律の特徴は法律で定められた権限

のそのほとんど( くわしくは 以下に述べます)

が都府県知事あるいは政令指定都市の市長に委

ねられています。

国 土 の 利 用 は 正 し く 決 め る

国土利用計画には全国計画、都道府県計画、そ

して市町村計画があります。全国計画は、都道

府県知事の考えを十分に取り入れ、国土利用計

l而審議会の意見をきいて国が定めます。都道府

県計画は、市町村長と国土利用計画地方審議会

の意見をきいて都道府県議会の質成を得て知事

が定めます。市町村計画は、住民の考えをきい

たうえで市町村の談会の賛成を待て市町村長が

定めるものです。これらの計画が、それぞれ十

分なつながりをもちながら正しく望ましい国土

の姿が描かれることになります。

土 地 利 用 の 基 本 は 公 共 の 福 祉

土地利用基本計画は、都道府県知事が定めます。

定めるときは、市町村長の意向を十分に汲みと

り、国土利用計画地方審議会の意見をきいたう

えで定め、国の承認を受けなければなりません。

この計画では、都道府県の区域について都市地

域、炭業地域、森林地域、自然公園地域、自然

保全地域の五つの地域を定め、 5 万分の l の地

図で示されることになります。さらにそれぞれ

の地域にある土地の利用のあり方について定め

ることになっています。

土地利用基本計画は、この法律が動きだすと同

時に、策定の手続が進められることになります

が、当面は都市百十両法や農業地域振興法によっ

て行われた線引きを尊重して作られることにな

ります。

土地利用基本計画には二つの役割lがあります。

その一つは、都市計画法やi段振法などのように

二の計画に関係するほかの法律によって定めら

1 2  

れる土地利用計画の基本方向を示す役割です。

現在、土地利用については、都市計画法、決振

法をはじめ、いろいろな法律によっていろいろ

な計画がたてられています。それぞれ、そのね

らいや対象とする 地域 を異にしていますが、相

互に重複している場合が少なくないのみでなく

まれには考え方に喰い違いがあることも否定で

きません。相互に重複があることは一概に悪い

とい 7 ことはできませんが、土地利用基本計函

は、考え方の喰いi主いなどが生じないようにす

るためつくられるわけです。もちろん、全くの

白地に絵を描くわけではないので、今までにつ

くられているいろいろな土地利用に関する計画

を尊重しながら漸進的に 問題 を解決してゆく考

えです。

もう一つは、 土地の売買などの契約にあたって、

その利用目的の良し悪しを判断するときの基準

としての役割です。土地 をもうけのために売買

することや地価の値上がりは、わたしたちの生

活に悪い影響をもたらしています。 こういうこ

とを止めさせて土地を正しく使うために公共の

福祉の立場から土地の売買などの制限( 土地取

引の規制! といいます) を強めます。

す べ て の 土 地 取 引 に 許 可 が 必 要 な 区 域

都道府県知事は、次のような区域については 土

地の取引に許可が必要となる区域 ( 規制l区域と

いいます) として定めることとされています。

都市計画区域では … … みずからその土地を利用

する考えがないのに将来の値上がりだけを期待

して土地取引 が盛んに行われるとか、地価の値

上がりが激しくなるとか、または、その危険性

があるような 地域。

都市計画区域以外では ・い・上と同じ状態が生ず

ると認められ、またそのような状態 をなくさな

ければ、正しく望ましい土地の利用が妨げられ

ると考えられる地域 です。

知事は抜打的に規制区域を定めることができま

すが、指定したときは知事は市町村長の意見を

規制区域内で

の土地売買許

可のしくみ

3.  I価例の惜別B よぴ内蒋

4 . 1 絶のチ3足 偏附

5  判例目的

6  その他低尽府令に定める

1'J!( 

または不許可処分

二円期間内に処分

が行なわれない場

合は許可とみなす

つけて、指定が適当であるかどうかについて、

都道府県議会の同意を得て任命された 7 人の委

只によって椛成されている土地利用審査会の確

認を求めなければならない ことに なっています。

規制区域は 5 年以内の期間で定められますが、

Wl 聞をすぎても必要な場合はさらに引きつづい

て規Iljll区域とする ことができます。

規制区域内で土地の売買などの契約 ( 予約を含

む、また代金を払 って使 った り、借りるときも

同じ ) をするときは知事の許可が必要となりま

す。ただし、遺産を受けつぐ場合など( 相続、

贈与など ) は必要あり ません。土地を売る人、

買う人 ( 貸借する人も 同じ ) は、土地の売買など

の予定価格や利用目的などを明らかにした申請

書 ( 用紙は市町村にあります ) を市町村長を通

して知事に出さなければなりません。この場合、

売買などの予定価格がその土地の値段として知

事が適正と考えた値段と比べて高すぎるとき、

土地の利用目的が土地利用基本計画などに照ら

してみて 問題があるときは知事は許可すること

とができません。 許可を受けられなかった場合

は、売買などの契約をすることはできません。

当然登記所に行っても許可蓄がなければ受けつ

けてもらえません。その代わり、不許可になっ

た場合には、その土地の所有者は知事に土地を

貝取 ってもらう よう求めることができ、知卒は

適正な価絡でその土地を買取ることになります。

また、土地利用 審査会に 対し て不服を申し立て

ることができます。

届出が必要な土地の取引

この法律で定められた広さ以上の土地の売買な

どの契約 ( 予約も同じ、また代金を払って使 っ

たり借りるときも同じ ) をするときは、売る人

も買う人 ( 貸借する人も同じ ) も土地の売買な

どの予定価格や利用目的を書いた届出書 ( 用紙

は市町村にあります) を市町村長を通して都道

府県知事 ( 政令指定都市一札幌市、川崎市、徽

浜市、名古屋市、京都市、大阪市、神戸市、北

九州市、福岡市ーにあ っては市長) に出さなく

てはなりません。

届出が必要なのは市街化区域では 2，000平方メ

ートル以上、その他の都市計画区域では 5，000

平方メートル以上、都市計図区域以外のところ

では 10，000平方メートル以上の取引とされてい

ますが、開発業者が、多数の零細な土地所有者

から用地を買収するとか、宅地を多数の人に分

殺する場合のように一つ一つの取引はこの基準

以下であ っても、まとめるとこの基準に当ては

まるような場合には、届出が必要となります。

届出を受けた知事 ( 市長) は、次のような場合

は土地利用審査会の意見をきいて土地取引の中

止や土地の価格を下げるなどのことをするよう

に売買をする人たちに注意 ( 勧告といいます)

をします。それは、土地の価格が周りの土地の

価格より高すきるとき、定められた土地利用の

計爾と比べてみて望ましくないときなどです。

この勧告を 聞きいれないときは、知事 ( m長)

はどのような勧告をしたかを住民の方々に知ら

せて ( 公表といいます) 、売買をした人たちが

正しい土地の利用や土地の価格を上げないこと

に協力しなか ったことを住民の方々に知 って も

らい、 ｦ 比ＴＧ ｾＱ してもらう こ とになります 。



土地の売買に関する届出のし 〈み

遊 ん で い る 土 地 を 有 効 に 利 用

この法律には、 使われないて'遊んでいる土地(遊

休土地といいます) について 、正しく役立つよ

うに利用を進める二とについての定めがありま

す。遊休土地とは、許可または届出をして契約

した土地で、その時から 3 年以上た っても使わ

れないで遊んでいる土地で定められた広さ ( 届

出の場合と同じ広さです) 以上のもので、また

周りと比べてみて遊ばせておくことが住民のた

めにならず、とくに役立つような利用を進める

必要がある土地をいいます。

このような土地がある場合は、 都道府県知事( 政

令指定都市にあっては市長) はみずからまたは

市町村長の申出にもとづいて、ニれを遊休土地

であると認め、同時にこのことを 、土地の所有

者等に通知します。通知を受けた所有者等は 、

その土地の利用の方法などの計画 ( 遊休土地に

係る計画といいます) を、 6 週間以内に市町村

長を通じて知事 ( 政令指定都市にあ っては市長)

に届け出なければなりません。

この計函について、知事 ( 市長) は必要なアド

バイスをしたり、もし利用の方法などを変えて

もらわなければならないときは、そのことを所

有者等に注意 ( 勧管) することができます。所

有者等が聞き入れないときは、都道府県、市町

村などがその土地の買取りについて所有者等と

の話合い( 買取り協議といいます) をすること

にな っていて、所有者等は話合いに応じなけれ

ばなりません。この場合土地の価格につい ては、

所有者等がその土地を取得したときの価格など

を参考にして話合いできめることにな っていま

す。

買取り協議が成り立たない場合てヘその土地を

住宅の建設、公園や学校などの公共施設等に使

う必要があると考えられるときは、都市計画の

決定をするなどしてその土地が住民に役立つよ

うに生かして使えるような手段が進められます。

また、 この遊休土地についての定めは、昭和44

年 1 月 1 日 (i 中縄県は昭和47年 5 月15 日) 以降

に契約した土地のうち 、遊休土地であると認め

遊休土地

に関する

措 置

1 . 届: 1 ¥を裂する面附以 l の11: がリの土地

2 取得後 3 勾ー以 1:*-1 : 過した土地

3 利l l J されていない土地

4 . ;f 効かつ適切な ft )l Hを砿保すべき土地

5.  ｾ主 おＮす でに取得されている逃 休 土地
( 明和44年 l H 1日以昨に取仰されたも の)

について L. ニ同法律的崎行向日から

2 司以内に限リ J晶体土地である行; I f l 知

することカeできる .

られる土地についても今後 2 年間に限って 、先

に述べたと同じに取り扱うことになっています。

慎 重 な 審 議 と 公 正 な 判 断

この法律を適正に運用するために、固には 国土

利用計画審議会が置かれます。国土の利用につ

いて知識をもっ人の中から、内 閣総理大臣が任

命する 25人以内の委只で組織するものです。都

道府県には、 国土利用計画地方審議会が置かれ

ます。 国に置かれる委員と同じような方々で知

事が任命する住民の代表というべき委員によ っ

て組織されます。 これらの審議会は、国土の利

用について重要なことや土地利用基本計画の内

容について調査審議します。 また、都道府県と

政令指定都市には、土地利用の方法について 詳

しい知識と経験をもっ 7 人の委員で組織される

土地利用審査会が置かれます。 この会の委員の

方々は、都道府県 ( 政令指定都市) の議会の同

意をえて、知事 ( 市長) が任命します。 審査会

は、不許可とな った取引について、不服申立が

あった場合の審査、裁決などの仕事を担当しま

す。

さらに、都道府県 ( 政令指定都市) に土地調査

員が置かれます。この 人たちは、土地取引 の許

可申請や届出が、法律にもとづいて正しく行わ

れているかどうかを調べる役目をも っていて、

土地や事務所などの立入り検査、あるいは帳簿、

書類などの検査、関係する人たちに対する質問

などの仕事を行います。

違 反 し た 人 に は 罰

この法律には許可申 誇や届出などを守ってもら

うために次のような罰則が定められています。

許可を受けないで土地売買なと' の契約をした者

は、 3 年以下の懲役または 100万円以下の間金。

届出をしないで土地売買などの契約をしたり、

遊休土地の利用などについての計画を届け出な

か った者、または偽りの届出をした者について

は、 6 ヵ月以下の懲役または 30万円以下の罰金。

届出をしてから 6 週間以内に契約した者は 20万

円以下の罰金などです。 また、違反行為をした

者が法人の代表者または人の代理人の場合は、

その者のほかに法人または人に対しても罰金と

いうように、関係者も罰せられます。
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円孔円木

まるい円に、四角い木。物事がぴったりこな

いたとえに 、「円孔方木」という諺があります

が、 トータルインテリア松山が考えだすイン

テリアは 、「円孔円木」。それぞれの部屋にぴっ

たりの雰囲気を創造します 。
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神 戸 市 の ペ ア 住 宅

2 年前に、市営住宅入居者 2 万余世帯の実態調

査をしたところ、 60オ以上のお年寄りと同居し

ているのが 5世帯に 1世帯あった。 また、数年

前より老人向け住宅を建設しているが「隔離さ

れた老人ホームみたい J rやはり若い家族と 一

緒に住みたい」との芦が強かった。

そこで、すでに公団住宅、大阪市、奈良県にお

いて建設されている老人専用住戸と 一般住戸と

をワンセットした 「ペア住宅」を、神戸市におい

ても老人福祉政策の 1 つの試みとして採用した。

建設概要

・建 設 用 地 房 王 寺 団 地 全 戸 数709戸

( 内ペア住宅20戸)

・建設場所 . 神戸市長 田区房王寺町 4 丁目

・住戸規模 老人世帯用

2  K  (和室 6 帖 、 3 帖 )

専用床面積29. 81m'

若夫婦用

2  D  K  ( 和室 6 帖、 6 帖 )

専用床面積44.12m'

・完成予定日 昭和50年 7 月

設計上の配慮

読者の頁

辻 井 喜八

- 居室

出来る限り床面の高低差をなくすようにした。

ミニサイズの仏壇を置けるスペースを取ると

ともに床の聞としても使用できるようにした。

収納スペースを大きく取った。

・使所

たち上がりやすいように手摺を設けた。

. ノ〈ルコニー

一般のものより 1. 5倍広い1 . 65怖の 巾を取り

日なたぼっこやちょ っとした盆裁を泣けるよ

うにした。

若夫婦住戸との隔壁は40酬として、プライパ

シーを保つとともにバルコニーから行きき出

来るようにした。

設備

・室内の通路には 足元を !照らす常夜灯を設置。

・非常ーの場合i主総できるように老人夫婦の居間1

と浴室には笹報装置をとりつけた。

その他

・神戸市では、将来の規模増に備えてフレキシ

フソレな{主戸 ( F L ) を供給しているが、ここで

も境の壁の一部をコ ンクリートブロ ック績にし、

将来 2 戸を一体化出来るよう可変性をもたせた。

〕ｾ＠ w  
ベア住宅平面図 1/ 200 

入居資格

・2 世幣のうち、どちらかの世帯の者は神戸市

内に居住するか勤務していること 。

・世衛構成が、 60オ 以上の者と、その 2親等内

の親族か郷族で次のいずれかに該当する者から

のみ成 J) たっていること 。

①配偶者

②18オ未満の児童

③中度以上あるいは 4 級以上の心身障害者

④60オ以上の者

家賃

以上、本市におけるべア住宅の概略を紹介した

わけであるが入居資格、家賃、管理運営等、更

に検討を要する 問題点も含んでいるが、今後と

も、核家族化と高齢化社会に対応した福祉 政策

の一環として「ペア住宅」を供給していきたい

と思う。 ( 神戸市住宅局住宅部建設課)

面図圃圏〈糊ゼネコン王土

古 閑 日 出 見

建ち上がる建物の姿、表情のすばらしさに心を

奪われ、その中に 自分の姿を見ることの楽しさ

に浸り 2 年余り 。 そして竣工。一瞬にして建物

をつくるという主役の座から、メンテナンスと

いうワキ役の度へと立場を変えた。

従来の様な企業者側から与えられた設計でその

施工を言背負うという企業姿勢から、積極的に企

画調査から設計施工へと ー1' l :して仕事をうけも

つエンジニア ・コンストラクターとして、従来

の建設業から脱皮を目差している建設業にと っ

て現場とはどうあるべきか。 これが私たち現場

に携わる建築屋に今後謀せられた 問題である 。

常々、現場とは一体何 であろうとヨ号える 11寺に、

常に，思うことは、現場とは舞台であるという司王

である。工事現場という舞台の上で、人々は演

技をし、ひとつの物語を作 り上げるのである 。

設計図古をシナリオに見たてれば、所長 ・主任

は演出家、所員 ・作業員は役者一一ー さしずめ

怨築家はヒーローであるか? 原作をどの様に脚

色するかは所長以下所貝の腕次第である。喜劇

であるか悲劇であるかこれはコンストラクター

のセールスポイントであろうし、又企業者側の

要求でもあろう 。要は 、設計からのひとつの流

れを受け止め、計画された流れをつくり出す事

に私たち現場の建築屋に需品せられたものがある 。

建築の高層化、工JUJ の短縮に伴うめざましい建

築技術の進歩、者[1市の不然化 、住空間の質的向

上に伴う建築材料の進歩の中に、いかに選択し、

いかに使用するか、そして、その結果の現場か

らのフィードノぐ ック、そのサイクルこそコ ンスト

ラクターとしての仕事のひとつの流れであろう 。

まだまだエンジニア ・コンストラクターとして

の企業の中での現場の位置づけは、現在はっき

りとして形で現われていないが、新しい技術と

ｾｾＮな経験により 一 つのシステム化への道をた

どることは間違いないであろう 。

そして今、建物の主役が変ろうとしている 。建

築から設備へと ー・・ 。 その中で建築屋、とくに

現場の建築墜に要求される司王は、設備に 関する

知識であり、新しい技術に対する前向 きの姿勢

である 。 ( 鹿島建設株式 会社 船場出張所)

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
主Il築 と社会 / 1975年 2 月号 1 5  
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耐久性のすぐ れ た防湿床材

特 長

1  耐久性 : i耐久性にすぐれている 。

2  耐摩性 : 摩耗の度合が低〈、ホコりなど生じない。

3  すベり抵抗性: すべり抵抗性にすぐれている 。

4  復元性 : 弾性があり 、万一亀裂ができても使用している問に復元する 。

5  粘着性 : 多少湿っていても、コンクリート、金属、木など、 どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性: 引火のおそれがなく、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭 : 完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多〈使用されている 。

J 園、@

FLl NTKOTE 

、J

フリントコートにつ いてのお問合せは下記へ

。
ｪ 限式会 ｦｦｩ￭ シェル厄 ｾ￦ￃ 版発売所
τｆ モ ｉｾＮＭ こＱＺ - - I - 施工販売部

大 阪 <!:!!>532 大 阪市 淀 川 区 西 中 島 2 丁 目 11 番 3 0号 室宝 ( 0 6) 3 0 3 ー 7 13 1

東 京 ⑮104 東 京 都 中 央 区 宝 町2丁目 4番 地( 第2 ぬ り 彦 ビル3階 ) ｾ Ｈ ＰＳ Ｉ＠ 5 6 2 - 4 6 4 6  

名古屋< ! : ! ! > 4 61 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町3 の 4 7 ( 日 本 橋 ビJ レ4 階 ) 合 ( 0 5 2 ) 931 - 8537  

広 島 ⑮7 3 0 広 島 市 東 白 島 町 1 5 容 6 号 ( 西 林 ピ ル 3 階 ) 霊堂 ( 0822) 21 - 1224 

福 岡 <!:!!>81 0 福 岡 市 中 央 区 舞 鶴 1 ー 1 - 5  ( 舞 鈎 ビ ル 3 階 ) ｾ Ｈ ＰＹＲ Ｉ＠ 77 - 1961 
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ニュース原稿をお送り〈ださい.

建 築 6 団 体 合 同 新 年 交 礼 会 盛 会 日 銀 大 阪 支 唐 外 観 保 存 決 定

き る 1 月 4 目 、 大 阪 コ ク サ イ ホ テ ノ レ に お い て 、

日 本 独 築 協 会 ・大 阪 府 建 築 士 会 ー 日 本 独 築 学 会

近 俄 支 部 ・ 日 本 雄 築 家 協 会 関 西 支 部 ー大 阪 総 鮫

E協 会 ・ 日 本 建 材 協 会 の 共 催 に よ る 、 恒 例 の 建

築 6 団 体 合 同 の 新 年 交 礼 会 がf) 目 俄 さ れ た .

交 礼 会 で は 、 強 築関 係 者 約 500 名 が 一 堂 に 会

し て 年 頭 の 祝 辞 の 交換 が な さ れ た 。

と く に 、 昭和 49年 中 に 叙 勲 ・演 貨 を う け ら れ

た 方 々 の 栄 誉 を 祝 し た ほ か 、 よ . (¥ 聞 大 阪 府 知 事 、

大 島 大 阪 市 長 、 ; 倒' 尾強E築 学 会 会 長 め 来 事 互 の あ い

さ つ を う け 、 脱 会 挫 に 終 っ た 。

きる Ｑ Ｒ 月 Ｑ Ｐ 日、大阪 ・ 中之ｾｾの日銀大阪支底

本 館 ( 明治 36年 ・辰 野 金 吾 設 計 ) の 全 商 と り こ

わ し 改 築 計 画 が 変 I e : さ れ 、 外 観 の 保 存 が 決 ま っ

た . 発 表 で は 、 本 館 は 外 壁 と 屋 根 ( ド ー ム ) を

そ の ま ま 残 し 、 内 苦11 を 特 殊 工 法 で 保 存。 新 し い

本 館 を 現 本 館 の 西11111 に主主て る と い う も の。

こ の 決 定 は 、 日 本 建 築 学 会 、 中 之 砧 を 守 る 会 、

新 建 築 技 術 者 集 団 、 そ の他 的 市 民 の 保 存 述卸J に

答 え た も の で 、 京都 の 中 京 郵 便 局 の 外 壁 保 存 や 、

袈 文 化財 に 指 定 さ れ 保 存 が 決 ま っ た 府 立 中 之

山 図 。館 に 続 く も の で あ る 。

こ の 日 銀 大 阪 支 庖 の 外 観 保 存 は 、 中 之 島 で 群

を な し て 残 り 、 か け が え の な い 歴 史 的 景 観 を つ

く り 出 し て い る 、 大 阪 市 庁 舎 、 中 央 公 会 堂 、 府

立中之 ｊ ゐ図 ｑｾ 館を含めた、中之島東部地区全体

の 保 存 に 大 き な 彬 竜 揮 を 与 え る も の と し て 注 目 さ

れ て い る 。

一 方 、 こ の 聞 大 阪 で ユ ニ ー ク な 住 民 運動 を 展

開 し て き た 、 中 出 コ ー ポ 高 速 巡路 に 反 対 す る 会 、

中 之 島 を 守 る 会 、 自 然 を 返 せ / 1湖 西 市 民 述 合 、

道 路 公 害問 題 研 究 会 、 地 下 街問 題 研 究 会 的 市 民

組 織 5 団 体 が 、 個 4 の 問 題 の 基 に あ る 行 政 側 め

都 市 づ く り の 長 ltl l1! t 画 そ の も の を 変 え な け れ ば

と 、 昭 和65年 の 大 阪 市 の あ る べ き 姿 の 作 成 作 業

に 取 り か か り 、 1 月 18 日 大 阪 市 を 訪 れ こ の梢 恕

を 明 ら か に し た 。

昭 和49年 度 中 部 建 築 賞 発 表

中 古11建 築 賞 協 議会 主催 に よ る 、 昭 和49年 度 中

部 建 築貨 が 発 表 さ れ た 。 本質 は中 部 地 区 ( 愛 知 、

石 川 、岐阜、滋賀、 静岡、 富 山、 長 聖子、 福 井 、 三 重 )

の 地 域 社会 的 発展 に 貢献 し た と 怒め ら れ る 作 品

( 建 築 主 、 設 計 者 、 施 工 者 ) が貸 さ れ る も の で、

日召和 46年 4 月 より 49年 9 月 ま で に 竣 工 し た 64点

の 応 募作 品 の 内 よ り 、 次 の 25 点 が 表質 さ れ た 。

〈入賞作品 ) ( 作品名 建築 主 ー般計者 ・脳エ"3/:; )

滋賀県立登肢園 ( 滋賀県 ・日雄股 計 畢Hx挫 股)

住 友 商事名古屋ビル ( 住友商事 ・日建量生計 大 林組 )

一宮市民会館 ( 一宮市 ー伊藤建築股計事務所・銭高組 )

多治見市斤舎 ( 多治見市 ・三倍建築設計事務所 ・大林組)

つ ま恋 エキ ジ ビジョン ホール

代ＢＮＮＮＮハ発動 後鷹 野ｾ計工務飛ｑ，建ＡＹＺＩ

日本電 f言電話公社鈴鹿学圏第 2 実習棟、第 2 .  3 座 掌 棟

( 日本電信電話公社 ・日本電信電話公社 ー共立建設)

勤 労セ ンター惣いの家

( 勤労センター怨いの家 白羽 ｬｾ 計 ・ 清水迎貫生Ｉ

金 沢市 武蔵 ヶ辻第二地区市街地再開発事業

( 金沢市 釣谷建築事務所 ・竹中工務庖)

石川県本庁舎 ( 石川県 ・石 川県庁 ・消水挫訟)

〈入選作品〉

日本生命笹島ピル ( 日本生命保険相互会社竹 中エ務庖)

愛知労済望書 ヶ崎高原車山保養所

( 愛知労済組合 . W&. ¥設計室・大和団地)

福井市民福祉会館( 福井市 ・ミノル建築訟計事務所・鹿島建訟)

鈴鹿青少年スポ ーツセンター

( 地沢建築設計事務所 ・平 田 雄 鮫 久志本組)

義名 信 用金庫本庖 Ｈ 桑名信用金 ｌ ｯｪＨ ・ 東海位計 Ｎ ｩＧｉｴ水主 ｬＡ ｾＩ

富士市農協会館 ( 富士市農協 佐藤武夫設計事務所 ・大林組)

十六銀 行瑞浪社宅 ( 十六銀行 ・東海設計 ・土本主11般)

城端町斤舎・福祉会館 ー児童館

( 城端町 ・鈴木一級建設士事務所 ，w披工業)

高岡商工ピル ( 高岡商工会議所高岡股計迎合佐藤工業)

御殿場市立 玉穏小学校 ( 御殿場市役所 ー岡 股 計 ー浅沼恵且)

名古屋郵便貯金会館( 東海郵政局 ・郵政大臣官房 ・渇 池組 )

愛知県住宅供給公社ピル

( 愛知県住宅供給公社・石本総築事務所 鹿 島建殺)

住友生 命名古屋ビル ( 住友生命保険相互会社鹿島建股)

住友生 命金沢尾張町ピル ( 住友生命 ・自主目立計 . i宵水建量生)

松佳型車形外科病院 事L幼児セ ンアー 「恵愛J

( 松任鐙形外科 病 院 ー釣谷建築事務所 ・消水挫般)

白馬ア ルプスホ テ J レ

( 白馬アルプスダイヤモンド 北野一級建築士事務所勺北野組)

企合正凶ｾ盆ｾ企合企企企企ｊＺ￠ｩｬｩ￥￥￥￥￥￥込樹の話シリーズ・ Ｖ baJ : dL￥￥込

や ぷ つ ば き C a melli a  j aponi ca  L  

同 じ 年 頃 の 子 供 た ち が 却 さ っ て 西 宮 の 戎 神 社 の 森 花 と 曾 き 、 格 は チ ャ ン チ ン の こ と を 指 す。 日 本

的 中 に ど ん ぐ り を 取 り に 入 っ た こ と が あ る 。 薄 の き ざ ん か ( 山 茶 花 ) は 同 じ っ ぱ き 属 で あ る が 、

暗 い 森 の 中 に わ り と 大 き な つ ば き の 突 が な っ て つ ぱ き と 次 の 点 で 迩 う 。 ま ず 花 で あ る が つ ぱ き

い た 。 中 の 績 を 取 り 出 し 、 角 を 石 に こ す り つ け が 半開 き な の に く ら べ 、 さ ざ ん か は 10 月 頃 全 日目

て 穴 を 聞 け 、 釘 で中 を え ぐ り 取 り 笛 [ を 作 っ た 党 の 花 を ま 廷 に 隠 れ る こ と な く つ け る 。 散 る 時 は 花

え が あ る 。 び ら が ぱ ら ぱ ら に 散 る 。 つ ぱ き は 花 全 体 が 落 ち

つ ば さ は 日本 原 産 で 、 中 国 か ら 朝 鮮 、 日 本 の 太 る の で 一 般 家 庭 で は 好 ま れ な い こ と も あ る 。 き

平 洋 岸 を 上 り ヰヒ は 背 森 県小 淡 の仰 神社 ま で 分 布 ざ ん か の 突 は 毛 が あ る こ と . 樹 皮 は 黒 褐色 で あ

す る 。 足摺山Ifl 、 友 ヶ 品 、 伊 豆 町 大'1うなどに1洋子寄 る 占 な ど で も 巡 っ て い る 。 カ ン ツ バ キ と 呼 ば れ

が あ る . 海 岸 地 方 向 照 葉 樹 林 の 代 表 秘 で あ り 、 る 地 木 は さ ざ ん か に 近 〈 、 君 事 庭 に 佼 わ れ る わ ぴ

も つ こ く 、 き か き 、 ひ き か き 、 ち ゃ の き な ど も す け は 、 ト ウ ツ ノ ぐ キ の 品 種 で あ る 。 な つ っ ぱ き

同 じ つ ば さ 科 の 樹 で あ る 。 つば き の ま 誌 は 表 裏 と 一 名 シ ャ ラ ノ キ は 予 審 議 喬 木 で 、 表 皮 が 剥 が れ た

も つ や の あ る 厚 い ま 誌 で 、 あ っ ば き か ら そ の 名 が 肌 の 美 し さ と 消 楚 な 白 花 を 賞 す る も の で あ る .

で き た と い わ れ る 。 一 般 に 暖 帯 、 溢 帯 干 の 常 総 樹 つ ぱ き は 一 般 に 諜 さ に 弱 〈 、 特 に 乾 風 に 弱 い が 、

の 中 で 災 し い 花 を つ け る も の は 珍 し い が 、 つ ぱ 日 本 海 沿 岸 で も 生 育 す る も の と し て ゆ き つ ば さ

き は 務 先 に 紅 色 の 花 を 枝 先 の 策 彬 に つ け る 。 が あ る 。 や ぷ つ ば き の 花 の 器 部 に は 密 腺 が あ り 、

古 代 か ら 観 賞 さ れ 室町 ー戦 図 的 頃 に は 京都 内 寺 こ れ を 求 め て ヒ ヨ ド リ 、 メ ジ ロ が 飛 ん で く る 。

院 に よ く 植 え ら れ た。 江 戸 時 代 に は 伊 勢 や 肥 後 鳥 に よ っ て 花 粉 が 迎 ば れ 、 や が て 築 が な る 。 八 重

(11院 本 ) で 園 芸 的 改 良 が 加 え ら れ た 。 つ ば き の 咲 の も の は 結 集 し な い 。 尖 か ら い わ ゆ る つ ぱ き

樹 皮 は 灰 白 色 で 非 'j ;:，- に 薄 〈 桜 木 す る の が 大 変 む 油 が と れ 、 燈 用 ・食 用 ・ 後 期 ・機 械 池 と し て 第

っ か し く 、 ま た 、 つ ば き 自 体 成 長 が 追 い の で 改 一 級 と さ れ る . や ぷ つ ば き の 材 は 紅 褐 色 で 木 目

良 に は 時 !日目 が か か っ た 。庭 に 植 え ら れ て い る 闘 芸 も ち 衝 で 工 芸 品 類 に 使 わ れ 、 生 木 の 灰 は 媒 染 剤

品 の つ ば き を 野 生 の や ぷ つ ば き に 対 し 111に つ ば に 、 炭 は ま さ 絵 金 粉 の 研 踏 に 用 い ら れ る と い う 。

き 、 ま た は 、 は な つ ぱ き と い う 。 明 治 以 降 は 西 最 近 や ぷ つ ぱ き が i i I 闘 樹 と し て 見 直 さ れ て い る

洋 で の 品 概 改 良 が 進 め ら れ 、 現 在 は 数 千 般 も の が 、 こ れ は 常 緑 花 木 と い う 点 が 一 番 大 き い の だ

臨l芸 腕 が あ る ら し し 、 . 学 名 は オ ー ス ト ラ リ ア の ろ う 。 単 独 で柿 え る の は そ の 生 態 か ら 好 ま し く

牧 師 G .  J  .  K a me l に 由 来 す る 。彼 が 東 洋 旅 行 で な い 。 た だ 密 秘 す る と 花 っ き は よ く な い 。 大 気

得 た つ ば き を 17世 紀 末 ヨ ー ロ ッ パに 伝 え た こ と 汚 染 に 強 い と い わ れ る が 、 街 中 で は 誕 の て り が

に よ る 。 パ リの 社 交 界 で は つ ば さ の 花 が 流 行 し 、 忍 〈 、 カ イ ガ ラ ム シ の む に か か りや す い 。 チ ャ

や が て オ ペ ラ 締 姫 の 紫地 が で き る の で あ る 。 こ ド ク ガ の 発 生 も み る 。 移 植 カ は あ る の で 組 付 は

の つ ば き は 白 花 で あ っ た が 、 日 本 で も 古 代 に は 9 月 上 ・ 中 旬 が 一 番 通 し て い る が 、 他 の 常 総 樹

白 花 を 賞 し た と い う 。 同 様 集 期 を さ け れ ば よ い 。

時 と い う 字 は 日 本 で あ て た 字 で 、 中 国 で は 山 茶 ( 1附l He)

注築と社会 / 1975年 2 月号 1 7  
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

軽 量

比 重 0 . 5

断 熱

而七た

法 定 耐 火 材 料

当

⑨ ｐｏｒｅｾ＠

建 築 名 称 和 歌 山 ・ 印 南 町 改 良 住 宅

設 計 サ ン ヨ ー

元 請 トーケン

使 用 個所 カ ベ ・ ヤ ネ ・ マ ジ キ リ

@ シ ポ レ ッ ク ス は 工 場 、 住 宅 か ら 超 高 層 ビ ル ま で あ ら ゆ る 建 物 の 屋 根 ・ 床 ・ 壁 ・ 間 仕 切 ・

耐 火 被 覆 に 使 用 さ れ ま す が 次 の 建 物 に は 特 に 最 適 で す 。

1  工 期 短 縮 を 要 す る す べ て の 建 物

2  空 調 を 要 す る 工 場 ・倉 庫 事 務 所 住 宅 等

3  鉄 骨 大 張 聞 の 工 場 ・体 育 館 等

4  軽 量化 を 要 す る 高 層 建 築 物 ・軟 弱 地 盤 の 建 物

5  鉄 骨耐 火 構造 の 建 物

るポレ ＱｉＯＧＷｾ 株式会社
本 社 ・東 京 支 底 東 京 都 千 代 田 区 神 田 司 町 2 - 6  ( 平沼 ピ ル )

電 話 東 京 (256 ) 代 表 3 4 5 1  

大 阪 支 j 苫 大 阪 市 西 区 立 売 堀北 通 1 - 90 ( 第 三 富 士 ピ ル )

電 話 大 阪 (538 ) 代 表 0 5 2 1  

名 古 屋 支 局 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 西 通 3 - 2  ( 大高 ピ ル )

書舌 名 古 屋 ( 5 8 1  ) 代 表 7 4 2 1  



口写真と概要をどしどしお送り ください.

凡例 a. 所在地 b  敷地面積 ι 建築而峨 d  延 閥 横 e  精 造 規 絞 1. 工期

E  . .  圏

1063.  名 古 屋 郵 便 貯 金 会 館 1064.  鈴鹿学圏第 2実 習 練、 第2第3座学棟 1065.  富 士 市 • 協
4zbz 、

館

設 計 ・郵政大臣官房建築部設計謀 設 計 日 本 電 信 電 話 公 社 建 築 局 設 計 :佐 藤 武 夫 設 計 事 務 所

施 工 .鴻 池 組 名 古 屋 支 底 施 工 : 共 立 建 設 名 古 屋 支 庖 施 工 : 大 林 組 名 古 屋 支 底

a  名古段市東区東新町1- 18- 1 a. 三 l f ! 県 鈴 鹿 市 白 子 町 a  静岡県日士市行1: ，¥2 0 0 - 1

b  3，065. 93m'  b  345，769 .24m'  b  27，635 .84m'  

c  1，904. 12m'  c  3，390.24m'  C .  2，845. 75m'  

d  IO，259. 31m'  d  1I ，343. 60m'  d  6，665 .75m'  

e.  R C、 B 2 、 8 F e  実習HI! RC. Bl . 3F、居詳才虫RC，3F e.  R  C、一部 S R C 、B 1 、3 F  

f  昭和47年 3 月~昭和49年 3 月 f. 昭和47年 8 月~昭和48年 II 月 f  昭和46年 11 月- 1昭和47年 11月

1066.  住 友 生 命 名 古 屋 ビ ル 1067 .  住 友 商 事 名 古 屋 ビ ル 1068 愛知労災霧ヶ峰高原草山保養所

設 計: 鹿 島 建 設 本 ヰ土 設 計 . 日 建 設 計 名 古 屋 事 務 所 設計 育 島 設 計
{  呈

施 工 .鹿 島 建 設 名 古 屋 支 底 施 工 ' 大 林 組 名 古 屋 支 庖
施 工 大 和 団 1也

a  名古屋市中村区下笹山町11 - 2  a. 名 古 屋 市 東 区 久 屋 町 5 - 9  
a  長野県芽野市北山芋入の峰3413- 59

b  5，325m'  b  1，931. 600m'  
C .  1，441. 0801'  

c  1，648m'  c  1，557. 913 m'  
d  2，305. 73m'  

d.  49，453m'  d  16，920. 73I m'  
e.  R C、 2 F

e.  S R C、 B 3 、2 6 F e  S R C、 B 2 、13F 、 P 2
f . 昭和48年 6 月~昭和49年 7 月

f . 昭和47年 7 月~昭和49年 5 月 f . 昭和47年 9 月~昭和49年 3 月

、

働

団

1069.  橋 西 武 南 館 1070.  
8  

ｾ＠
:ι ‘  
，ロ 見 市 庁

盆E

c  
1071.  ゃ い ぶ フ ィ ッ シ ュ セ ン タ ー

設 計 清 水 建 設

施 工 清 水 建 設

a. 焼 津 市 八 楠 字 用 心

b.  1，70701'  

c.  716. 97m'  

d .  1，350 .81m'  

e.  R  C 、 2 F  

f  昭和47年 9 月ー昭和48年 2 月

19  

設 計 :大 林 組

施 工 : 大 林 組

a . 盟 僑 市 駅 前 大 通 1 - 1  0  1  

b.  2，550 .866m'  

c.  1，738. 54  m'  

d  .  19，754 .05 m'  

e.  S  R  C 、 B 3 、 9 F 、P 2  

f  昭和47年 8 月~昭和48年11月

設 計 : 三 橋 建 築 設 計 事 務 所

総 工 :大 林 組 名 古 屋 支 底

a  敏阜県多治見市日の出町 2 - 15  

b. ム033 m'  

c.  1，962.417m'  

d .  8，571. 348m'  

e.  R  C 、 B 1 、 6 F

f  昭和47年 9 月~昭和49年 9 月



防水層の保護と軽量、断熱に

東邦の，¥0ーヲイトコ〉タリート折…水
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回
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屋 よ ア ス フ ア ル ト 防 水 層 の 保 館、 断 熱 、 軽量 に東邦ノぐー ラ イ ト コ ン ク リート

P  C - D 工 法 採 用 の 大 倉 法 務 合 同 斤 舎

段置十 近 般 会 也 方 建 股 局 施 工 K K 伊藤組、K K 笹 川 組

作 業 が ー 工 程 省 け 工 期 の 短 縮 と

コ ス ト が 安 く な る 合 理 化 工 法

. ，坊7) <. ，替の t 1jl え に 使 用 し 仕 上 モ ノ レ タ ル の 要 ら な い 金 ゴ テ ー

ノマツ仕上工法

・ デ y キ プ レ ー ト の 総 量 化 ゃ 露 出 防 水 下 地 、 ま た は 貼 物 下

地にナラシモノレタノレの婆らない金ゴテーパツ仕上工法

畳 下 地 の 省 力 化 と 塩 ビ 系 タ イ ル 下 地 の 防 湿 、 防 温 、 軽量 化 、 断 熱 ( 結露 防止 ) に

東邦の，芯ーヲイトモルタル

各 階 の タ タ ミ 下 地 に 東 邦 J ぐー ラ イ ト モ ル タ ル P M - C 工 法 採 用 の

大 宮 高 層 介 級 住 宅

設 計 大 阪 市 住 宅 供 給 公 社 施 工 K K 間組、K K 熊谷組

本方If-'... .xキZ4

化粧、吸音 、防 湿 、 断 熱 ( 結 露 防 止 ) と 多 目 的 用 に

- ベ ニ ヤ 仮 枠 コ ン ク リ ー ト 下 地 ( 天 井 及 び か べ ) に 直 核 吹

付して例措lt の心菌己がない

・ヵ、べ 面 は 金 ゴ テ 押 え す れ ば 栄 治 監 タ イ プ の 表 面 強 度 の あ

る ソ フ ト で デ ラ ック ス な ム ー ドである( ネオノ マー ノレスキ

ンの 特 徴 )

・- . I >t ' 阜で仕上る の で工 期 の 短 縮 と コ ス ト が 安 く な る

・下 地 は ボ ー ド 類 、 鉄 板 類 、 石 料1板、モノレタノレなど何んで

もよい

- 椋 単 色 20色 と 特 別 色 も で き る

P M- C工法

- タ タ ミ 下 地 の 床 組 ( 大 工 仕 事 ) が 全 く 婆 ら な い の で工 期

短 縮 と コ ス ト が 安 く な る

・床 組 し な い の で 建 物 の ボ リ ュ ー ム の 節 約 が で き る

・無 機 質 100% 絶対 1耐 火 そ れ に 多 孔 性 材 料の ため l汲i M、 遮

音 に 優 れ て い る

・ 独 立気 泡の来 邦 パ ー ラ イ ト と 防 水 液 を 使 用 し た 完 全 防

水パーライトモルタル であるため 、 ｩｾ 気を全く透さない

比 重 ・ 断 熱 共 木 材 並 1 3  

( 比重0 . 85kg/ t 、 熱 伝 導 率 o. 14kcal  / mhc )  

か べ 薗 に ヰ オ J ぐ- ) レスキン 7 F  K  ( 吹 付 後 金 ゴ テ 押 え ) 採 用 の

村聖子 、 森 建 築 事 務 所

I l t I 十村聖子 ・森 建 築 事 務 所 施 工 鹿 島 建股 K K

務|

東邦ハ。ーヲイト械式会11

大阪市東区森之宮酉の町ｾ . . . .  _ _ _  . . . : o. . ; ; ; ; ! 代表- 4 1 - 9 2 4  - 7  

〈営業所〉 東 京rl J;_t'.... ...，.....A 広島 ｛ＧｉＺｾ ｬＧＮ｣ｉｩ ｴ...... '_ 岡 山 ['I:I :i' . . .  l'  . . . . .  '  . . . .  l  

高 松[1!:tl: IlII5R_ _  .，]f.l 金沢 ｛ｉｬｬ ＮｪｩＮ｣ｬｩ ｦｩｾ ，

.‘  

• 



1 月骨より 6 月号 ま で下 記 4 民 で 担当
建築の眼

- 住 民 と 新 ・ 住 民

人 々 の 生 前 圏 は 大 き く 拡 が っ て き た。 生 活 の 行 動 半 径 は 大 き く な り 、 流 動 化 は は げ し く な っ た。 生 れ た 土 地 で 育 ち 、 そ

こ で 働 ら さ 、 生 泌 を 終 え る 人 は 少 な く な っ て き た。 か つ て 村 務 共 同 体 を さ さ え て い た 法 盟 主 は 崩 れ つ つ あ る の で あ る 。

大 都 市 の 周 辺 で は 宅 地 が 開 発 さ れ 、 大 団 地 が 造 成 さ れ て い く 。 そ こ で は 先 祖 代 々 住 み つ い て い る 原 ・住 民 と 新 し く 移 っ

て き た 新 ・住 民 の 聞 に 断 層 が う ま れ て い る こ と は み の が せ な い 。 土 地 へ の 愛 治 、 過 去 の 記 憶 の 強 さ も f4 な れ ば 過 去 へ の

追泡! の深さもちが っ て く る 。 そ し て 設 がJ に は 、 新 ・住 民 が し だ い に 多 く な っ て い る 。 都 市 化 に と も な う "，¥.Sc郷 を 失 な う H

現 象 が 深 ま り つ つ あ る の だ と い え よ う 。

ところで、最近新しい耳目J き が み ら れ る 。 新 ・住 民 と 原 ・住 民 と を 結 び つ け る 動 き で あ る 。 そ れ は 文 化 遺 産 や 歴 史 的 環 境 、

s! Tな み の保 存 の 動 き に も 端 的 に 示 さ れ て い る 。文 化 泣 産 や 歴 史 的 環 境 、 町 な み は 新 ・住 民 と 原 ・住 民 を 結 び つ け る 核 の 役

割 を は た し て い る の で あ る 。 従 来 、 と も す れ ば 開 発 を 阻 害 す る 負 の 要 紫 と 考 え ら れ が ち で あ っ た 文 化 遺 産 や 廃 史 的 環 境

が 、 市 民 が 心 を 通 じ あ う 新 し い 町 づ く り に 欠 く こ と の で き な い 要 素 と な り つ つ あ る の だ。 ( Ni )

原

a・

分 譲 マ ン シ ョ

数 年 Ijij か ら の ? ン シ ョ ン ブ ー ム も n下 は や や 下 火 で あ る 。 し か し 、 今 の 経 済 状 勢 が 少 し で も 好 転 し 、 さ ら に 同 の 土地 、

住 毛 施 策 が い さ さ か で も 効 を 挙 げ る 時 期 と も な れ ば 、 庭 は 無 く と も 自 分 の 械 を 、 あ る い は 財 産 形 成 の一 つ で も と い う 人

/l ¥J の本能は、 lヰ ぴ 分 浪 マ ン シ ョ ン ラ y シ ュ を 再 現 す る か も 知lれ な い。

と こ ろ で 、 今 ま で レ の 分 譲 マ ン シ ョ ン に は 幾 つ か の問 題 が 残 さ れ て い る 。 第 一 に、構造的防災時に総合管沼! された主J ) ; 築物

にな っ ていないこと 。 ｾ 二 に、地域から孤立した存在でコミュニティづくりに逆ら っ ていること 。 第 三 に、所かまわず

往築され、I ' . IITI1 のゾーニングを目ししていること 。第 四 に 、 行 政 的 に 都 市 住 宅 施 策 の 中 に 把 慢 さ れ て い な い こ と 。等 々 で あ る 。

裂 す る に 、 十 数 年 前 に 斐 延 し た 木1'( ア パ ー ト 、文 化 住 宅 が 鉄 筋 化 、 高 層 化 し た だ け の こ と で あ っ て 、 む し ろ 木 造 の 場 合

よりも、 7 ン Y ヨ ン が 数 十 年 後 左 桁 化 し た '"干 の こ と を 考 え る と 始 末 が 惑 い。 昨 今 の マ ン ン ヨ ン の す べ て が そ う と は い え

な い が 、 こ の よ う な 未 熟 な 都 市 住 宅 を 無 批 判 に 職 住;li 僚 の 現 代 住 屑 と し て 謡 っ て ば か り い ら れ な い 。 住 肘 法 、 住 宅 基 本

法 の 検 討 の 中 で の 大 き な ポ イ ン ト と し て J f え ね ば な る ま い。 ( M )

ン の 不 安

ド ン の 緑

初f ) Uのノマリのブーノレヴアー ノレやアヴェニ ュを歩けば、 新 織 の 並 木 の ト ン ネ ノ レ が 辺 路 を 被 っ て逢かにあ:e < 。

ク(1勺街路のふち釘Iiり で あ り 、 人 工 的 だ け れ ど 術 の 人 j主 は そ の 緑 の 長 さ と パ ー ス ペ ク テ イ ヴ を 楽 し む。

*  ロンドンにはュl E 木道はあまり無いかわり、 J広大な 6 つ の ロ イ ヤ ル パ ー ク 、 大 小 さ ま ざ ま の G L C公 岡 、 所 有 の 公 私 は 別

と し て 数 多 く の ス ク エ ア ガ ー デ ン が 街路 の 小 に 絞 め ア イ ・スト ップ を 形iiE る。 街 路 そ の も の に は 見 え る 総 は 乏 し い が 、

そ の 絞 ま で 到 達 す れ ば ベ ン チ に 腰 を 下 ろ す も よ し 、 木 立 の 聞 を 埋 め る 芝 生 に 寝 こ ろ ぷ も よ し 、 笠 か な 緑 に 包 ま れ る 。 当

然、日11 diJ或の 緑 な の だ か ら 人 工 に よ る も の だ が 、 そ の 抜 い と 大 き さ が 自 然 を 感 じ さ せ る 。

パ リの総 は そ れ に 沿 って 歩 〈 緑 で 、 ロ ン ド ン の そ れ は そ こ に 住 む た め の 織 と い え よ う か。 パ リが地 "1"海 文 化 の 枠 内 に あ

るのか、地 ＧＱ Ｂ 海文化閤が大パリの文化 ＩｪＨｾ 仰を受けたのか、このような緑は地中海文化系の都市に多〈見られるが、ロン

ド ン の 緑 は 他 の者11市 に そ の 例 を 見 な い。 こ の 泌 い は 、 文 化 ・ 民 族 に 法 〈 好 み の 差 な の だ ろ う か 、 発 生 の H寺I:¥j の 逃 い に 北

〈 方 法J命 の 弁 証 法 的 違 い な の だ ろ う か ? ( . GL C; Gr e a t en  London Counc il 大 ロ ン ド ン 行 政 庁 ) ( K )  

そ れ は パ ロ ッ

パ リ の 緑 と ロ ン

‘  

建 設 ブー ム の 不 思議

:E' 1l 工 系 学 生 の 進 路 i選 択 に 閲 す る 東 工 大 未 米 工 学 長Jf の;jIt. j 1正 に よ る と 、 東 大 、 * 工 大 、 早 大 、 の さ な み に 1962年頃から主主設系

( 土 木 、 建 築 、 都 市) 工学の人会ゆず急」二糾したままで 、競 争 率 が 最 も 高 い。 言 い換えれば、優秀な学生が多数，法事長へ流れ

て き た こ と に な る 。 不 人 気 時 代 に こ の コ ー ス を 選 ん だ 者 と し て 商 映 い 限 り で あ る 。

一 般に志望傾向の変貌の主原因としては、 ｾ ｲ ｬ 門分野に対する社会的評価ないし、イメー ジの 変化が挙げられる 。 ｉｊｦ Ｎ ｊ 発

ブ ー ム が 人 気 を H乎 ん だ こ と は 充 分 考 え ら れ る が 、 不 思 議 で も 残 念 で も あ る の は 、 こ こ 数 年 の 環 境 危 機 主 主 織 の 日 ま り に も

拘らず、 f;i 境 ・設 備 系 コ ー ス の 志 望者 が 低 迷 し て い る こ と で あ る 。 入 試 成総 の 良 い 析 に は 古IJ に デ ザ イ ン に 綴 れ た . fi は 少

な い か ら 、 従 来 の 多 く は 単 に ド ラ フ ト マ ン で あ っ たり 構 造計 算 屋 に な っ た り 、 二i二) j の 追 し 、 但 し を し た り で 可 惜 そ の 頭脳

を 死 蔵 し て い る 。 深 奥 に し て 興 味 深 〈 、 か つ 社 会的 人 !日l的 価 値の極めて高し、現段 ・設 備 コ ー ス へ の 勧 誘 を 強 調 し て 11:ま

な い。 毎 年 比 較 的 多 数の 設備 系 卒 業ー者 を :.uし て い る 茶 大 学 の 例 か ら 教 え て も 、 ー に 教 育 カ リ キ ュ ラ ム と 教 育 佐11の 問 題 で

あろうと足 ｴ 、う 。 単に実務界の多忙な技術 Ｎｲ ｩ を非 Ｂｬ［ｾ 勤 ｊ 昨日 ｲｰ に侭えるだけでは、 Ｇ ｊ ｜Ｎ は解決しないようである 。 Ｈ ｎ｡ Ｉ
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. 床点検口も魅力い っぱいです.

* アルミニウム床点検 11はハードアルミ

ニウムを { 史問、ピス アンカーなども

必カなメ ッキをほどこしていますから 、

強 度 、 耐l腐制! 性はバッグンです。

また、モルタ Jレなどのf皇制! [ 飼には、 AE

I支なアルマイト処理をほどこしていま

す。

* 主主鎗・ステンレス帰り床点検 11 は露出

日II 分の強度もおく、いつまでも美しさ

を! 米ちます。

*  A  .  B A創刊型床点検，1は、 1台 で P タ

イルとモ Jレタ Jレ塗それぞれに使い分け

ることが出来ます 。

* 制 度 の r.百ぃJ 1jl 出機の組合せであるため、

気密性がおく 、臭気のもれる心配があ

りません。

. 規 絡 寸 法.

. ワンタ ッチ開閉操作です.

弊社独特のワン夕 、ノチ | 問問機椛( PAT. P )

をセ γ 卜しているため、 F人j 粋 を押 し上げ

る操作だけで、簡単に Iml却 します。

. 施工か.簡 単 で す -

1m問機桝が内政されているため、I i fJl当l ツ

7 ミの穴をあける必要がなく、更に従来

品と災なり. ' ，I;i. 検円を天井にセ ッ 卜した状

態のまま、簡単に内枠ボードを取付ける

ことが出来ます。

. 丈夫で美しい外観です.

アルマイト処理を完全に施しているため、

いつまでも美しく、丈夫です。 しかも開

1l! .J ツマミ会どF付属品が外部に出ていませ

んので、外在J l がシンプJ レでスッキリして

います。

. 種類が豊富です.

規 絡 寸 法 ( m/m)

ご注文により 、規絡寸法以外も製作いた

します。

m/m 

ご注文により、規絡寸法以外も製作いた

します。 また、オールステンレス、オー

ル県鈴製も別注製作いたします。

住 宅 産 業 の 総 合 メ ー カ ー で あ る 弊 社 で は 、天

井 点 検 口 ・床 点 検 口 の ほ か 、 ガ ー デ ン ・フ ェ

ンス 、 ガ ー デ ン 門 扉 、 ガ ー デ ン ハ ウ ス 、 カ ー

ハウス 、 カーロビー 、べ. ランダ、 テ ラ ス 、 ク ー

ル ト イ レ 、 そ の 他 住 宅 関 連 資 材 を 各 種 製 作 ・

販 売 し て お り ま す 。

タテ ヨコ おサ

3 0 3 X 3 0 3 X 4 5  

4 5 4 X 4 5 4 X 4 5  

6 0 6 X 6 0 6 X 4 5  

タテ ヨコ 高 サ

3 0 3 X 3 0 3 X 4 0  

4 6 0 X 4 6 0 X 4 0  

6 0 6 X 6 0 6 X 4 0  

カ タ ロ ク を ご 請求 下 さ い

竺 事 国 園 田園 町

日ヲヲー

」:aa・

ザンヲミ持蘇椋口

• • 
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株式会社 ダ 4 ケン

本 社 大 阪 市 濯 川 区 新 高2丁目 7 番 13号
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特集・東海の新建築
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- 特 集 = 東 海 の 新 建 築

愛 知 県 政100年 記 念 事 業 に つ い て 愛 知 県 企 画 部

愛 知 県 労 働 者 研 修 セ ン タ ー ー設計 : 愛 知 県 ・安 井 建 築 設 計 事 務 所

愛 知 こ ど も の 因 。.. ..・・ 0 ・ e 一設 計 : 愛 知 県 ・平 子 勝 設 計 事 務 所

愛 知 県 教 育 セ ン タ ー ・ 設 計 : 愛 知 県 ・日 建 設 計

愛 知 県 緑 化 セ ン タ 一 本 館 ・ ・ ・ 設 計 : 愛 知 県 ・東 海 設 計

愛知県議会議事堂. . ・ e ・ハー 設 計 : 愛 知 県 - 久 米 建 築 事 務 所

自

昭和伺年度・a曇員会 ( 順不同}
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増 i燭 昌 利 i 平 林 孝 i 久 保 田 進 也
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電 06- 4 5 8 - 2 2 5 1 側
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… 設 計 ・施 工 : 竹中工 務 庖

設 計 ・施 工 : 竹 中 工 務 庖

・設計 ・施 工 : 清 水 建 設 一

・・ e ・e ・… 0 ・設計 : 伊 藤 建 築 設 計 事 務 所 - 双 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所

施 工 : 大林組・・

設 計 岡 設 計 ・

設 計 . 東 海 設 計

第 二 星 ケ 丘 ビ ル

日 本 生 命 笹 島 ビ ル

山 内一 生 ア ト リ エ

朝 日 麦 酒 名 古 屋 工 場

御 殿 場 市玉 穂 小学 校

東 海 銀 行 半 田 熊

鉄筋コンクリート住・裟のせん断補強/ 徳田裕英 ー・・ ・・ ー ・ ・ 一・・ 0 ・46
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積府工法/ 長野哀一平ー . ••• •••••• •. •.••• . …  一 一ー・ ー・・・一 " 48

大淀分室における取扱業務その他について/ 中山次雄 一…・・…. . . . . ・ ・… 49

f，i'¥l 匝!神戸市建築文化賞決定/ 船井美彦
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日本建築協会月聞の動き( 昭和49年 12月分) ー

表 紙 ・事 。絵 宇 ザ イ ン 加 - 明

1931年大阪に生まれ る.

大阪市美術研究所に学ぴ、現日本健

術会合同.

主な作品 ・ 「夫阪の民脂 J ( 1971年}

• r上方落陪よf ) Jr浪 速 行

商 風 俗 J (1972年)

• r大阪の街 J (1973年)

・1973年 N H K企画制作茂

木草介作「けった いな人

々j タイトル画

宅大阪市北区天満揖筋1- 55

天満橋北団地610号
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愛 知 県 政 1 0 0年 記 念 事 業

愛知県企画部

明治 5 年 11月27 日に愛知 ・額田両県の合併により誕生した愛

知県は、昭和47年でちょうど 100年を迎えることとなった。

この時期に、 100年を回顧して、この間どのような県政が行わ

れたかを明らかにし 、今後の県政を展望する基礎を築こうと

することこそ、こんにち私たちがなさねは. ならない最大の仕

事である。 さらに、郷土の未来への道を選択 ・創造し 、後世

に美しく豊かな愛知県を残すことが、私たちに諜せられた最

も重要な責務であろう 。 ここにこそ私たち県民の英知を結集

しなければならない。 このような観点から、この置県 100年

を記念して、各種の記念事業を行うこととなった。

記念事業の選定にあたっては、選定基準を策定し、県庁 内各

部局から提案された、各種記念事業案を 中心 lこ代表者会議を

数回行った結果、総数33件の候補事業の内から、行事 4 件、

事 業10件を選定した。

まず、行事としては、

1  県政100年記念式典

2  愛知県100年展

3  記念作文 ・論文の募集

4  全国管察背楽隊記念演奏と 映画会

次に、事業としては、愛知県政 100年を 一 つの節として、県

政第 2 世紀への資産ともなるものであり 、県政を回顧し、将

来の展望に大きな希望とみのり多い県民生活の糧となること

を確信して、記録の編集事業 3 件、施設の建設事業 7 件を実

地することとした。

1  記録編集事業

(1)  愛知県 100年の記録映画「新しい夜明け」の作成 (35

mmカラー )

(2)  愛知県史 ( 昭和史上 ・下 2 巻 ) の編集

(3)  統計資料「統計で見る愛知の今昔」の編集

2  施設建設事業

この事業は、今回の本誌の特集テー? であるめで、地設の

紹介を兼ねて 、概要を順次説明すると次の通りである 。

フつの施設づくり

( 1 ) 愛知県労働者研修 センター 〔瀬戸市〕

生きがいのある労働環境づくりは、生産優先から福祉優先へ

2 4  

と人間性を回復する労働態様の変化とともに、労働時聞の短

縮、休日の増加、週休 2 日制の普及が、労働者の余暇時間を

増大している 。 このようなときに、県下 280万人の労働者お

よび一般県民の教養と文化を向上させる健全な余暇活動の場

となる、多目的な総合福祉地設を建設することを企画した。

この地設は、愛知高原固定公園内で、自然と調和が保たれた

自然、休養林のほぼ中央、標高 260mに位置し、周囲には、尾

張藩祖徳川義直公の廟所や、東海自然歩道が通っている 。 ま

た、濃尾平野を 一望のもとに眺めることができ 、訪れる人々

の目を楽しませてくれる 。

施設は、昭和49年 12月に完成した。国際会議場はじめ各純の

会議室 ・研修室 ・舞台付195:beの日本問、 300人宿泊可能な和

室 ・洋室、ボーリング場、屋外プール、ビリヤード 、卓球、

浴場、サウナ等の設備を完備しており 、勤労者をはじめ一般

県民が、研修、レジャー、休養の場として、活用し、みのり

多い豊かな生活を築くための松となる新しい焔設である 。

( 2) 愛知こどもの国 ( 児童総合遊園) ( 1幡豆郡怖豆町〕

明日の社会の担い手である児童の健全な 心身の育成を目ざし

て、自然、を最大限に活用した雄大な構想、のもとに、専門家を

まじえて、この建設プランが作成された。

この地設づくりの特色としては、 「こどもと自然、との対話」、

「こどもとこどもとの対話」、「こどもと親との対話」 など自

然の中で、さまざまな形での対話を生みだすことを基調テ-

7 とし、自然環境との調和を図っている 。

豊かな緑、新鮮な杢気、そして恵まれた眺望を備え、起伏の

ある約 100ヘクタールの海浜の丘陵地 を地形に合せて、メイ

ンアプローチとなる「中央ゾーン」、子どもの物との対話がは

ずむ「ゅうひが丘ゾーン」、こどもと自然との対話が生れる「あ

さひが丘ゾーン」とそれぞれ機能の違った三 つのゾーンの有

機的な組み合せにより、児童が自然環境の中で、自然、に親し

み、自然を愛し、自然を自由に満喫することのできる魅力あ

ふれた地設である 。 昭和49年 10月に一部オープンした 。

(3) 愛知県教育センター 〔愛知郡東郷町〕

人間らしい人聞を作る教育は、近年の著しい経済成長の大き

な幻影に包みこまれてしまい、生活に社会に深刻な影響を与

え、教育の果たす役割に大きな不安が叫ばれている 。 このよ

• 



うなときに、心身の成長の基盤となる力を養い、社会の価値

ある 一 員として、その発展の原動力となる人材の育成を図る

ため、生涯教育という広〈大きな心: 場から 、教育問題を解決

する地設を建設することとした 。

この地設は、緑豊かな丘陵地に昭和49年 10月オープンした 。

宿泊地設も整備されて、この中では、あらゆる教育に対する

疑問を解決するため、学校教育はもちろん社会教育 ・家庭教

育 ・特殊教育といった、教育の専門的、技術的事項の研究や、

教育従事者に生徒指導 ・教育相談 ・へき 地教育等専門的事項

の研修を実地したり、コンビューターを 利用して 、教育文献

の検索や、教育関係プロクラムのライブラ リー、資料 の提供、

教材の J，}f. J発等の情報活動も行う 。 また、調査 ・面接 ・行動観

察等による直接的な教育相 談も行い、愛知県における総合的

な教育事業のパイロットとしてすでにダイナミックな活躍を

開始している 。

( 4  ) 愛知県緑化センタ一本館( 仮 称) ( 西加茂郡藤岡村〕

環境の緑化は、大気の浄化、環境の美化、情操の緬養その他

弁椅の公益的機能の而から大きな効果を有している 。 ;5: 11寺の

無秩序な上最境破壊を阻止 し、すぐれた自然環境を保全すると

ともに、失われた緑を桁械的に回復して、県民の健康で ω￬ｊｾｊ い

のある生活を維持して行くため、緑化運動の中枢的な機能を

持った地設である 。

建設地は、豊かな緑につつまれた西三河北部の約50ヘクター

ルにおよぶ丘陵地で、 Ij Ul 設としては、訪れた利用者が、緑化

用の開苗を入手したり 、休憩したりする苗の広場 、滝と池を

配し、自然と緑に融けこむ約 3 ヘクタールの日本式庭問、延

長 130m、高低売20mの緑と水をたのしむカスケード、れ純

の展示林や見本問、苗畑等で、この胞設を通して、①緑化に

関するいろいろな調査、②緑化思想の高揚 ・持及と、市町村

や学校 ・企業等に緑化の指i与 ・教育 ・相談の実砲、③緑化木

の育成事業等を行い、愛知県における出境緑化の核となって、

豊かな緑て自然をおおい健康で文化的な生活を営める環境の

醸成に努める 。昭和46年度から工事がJ止められてお り、50年

度に第 1 期工事が完成する予定である 。

(5) 愛知県議会議事堂 ( 1 " ，古屋市中区〕

現在の議事堂は、昭和 13年に県庁令の建設と {井せて設置され、

約37年を経過している 。 県勢の飛躍的な伸展につれ、議員数

も明加し、議場等の設備も度々改修が行れ今日に至っている

が、県政の中枢的役芹IJ を担う議会活動の場としては、十分そ

の機能を巣し得なくなってきており、また、本年は、県議会

議員の改選と議員定数の附加が予定きれているため 、県庁本

庁合に隣接して新しい議事堂の建設を進めている 。 本年春に

は一部完成する 。

( 6) 愛知県陶磁資料館 ( 仮 称) ( 瀬戸市〕

東海地方は、すでに奈良時代から、わが固め陶磁総生産の、

要な地位を 占めていた。 こうした歴史的、産業的背景を持つ

愛知県に、 世 界的な規模を有する陶磁探関係の総合地設を建

設するため、各界の専 門家をまじえた 、愛知 県陶磁資料館 ( i/5i 

称) 建設会議で計画の検討を進めた。

地設としては、歴史的 ・産業的 ・学術的 ・美術的に武重な古

今の陶磁器資料を収集、保存、展示するとともに、見本市、

講習会等も開催する。また、県民がより陶磁への関心を深め

るため、自分て帆作 品を製作 することのできる場や、陶器の発

達に大きな役割をもった茶電や、庭園等を設けるもので、建

設計画の基本とでは、 ① 博物館的要素、 ②産業振興的要素、

③レクリエーション的要素の 3 つの 内容をもつものとし、日

本の陶磁の歴史を語り、伝統的産業としての日本の陶磁を見

直し、陶芸教室、茶室を通じての心のふれあいを生かしなが

ら、伝統文化の継承と陶磁器産業の発展に寄与しようとする

焔設である 。なお、当資料館の建設 ・設計ーについては、現在

最終的な検討が鋭意進められている 。

( 7) 尾張パークウェイ ( 仮 称) ( 犬 山市〕

愛知県尾張地方の東北部は、豊かな自然、に恵まれた丘陵地帯

(愛 111支丘陵) で、この中に飛騨木曽 川固定公聞の中心となる、

日本ラインをはじめ、入鹿池、尾張市士、犬 山城、明治村 、

京都大学霊長類研究所、東京大学演習林といった景勝地や地

設が点在しているため、健全な余暇の利用、あるいは、教養

文化の 向上の地 として、交通施設の需要が明大している 。 こ

の自然に恵まれた丘陵地帯を自然、生態 に対する注立深い観察

と管理をはかりながら、新しい自然空間を 利用して、交通環

境の改善 ・整備を行うため、延長約 9.9kmの有料道路建設を

進めている。
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愛 知 県 労 働 者 研 修 セ ン タ ー

設 計 監 理 愛 知 県

安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 西 松 建 設

愛知県瀬戸市定光寺地内

敷 地 箇 積 16，511 . 7m'  

建 築 面 積 5，997 .48m'  

延 床 面 積 13 ，520 . 22m'  

構 造 規 模 R C、一 部S R C、8 2、4F 、P I

工 期 昭 和48年 3 月一昭 和 49年 11 月

2 6  

この地設の建設目的は、桑原愛知県知 ｉ ｾ ｊｓ 白 土 ￹ Ｚ の

仰文 に尽きれているので、これを引用すると ー

「12かで明るくゆとりのある勤労者生活の形成」

をめざし愛知 県政百年記念事業としてここにこ

の多目的な総合福祉施設を設置する 。 県下 280

万人の労働者をはじめ一般県民の研修と休養な

どの場としてこの地設が「大いなる愛知」と 「盟

かな生活の実現」 をめざす県民の明日の力とな

ることを念原Hするも のである 。一一ー とある 。

名古屋市の東北 Ｒ Ｐ 粁、線 ｩｲｾ 260 m、愛知日原因

る1也械の中心施設としてこの建物の性格をとら

えている 。計画は労働団体と thl ，議して進められた。

機能は大別して次のとおりである 。

・研修会議材i・..一固定席 300 人のホール ・国際

会議場 ・多目的の大小集会室

研修室 ・ロビ一等

・管理おR.... … 。.. .・ft 敷大宴会室 ・娯楽室 ・食掌

ラウン ジ ・フロント等

・宿泊棟・・・ ー収答 300 入手口洋61室

. Il 付属棟・ …ーー ーサウナイ寸大浴室 ・ポーリング場

定公 |車| につながる国有林の中にあって、東海自 更衣室から屋外プールにつなが

r!.' 、歩道に沿い瀬戸市 ・名古屋市 ・泰日井市 ・御 っている 。

j諌山などの展望が良〈、近くには古語IJ 定光寺や ・従業只練

営林局のキャンプ場ア ーチエリーなどもある 。 緑の自然と景観の 中で低廉な使用料で豪華な純

将来計画として 265 haに亘る雄大な自然、に包ま 訟を提供するも ので、他府県に類例のすくない

れた野外活動 ・文化活動 ・散策休後に供せられ 福祉施設といえる 。



北立面図

ＧＡＮＮＮＮｌＮＡ ι ｾＭ Ｂ 園

地下 1 階平面図

ｾ＠

L  

2 階平面図

| 階平面図
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愛 知 こ ど も の 国

設 計 監 理 愛 知 県 ・ 平 子 勝 設 計事 務 所

施 工 徳倉 建 設

所在地 愛知 県 幡 豆 郡 幡 豆 町 大 字 東 幡豆

主な建築物概要 ( 第一期完成分)

建築名称 構 造 延 床 面 積 建築而i ' 1' 1

本音11 練 R C:illt 3 階建 2. 406 . 59m'  1.169. 78111'  

ゅうひ棟 R C  造 2 1;皆建 943. 73m'  961. OOm'  

駅 会 S 造 2 階建 360 .70m'  290 .7 0 m'  

牧 舎 S 進一部 R C造 2 階建 931. 67 m'  845. 32m'  

展 望 台 R C造

----------- ---------屋外f児所 P C j 盆( カプセル型)

------- -------2 8  

工 Jt1!  

48i
ド7 月一 49fJ 三8 月

49年 2 .f ! - 49年 9 月

49年 5 月 - 49年 9 月

49年 2 月一 49年 8 月

49年 2 月- 49年 8 月

49年 2 月一 49年 9 月

。 ゅうひ練・ゴーカー卜乗場

@ ゅうひ棟内部展示室

@ 駅舎( 自由広場より)

@ 牧舎

。本部棟、時計塔

@ 本部棟、食堂内部

@ 入口広場

。屋外便所( カプセル型)

@ 展望台

搬 影 田 中 畠彦

設計主旨

名古屋から自動車で、約 1 11寺附40分、名鉄で約 1 1侍

聞の愛知県の 中央に位世 し、三河湾を望む:;tt 勝地に

自然、と調和 した、大規模 なこどもの国建設の計画を

し、 J1? H[146年治工、 49年 11月に第 ut J l分( 敷地の約

半分) を完成し、 |羽図した。

基本方針として、この地設は、こどもが自然の環境

の中での遊びを通じて、 健康を 地進し、↑ JI 操を泣か

にすることを基調とした総合的な遊園をめざし、こ

のために 既存の自然環境を故 大阪に生かし、かつ、

桜極的に保存の手を加 えて安全で、しかも快適にこ

どもが享受できるかたちで自然を作り ｾ ｈ すことを前

提条件として 「こどもと 自然との対話/ こどもと こ

どもとの対話j r こどもと 殺 との対話」など広大な自

然、とのさまざまな対話を通じて、心身の健全な育成

を促進できるような政境を作り出すことを基本テー

マとした。そして子供の無|恨な創造、主処! 、を重視

して、作りすぎないでlb[ノト1' J ，l の地設てe きめ細かくデ

ザインすることを基本に、建築 、 広場、 ｾ ｦ Ａｩ栽、照明、

サインデザイン、案内板、; 豊美和、短I皿、などほと

んどの施設の設計を行った。



込

ーどもの国入口広場配置図

C二1 点線内= 問団施設

配置図
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愛 知 県 教 育 セ ン タ ー

設 計 監 理 愛 知 県 ・ 日 建 設 計

施 工 佐 藤 工 業

配 置 図
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@ 上鉾池より全景 @ 本館4F、ラボラトリー

@ 教T i センター全景 @ 本館5 F、図昨閲覧事

@ アプローチ ⑪締輩

@ 本自iH有T師 ⑪講堂ホワイエ

@ 玄関ホール( 夜景 ) 41特殊教育線南面

@ 本館1賓館コーナー . 宿泊棟南京商

@ 玄関ホール ( 3 F )  . 実験実習棟京商

@ 奉仕練西前

② 

各 棟 位 置 図

愛 知 県 愛 知 郡 東 郷 町 大 字 諸 輪 字 上 鉾 68

敷 地面 積 127 . 724 . 91 m'  

建 築 面 積 7. 342 . 75m'  

延 床 面 積 18. 626. 78m'  

工 期 昭 和48年 3 月 ~ 昭 和49年 8 月

本 館 RC 、 8 1、 5 F 、 P 3  

実 験 実 習棟 円 C 、 4 F  

講 堂 棟 R C 、 4 F  

奉 仕 棟 R C、 3 F  

特 殊 教 育棟 R C 、 2 F  

宿 泊 持 軍 R C 3 - 4 F

一一寸

o  50m 

-

自 然 環 境 と な じ む 施設 計 画

こ の 施 設 は 、 愛 知 県 の 教 育 の 充 実 と 振 興 を は か る

目 的 で 設 置 さ れ た も の で あ る 。

敷 地 周 辺 は 、 低 い 松 の 茂 る 丘 陵 が 幾 重 に も 述 な り

そ の 聞 に は 、 農 業 用 水 池 と 水 田 の 散 在 す る 緑 と 水

に 囲 ま れ た 閑f浄な、丘陵地' 府である 。 ま た 、こ の

地 域 に は 、 多 く の 大 学 ・社 会 教 育 施 設 が 集 中 し て

お り 、 教 育 施 設 の 環 境 と し て は 、 す ぐ れ た 立 地 条

{ 牛である.

この織な、周辺の自然環境となじむ、、のびやか"

な 、 そ し て ~ 、 き い き " と し た 施 設 を 、 つ く る こ

と に 主 眼 を お い た 。

当 敷 地 は 、 総 面 積13ヘクタールで、その中に、約2. 3

ヘクターノレの上鉾池を有すること 、 お よ び 、 周 辺

道 路 よ り か な り 低 〈 、 高 低 差 の あ る 敷 地 で あ る こ

と か ら 、 配223十 回 と し て 池 を 取 り 込 ん だ 中 心 広 場

を 設 近 し 、 建 物 は 種 々 の 機 能 内 容 を 各練 511] に 分 け

て、この 中心広場をコの字形にとりまく自己訟をした。

主主物と起物、または、その| 切につくられた笠間と、

中 心 広 場 は 、 敷 地 の 高 低 差 を 利 用 し 、 極 〈 自 然 な

形 で 、 有 機 的 に つ な が り 、 池 ・広 場 ・建物鮮とが、

地 形 と 自 然 環 境 と 一 体 と な っ た 全 体 像 を つ く り 出

し 、 上 鉾 池 の 自 然 を 中 心 と し た 配 泣 計 画 の 主 題 を

追 求 し た。
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愛 知 県 緑 化 セ ン タ ー 本 館

愛 知 県 西 加 茂 郡 穣 岡 村 大 字 西 中 山 字 猿 回

敷 地 面 積 約50ha ( 緑化 セ ン タ ー 全 体 )

建 築 面 積 2，566 .  16 m'  

延 床 面 積 3，6 17. 49m'  

構 造 規 模 S & R C 、 2 階 、 一 部 中 2 階

工 期 昭 和48年 12月~昭 和50年 3 月

設 計 主 旨 東海設計/ 小坂忠勝

愛 知 県 緑 化 セ ン タ ー は 、 県 政 1"00 年 記 念 事 業 の 一 環 と し て 計 画 さ れ た も の

で あ り 、 現 代 社 会 に お け る 人 間 と 自 然 、 者11市 と 緑 と の か か わ り 合 い に 対 し

て 行 政 聞 か ら 椴 僚 的 な 指 滋 と 緑 化 思 想 の 普 及 を 目 的 と し た も の で あ る 。

最 近 、 環 境 庁 よ り 発 表 さ れ た 「 緑 の 国 勢 調 査 」 に よ れ ば 国 土 の 8 割 が1.)日発

され、各地てすtill な 自 然 が 失 わ れ て い る こ と が 浮 き 彫 り に さ れ て い る 。 自

然 環 境 の 保 全 と 共 に 、 人 工 的 に 質 の 商 い 緑 を 生 活 の 中 に 採 り 入 れ る こ と は 、

人 生 に 削 い を 与 え 人 格 の 形 成 に 大 い に 役 立 つ で あ ろ う 。

本 館 は 緑 化 セ ン タ ー の 中 心 施 設 で あ り 、 緑 化 の モ デ J レ 建 築 と し て 計 画 さ れ

た も の で あ り 、 人 11¥1 と 緑 、 建 築 と 緑 の か か わ り 合 い の 手 法 が い ろ い ろ な 形

で 展 開 さ れ て い る 。 単 な る 利 用 機|掲の施設をつくるのではなく、緑と訓平日

し緑の中に融け込み、緑と花にあふれる内宮 ｉｉｾ 聞を持った明快て・絡調の ｴｾ

b 、建築を 3十回した。

自 然 の J也 形 を 生 か し て 造 園 と 建 築 を 一 体 化 し 、 外 部の 庭 園 が 内 部 に 延 長 さ

れ て い る 。 酋 似IJ の 小 高 い 山 を 背 景 に 北 か ら 南 に カ ス ケ ー ド ( 人 工 の 沌 ) 、

カスケード広場、グリーンホール、i i 1 t 型式庭! 却を ili!l l線 に 従 っ て シ ン メ ト リ

ーに自己世 し 、 本fii'. の ZJ';手¥)5昔11門をグリ ーンホーノレの 吹 抜 回 り に 設 け て い る 。

グ リ ー ン ホ ー J レは緑化 セ ン タ ー の シ ン ポ ル で あ り、南1ll1J の 露 迎 式 庭 園 よ り

ア プ ロ ー チ し 、 北 而 に は !f¥l ロ20 m j¥'Ji 8  m の サ ス ペ ン シ ョ ン 硝 子 を 過 し て カ

ス ケ ー ド を 盟 む。

2 階の事務官11門 は 外 周 を ハ ー フ ミ ラ ー で 扱 い 、 露 壇 式 庭 図 と 一 体 と な っ た

展 示 室 機 械 室 な ど の 1 階 部 分 か ら 宙 に 浮 い た よ う な 形 態 に し た 。 ハ ー フ ミ

ラ ー は 周 辺 の 緑 を 写 し 建 物 が 緑 の 中 に 融 け 込 む の を 期 待 し て い る 。

JJ l . 在建築は略竣工しているが、これから周辺の鉱壇式庭園が完成し 、 カ ス

ケ ー ド に 水 が 流 れ 、 グ リ ー ン ホ ー ル そ の 他 室 内 に 緑 と 花 が あ ふ れ る よ う に

強 怖 さ れ て 、 昭 和51年 3 月 オ ー プ ン さ れ る の が 待 た れ る 次 第 で あ る 。

配 置 図

ｾｉ＠

』 也

、
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凶 c Ed -

①本館

②n lI 式庭園

③ カスケード

③ 屋外展示場

⑤ トンネル

l  階 平面 図

設 計 監 理 愛 知 県 ・ 東 海 設 計

施 工 清 水 建 設
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愛 知 県 議 会 議 事 堂

所 在 地 名 古 屋 市 中 区 三 の 丸 3 丁目 l 審 2 号

敷 地 面 積 26，725. 68m'  

建 築 面 積 3，409 .  199m'  

延 床 面積 19，557. 989m'  

構 造 規 模 S R C 、 B 2 ， 5  F  

工 期 昭 和48年 6 月~昭 和50年 5 月

建 J生I也 は 、 名 古 屋 域 外 堀 内 の 県 庁 、 市 役 所 、 国 税 庁 な ど 名 古 屋 市 都 市 計 画

に よ る 、 官 公 庁 施 設 区 域 内 ( 名城草11内[ l j 地 ) に あ る 。

既 存 の s議場は、 H召和 12年に新築されたり，L庁 合 に あ り 、 現 在 で は 収 容 人 只 の

限界にきており、 加 え て 今 後 議 只 定 数 の 作'/)) 11 が 凡 込 ま れ 、 往 設 計 阿 が さ れ

たものである 。

当Ｂ荘 Ｎ ｊ ＮＮＮＮｾｴ は、県庁舎敷地内 ＪＱＱＱＱＱ に位自立し、独立した県会，必・ｊＧ ［ＮＮ［Ｚｴ で、計画に

ｆｾ しては既存庁合との調和、及び，ｴｩｻＡ Ｇ ｉ ｾＧ［ＺＺＧＺ としての ｪ 瓜絡を ＱＱｬｩ￬ えた建物にする

ょ う 努 め た。

ア プ ロ ー チ は 、 既 存 庁 令 制IJ と点! 日IJ 道路からとの来り入れ! l i i J 線により、南 II!1J

に ぷ|比l を自己 也 した。

JT] j盆地域は{ 主1，l. f地 域 で 、 容 積 率 は 400% 以下であるが、高11 市; 十回による官公

庁 地 ぷ 区 域 内 で あ る 為 、 建 ベ イ 亨t! 35% 以 下 及 び 道 路 境 界 か ら 1 0 m後 退 の 照

的1総 指 定 が あ る 。

1 階部分は、広| 均ホール ラウンジ ・I師会 ・県 政 功 労 .ri 室 を 配 し て 対 面 サ

ー ビ ス フ ロ ア ー と し た 。 ま た 、 内 部 か ら 外;mへi主総した広ががりをもたせ、

色 彩 を 内 外 共 一体 と し 、使用材料は、阿久的な物をU I l u'  11'" 災 に わ た ら な い

ように 計 画した。

ｩ 議場は ＳｊＺ 皆に泣き、名 ｉｾ 花只 ｦｦ ｻ［ は ＱＺ 普 段 状に自己し、 Ｔ ＱＺｲｲｭｬ 分に傍聴人 ｬ 市 ・ 記字 ｩ 一

郎 ・モ ニ タ 一 室 を 設 け た 。

]t-

i1J 61 ｾ＠ ｾ円 ｬ ｩ JT [  

U  マA 戸七二 1|斗I ; . . ) : J α-

ll 里司凶1t
配 置 図 1/ 1000

設 計 監 理 愛 知 県 ・ 久 米 建 築 事 務 所

施 工 戸 田 建 設

断 面 図

o皆平 面 図

ｴ ｟ｾ Ａｉ＠ ｾ＠ ｾ・

3 3  



第 2 星 ケ 丘 ビ ル

設 計 施 工 : 竹 中 工 務 庖

名古屋市千種区田代町字瓶 入

敷地面積 。ビル 敷地 6，175m'  

駐車場敷地 18 ，893m
'

建築面積 5，079耐

延床面積 : 43，170 m'  

構造規模 : S R C、6 2 ， 8 F ， P 2  

工 期 ・1972年 8 月- 1974年 9 月

第 2 星ケ丘ピルの主主つ、星ケ丘は東山動植物園

と平和公園に廻まれた緑の多い丘陵に立地し、

東名高速道路、中央高速道路等の幹線道路と名

古屋市都心部を結ぶメインストリートに商して

いる。 遠くは笠回市、瀬戸市方面迄を敵国とし

た郊外デパートとして企画さ れた。 1200台に及

ぶ日本最大の駐車場を設けると共に、地下鉄、

パスターミナルとも直結している 。

外観は、南北面をレンガタイルの無窓壁面て-ti '4

成し、メインストリート Ｑｾｉｊ 中央官 Ｑ Ｑ に、 Ｒ 基の展

望エレベーターを配している 。東西蘭は、全て

脱出用バルコニーを設けることにより、百貨庖

34 

建築における災害からの安全性をより 一府市め

ている。 屋外駐車場からのアプローチは、 3 階

のプリ ンヂにより、また、 11: 皆に設けた 400m' に

及ぶピロティは、デパートと l 階一部入腐の銀

行へのアプローチを解決すると共に、地下鉄述

絡階段を設けることにより、ショッピングへの

碍入笠! 日! として変化ある12かなものにしている 。

設備的には、空調においてダフ' ルバンドル冷凍

機と諮熱側、会熱交換器を組み令せた全ｾｉｬ ｩ じの

熱回収方式を係用することにより、ビルのトー

タルとしての熱効率の l向上を計ると共に、周辺

地域の住環境にｾＡ｜ｦ，公害ビルとして対処している 。

A 北根IJ タ保見 メインストリートI I ! IJ 外観は l唆みある

レンガタイ J レの i夜間とイ ンド砂持の赤い位てホ耳目見。

V 南側lタ慢見 応外駐車場よ 1)

5語

‘』



品1彬 背山幸 路I也 F鉄j j ! 絡| 格段を包む、インド砂岩の九- 1 1 = に Irij まれた400 m' におよぶピロティ 。企 ピ ロテ ィ

基 準 階 平面 図

-

舗

.

庖
ｾ ｾｾ ｾ＠
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断 面 図

1  

/  

2 階 平面 図

3 5  

• • • 

@  

- . _ j  公道・!i



-
J  

・34や 」



日 本 生 命

笹 島 ビ ル

設計監理 : 日本生命保険相互会社

不 動 産 部

竹 中 工 務 庖

施 工 : 竹 中 工 務 庖

名古屋市中村区笹島町 l ー 1 - 2 1  

敷 地 面 積 : 2 ，223.  54 m'  

建 築面 積 1，629. 02 m'  

延 床 面 積 24 ，026 . 87  m'  

構 造 規 模 : S R C & S 、 6 1 、 19F

工 期 1972年 7 月 - 1974年 6 月

日本生命の中部地方のシンボルとして計画された

このピルは、名古屋駅前広場からの50メートル道

路をはじめ、四周を道路に閉まれたー街区に建て

られ、名鉄ビル、近鉄ビル、名鉄パスターミナル

ビル、住友ビル、名鉄レジャービルとともに、ひ

とつのプロックをかたちづく っている 。 このよう

に恵まれた立地条件のもとで、 「安全を守る日本

生命」にふさわしいビルにするため、怨物の両端

に特別避難用階段、非常用エレベー夕、消防進入

口、電気室などのコアを配置するとともに、通常

地下街に設ける駐車場、機械室 も地上| 渚に配置す

るなど、者11市災害に対する綿密な防災計画を取り

入れている 。

建物外壁には、当地産出の素焼タイルと花閥岩を

使用し、半同型の柱型と組み合わせて、務ち3rt い

たデサインとな っている 。

基 準 階 平面 図

貸 室

2  - 4 階 平 面 図

1 階 平 面 図

V 玄関ホーノレ 公 関 空 地

l1il 彬 田 中 昌 彦



山内一生アトリエ

設計施工 清水建設名古屋支庖

所 在 地 愛 知 県 西 加 茂 郡 小 原 村 大 字 酉 萩 平

敷地面積 1，568 . 125 m'  

建築面積 308. 904m'  

延床面積 305. 3 14 m'  

構 造 規 模 鉄 骨 造 平 家 建

工 期 昭 和48年 11 月~昭和49年 6 月

3 8  

設 計 者 と し て の こ と ば

愛知県の米北を流れる矢作川を上流へ 、総深い

山川 をしばらく行くと、そこに山くから「紙芸」

で1'，治i い小原村がある 。 小 jぷのf lJ紙は、その 山

1 i ¥J の怖か主たたずまいの '1' で、今も数人の芸術

家たちの手によ 1) 、その市い伝統が来Ir しい l時代

へと受継がれている 。

このアトリエは、その芸術家の一 人、 山内一生

氏の紙芸製作の坊として 、 また、 4，j : 日そこを訪

れてくる見学. r ，. 泌が試作をしながら紙芸に親し

配置図

むことのできる芸術の広場として処てられたも

のである 。

IJ4 }J を山に l剖まれた紋深い作川のこの敷地には、

iJLイd止川 rl' のアトリエが建っておリ、これとど

う|見J i Aづけるか、また、敷地の附のー 比変- t : i も

ない j也を、配世上、この計画の '1' に生かしてゆ

きたいとする巧一えをまとめることを主に計附し

たつもリである 。

アトリエの正面i玄関を入ると、作品の展示ホー

/ レとなり、 一方にアトリエ、他方に米等、凡学



者のための広場とつながっている 。 ここでは、

記録映画などてγl、原和紙の伝統とその製作過程

を理解することができると同時に、紙芸を広〈

i ! t に送る役目をもしている 。

アトリエは、その使わ れ方において自然光の採

り入れが大変むずかしいとされているが、今回 、

その要求がなかったことが幸いしたのか、外観

を和風にかつ 、寄棟 にまとめることにより 、小

原村の伝統 を守 りつづけるにふさわしい雰囲気

を保ち得たのではないだろうか。 坂 本修 造 。

平面図

〈十)

-iJ 
エ二i Q3 0心 必μJ

3 9  

10 m 



朝 日 麦 酒 名 古 屋 工 場

設 計 伊 藤 建 築 設 計 事 務 所

双 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所

施 工 大 林 組

所 在 地 名 古 屋 市 守 山 区 大 字 川 元 宮

敷地面積 151 ，922 m'  

建築面積 29 ，500 m'  

延床面積 32 ，969 m'  

構 造 規 模 工 場 様 S 造， 2F (一部4 F )

接待棟 R C造 ，平屋( 一部S 造 )

工 期 昭 和46年 11 月~昭和48年 4 月

4 0  

'1]' 点;抽i 彬 m'i '品彦

航空ち: u: S  S  J.lL1主所

V 政 治練 工場主:1剥



配置計画

工 場 棟 こ の 工 場 は Jl i - ' 桝タンク併のある ，'rf.(J (J な 酪 巡 棟 と ， コ

ン ベ ヤ ー シ ス テ ム で 白 ofr}J 化 さ れ た 動 的 な 製 品 慌 U::_' i: l古) と 、 そ

れ と |司 じ く 自正吻イじされた rH帯:f.l'点 ( 平fi ; J 吉) の 3 ブロックの止点で中将

1お さ れ て い る 。 こ の 3 プ ロ ッ ク は . ビーノレの両ctt = ライン，人

の 移動 ;な ど の 製 法 工 程 に よι学c f ' i の 凡 や ITJ . i I U路を巧1I ¥i : し て ー l丘

中ぷ の '!!'Jυtーな レ イ ア ウ ト と な っ て い る 。

接 待 館 見 学 将 の イホ元s 所 で あ る と と も に ， ビ ー ノ レ に 刈 す る イ

メ ー ジ ア ッ プ を P R し， $ij.f(1惨な' 色ビーノレを l床 わ う た め の ス ペ

ー ス で あ る 。 そ の た め こと土お の t( (，j';!j!( t勺 な 内 己 世 に 対 し . . C. の

千 引 に 1111 っ た 出 と す る こ と に よ り. 手♀寒 か ら 工場 の 全貌 が 凡

ら れ ， また 内 ［ｾ ｉ ｓ 笠 ｉＺ｜ｊ にも悦党的な変化を与えるよ う Ｑ 汁 ｦｩ Ｂￎ され

ている。

庭 園 眼 ｩｩＺｩ 椀と接待宮古 の Ｏｈ ｊ に、池と，そ の 他 の Ｑｩｾｩ 削土でノ ｪ 、丘

陵 を つ く り 、 それに見学- f ' i の _1:.1;必 へ の ア プ ロ ー チ と 出外 での

11 1 i し場を組込んだ動き の あ る 庭 と し て 訂 阿 さ れ て い る 。

A 按待所内膏11 '"接 待 所

建家計画

工 場 棟 架 榔 は 鉄 骨 造 て ¥ 屋 恨 ・外 壁 に A L C板 を 線 用 し た

無 窓 に 近 い 工 場 で あ る 。 そ こ で ¥ 見 学 者 ノ レ ー ト の 見 学 ポ イ ン

卜 に 合 わ せ ， ショ ー ウ イ ン ド 風 の 大 型 の ガ ラ ス 窓， そ れ に 醸

造 棟 か ら 製 品 棟 へ の 渡 り は ガ ラ ス の 橋 と し ， 建 家 内 外 空 間 の

つ な が り を 意 識 し て い る 。

接 待 館 工 場 の 鉄 骨 造 に 対 し ， 主 体 を 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 と

し，メインホーノレは周 22の 勾 配 屋 根 で 変 形 の 鉄 骨 卜 ラ ス 架 構 と

で あ る 。 外 部 は 何 様 質 の れ ん が タ イ ノレ張ワ ， 大 ホ ー ノ レ 屋 棋 は

然 ス レ ー ト 茸 き で あ る 。 な お 陸 屋 キ 良 部 分 は ， 将 来 テ ン トな

ど で 仮 設 空 間 を 演 出 し ， 夏 季 の ビ ヤ ホ ー ル な ど に な る 。

空 調 設 備 工 場 内 の コ ン ト ロ ー ノ レ 諸 室， 事 務 室， そ れ と 見 学

者. i J : ult各 に 対 し て ZEi 測 が な さ れ て い る 。 空 調 の な い 生 産 ラ イ ン

と見学者通路との ｉ ｾ ｜ｊ はガラスの壁で仕切られ ， 光 の反射を防

ぐ た め に 勾 酉 己 が つ け ら れ て い る 。

空 調 冷 熱 源 は 生 産 用 の 高 圧 蒸 気 と プ ラ イ ン を 用 い て い る 。
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御 殿 場 市 立 玉 穂 小 学 校

所 在 地 静 岡 県 御 殿 場 市 玉 穂 地 区

敷地面積 28 ，837m'  

建築面積 4，104 m'  

設 計 監理 岡 設 計

施 工 連 沼 組

御 駐 場 市 立 玉 穂 小 学 校 の 設 計 に つ い て

我 々 の 長 い 一 生のうちで、 )1立も生き生きと、 }:1¥託なく、 和 一

料 生 き ら れ る 時 期 は 、 子 供 の H

るな. いと d巴忠l う。 人 生 の 賞 金 H年 代 は 子 供 の 頃 に す ご す も の で あ り 、

あ と の 人 生 は そ の 時 の ツ ケ を 支払 っ て い る の に す ぎ な い の か

も し れ な い 。

干11 :i:! 二哲iリ! の 「 古 寺 巡礼」 の一 郎i にも 、 子 供 の は1の 思 い l:Uと極

楽浄土の世界とを. i l l ね今わせた次のような - i1i'j がある。 r我

々 は す べ て 心 の 奥 に 極 楽 浄 土 で す ご し た ，思 い 出 がある 。 す式

わち 、 我 々 は み ん な か つ て は -f { 共であったのだ。』

4 2  

延床面積 5，788 m'  

構造規模 R C造 ・平屋

一 部 2 階( ポイ ドスライブ)

工 期 1972年 5 月- 1973年 3 月

こ の よ う に 索u，';- ら し い チ 供 の H寺 代 の 大 部 分 を す ご す 場 所 と し

て 、 す べ て の 学 校 総 築 は ti lJ ら れ ね ば な ら な い 。

そ れ な の に 、 固 定 し た カ リ キ ュ ラ ム に 則 っ た 教 行 の 場 と し て

の み 学 校 を 据 え 、 そ れ を 枇少| 浪 の コ ス ト で 作 る こ と の み に 主

似 をおいた建築の 、 なんと多いことか 。 辺動場とハモニカＩｾｾ

校 令 の 寒 々 と し た 対 世 で は 、 一子供た ちの生き' 1 : . きした 生 活 を

包 含 し き れ な い の は 明 ら か で あ る 。

玉441小 学 校 は こ の よ う な H似の恕し、をこめて、，IJ} :まtれL た 白然

ｅ邸ｾ筑 ［立 Ｚ写境 ｴ と 人 Jj間f甘削4引l王環策: 境境の l司l' て

( 岡設言計十/ 岡秀隆)



① 航 空 写 兵 凶↑I!I Jよリ

② 校 庭 よ り 封 降 口付近

③ 校 庭 よ り 低 学 年版

④ 低 学 年 練

⑤ プレイルーム

@  税聴覚教室

一 階 平 面 図

1 教室 一年

2 ・ 教 室 二 年

3 教 室 三 年

4 教 室 四 年

5  プレイルーム

6  図工室

7  : 第一理科室

8 第二理科室

9  : 観察園

10  : 図書館

11 ・保健室

Gケ12 : 校長室

13 教員室

i  
ーマ

， 

4 3  



一 一 一 一

東 海 銀 行 半 田 寮

設 計 監 理 東 海 設 計

施 工 徳 倉 建 設

この建物の敷地は、半国市街地 IJlj 方の丘陵地を

宅地用に造成した分譲地の一角にある 。 近辺に

H副首公園があるとはいうものの、 一千il は現在甚

だ殺風長tな造成地である 。 又、宅地の殆んどは

約 50坪前後で分譲されているため将米は1 ' 11当過

密な住宅地になることが予怨される。ー

このような立地条件の下で、この挫物はコンパ

クトに集約され悩み重ねられた似| 室J作 ( 望号棟)

と、| 刻版印j に自 BJ にレイアウトされた共別室A1-r

Ｈ ｾｾｮｬ 校Ｉ止を、対称 Ｈｉ Ｈｊ な 二 つの怨物として分

自 ｦ ｦ し、これらをこめ然の ｾｉ ｉ｜ｊ｛ド ｪ 特徴でもあるオ

ーバープリ y ジで述絞するという必本的な椛成

をとっている 。

このような .hYt 成をとることによって

1  デザイン的に自由j交の向い共川械を前面道

路illl) に、比較的ボリュームの大きい挟織を背面

に配世し、将米独立住宅が多くなるであろう住

毛地域の街並に令せせると共に 、オーバープリ

y ジを眺む変化のあるアプローチによって、主! t
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物を印象づける 。 以」この ように! 日! と聞の組合せの連続によって受

2. 寮棟 1 f培に配した管理II 入室 . r.-frh只室への 川的に変化をむたせている 。 これは移動すると

動科! と、寮生の!fil J * ' i ! を明石在に分脱する 。 いう行為が、人 Itl) 生活の中でとむすれば空白 の

という外音)I ，it 固と lλj 背11計画のー二つの大きな方針 行動になってしまいがちなのを、 l 人 1 人の生

を満足し、それがそ の ままこ の縫物の形となっ 活の rl' でもっと初優的な意味をもたせたかった

ている 。 からて' ある 。

｡ 万、細書 ＱＱ ， ＱＱＭＱ 凶て寸 ｉｾ｢ 惚芯Ｚした点は、外部のア その他特に官'1:(3: した点は

プロ一千かられ室に至る辿 ｅ 告の ｾＱ Ｑｉ付加点である 。 Ｑ ともすれば制| 室に閉じこもり、自問的に主

・オーバーブリッジ の下をi I ! i して敷地の向i Hl) 迄 リがちな終生前の 中で、できるだせ終生のコミ

比i I ! i せる正面入口 ュニケーシヨンを促がすため、共川倣は明るく

・サービスアプローチと の界峨で誘導される玄 |片l政 (J(J で税しみやすいスケールのものとする 。

l則ポーチ 又、袋線廊下に設けるアルコープは、釜山lに変

天 井の低い玄関! と 2 階迄 l次抜の 玄関ホール 化をもたせるだけでな く、寮煉における小さ主

・玄関ホール 2 階の談話コーナーから l次抜中空 コミュケーション の場となるようにする 。

をi I ! i リ望号線へのオーバーブリ ッジ迄ストレート 2.  15' 理人 ・祭務員の生活 b . i l l 税し、包: J : ! l l 人住

にかかるデッキ j同 . i f 務貝室へ至るl ) i 1 J 線は、終生の! f I 1J 線と明確

・トンネ J レの ようたオーバープリ y ジと、その に分雌し、十分なプライパシーを雄官止する 。

正聞にある床から天井迄ー ぱいに IJHかれた窓 の 2 /[ であリ、これらむそ の まま他物の形とし

Zそ隙! 廊下に設けられたアルコ ー プ て表現するようにした。
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l〉令今く]

鉄筋コンクリー卜柱・

梁のせん断補強

徳 田 裕 英

- まえがき

U{{f1l 4 6年 に 「 鉄 筋 コ ン ク リート 桃 造 計 算 税

準 」 の 改 定 が 実 施 さ れ 、柱 ・梁 の せ ん 断 に 対

す る 設 計 法 に 大l隔 な 改 定 が加 え ら れ た 。

日11材 のえ生日十周 せ ん断 力 の算 定 法 と と も に 、

苦11材 の J午平等せん断 耐 力 の 算 定 法 の 改 定 は 、 そ

の 計 算手 順 に お い て 椛 造 計 算笑 務 に た ず さ わ

る わ れ わ れ に と っ て は 、 従 来 の 方 法 に 比 べ て

い さ さ か の 労力 を 裂 す る も の と な っ た 。

一 方 桃 造計 算 実 務 者としては、 Ｎｦ，ｾ ょ泣 ｩｬＭ ｪ 画 段

階 に お け る 略sr. 作 業中 に 、 よ り 迅 速 に 、 よ り

適 切 な 仮 定断 而 を 把 握 し た い と い う 要 求 は 当

然 で あ り 、 また 榔 i主 計算 性 作 成段 階 に お け る

能 率化 の 袈求、 す な わ ち 同 一 手順 をく り返 す

計$' 1:;的手主 に お い て は 、 で き る だ け行 時 化 した

単純 な Ｉｦ ｾ で表 現 したいと願っている 。

こ の よ う な 袈求 に 対処 す る 一 つ の 方 法 と し

て 許 容耐 力 表 の 採 用 が 考 え ら れ 、 ; l ミ際にいろ

ん な 形 態 の 耐 力 表 が 効 果 的 に 利 用 さ れ て い る。

今回この紙面を併りて 、構 造計算 ｾ ｉｽ に ｩ ＺｦＮｩ ｉ Ａ ｈ

でき fUる 桂 皮 の 資料 数 で 、f訟少の計算手J l l ji に

より必喜E4な官11を 読 み 取 れ る 許 容 耐力 表 の 一 つ

を 紹 介 す る 。

・基本式および使用法

学会主J.l. JV1l 6条 に お け る 許 容 せ ん断 l耐 力 n: i.i::

」には、

柱

R Q = Bf α ( 8  (長期) …  ー・ ・ー(1)

R Q = Bf  1( 8 + 0 . 5回 ft ( P wー 0. 002) 1  

( 短J切) 一 一 (2)

梁

R Q = B' j ・1 α' ( 8 + 0. 5山 ( t ( P wー 0. 002)1

(3)  

純 梁 に 共.i 1! i の 法 本 式 と し て 、 次 式 を 係 JTJ

R Q = B・1・α (8 + 0. 5・B f w ( t ( p 山 一 0.002)

(4)  

(4)式 の 第 1 項 、 コ ン ク リ ー ト 苦11の泊三容せん

断耐ブJ を 有 効 せ い d で 除 し た 形 、 R Q/ d を α と

梁 rjJ B を パ ラ メ ー タ ー と し て 表 ー 1 に 示 し 、

第 Ｒ 刻、 ｾ Ｑ Ｑ￬ ｾ ｾ ￬ 鉄筋 ｪ 昔 ＱＱ の許容せん断耐ブ ｊ 、 ｒｑ Ｏ ､

を B 、相I i 強筋 ピ ッ チ 、宇iIi強筋 本 数 を パ ラ メ ー

タ ー と し て 表 - 2 に 示 す。

x  x  

略 t?: 段 1:符に お い て は 、表 - Ｑ にて 告 Ｑ Ｑ ｾＱ 断 ｬ 市

の概時を摘むことができ 、 また 、計 ＤＧＱ Ｚ ｾ ｉ ｾ 作成

表一 1 コンクリ ート許容せん断耐力褒 RQc/ d( F C=210kgf，加) 単位 11m、IJ S =7. 0kgf，帽、SI S =10. 5kgf，何人
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75 0 10  L  ー 5 . 51 11. 72  1. 78  6. 75 ー- - 3. 44 ー- 1. 07 

s  ー 8. 27 日 . 5 . ー 2. 6 8 1 0 . 13 ーー ー 5. 16 ー- 1. 6 1  

0 13  L  9. 10 2 0. 21 31. 32 4 . 6 5 1 3. 5 4 2 2. 43 1. 69 9 . 1 0 1 6 . 51  ー 5 . 9 2 1 2 . 27 - 3 . 54 9 . 10  

51 13. 65 却 . 3 2 46. 99 6. 98 20. 32 33. 65 2 . 54 13. 65 24. 76 一 8. 89 18・.. ー- 5. 32 13 . 65 

8 0  0 10  L  S  ー ，" ' 64 10. 85 ー- 0. 91 5 . 88  ー- - 2 . 57 - 0 . 20  

ー- 6. 96 16. 27 ー- 1. 36 8. 82 ー 3 . 85 ー- 0 . 30 

013 L  8 . 22  19 . 34 30. 45 3 . 7 8 1 2. 6 7 2 1 . 56 0 . 82 8. 22  15 . 63 ー- 5 . 0 5 1 1. 40 
-ー- 4E，. 60?0182. 2担2  

s l  12 . 3 4  29 . 01 45. 67 5 . 67 19. ' ) 0 32. 34 1. 22  12. 3d 23. 45 ー- 7. 5 7  17 . 10 

85 0 10  L  当
ー 3. 76 9 . 97 一ー 0 . 03  5 . 00 一一 ーー 1. 69 

一一 5 . 64 14. 96  一 0 . 05 7 .51 ーー ー 2 . 54

0 13  L  7. 35 18. 46 29. 57  2 . 90 11. 80  20. 68 ー- 7 . 35 14. 76 - 4. 17 10 . 5 2  ー 1 . 79 7. 35  

5 1  11. 0 2 27. 69 44. 36  <1 . 36 17. 6 9 3 1 . 0 3  一- 11 . 0 2 22 . 11¥ ー- 6 . 26  15. 79 ー- 2 . 69 11. 0宮

90 0 10  L  ー- 2. 89 9 . 10  ー- 4 . 13  ー- - 0. 82 

s  一 4 . 3 3  Ｑ ｾ ｪＮ＠ 65  ーー ー 6 . 19 ーー ーー 1. 22

0 13 L  S  
6. 47 17. 59  28. 70 2. 03 10. 92  19. 81  ー 6 . 47 13. 88 - 3 . 3 0  9. 65 ー 0 . 92 6 . 47 

9 . 71 26. 3 6  <13. 05  3. 04 16. 38 29. 7 1  ー- 9 .11 20 . 82 ー- 4 .9 5  14. 47  ー 1 . 38 9. 7 1  

95 0 10  l  ー- 2. 01 6 . 22  ーー ー- 3. 2<; 

s  ー- 3 .0 2  12 . 34  ーー - 4 .8 8  

0 13  l  5 . 6 0 1 6 . 71 27 . 82  1. 15  10. 05 18. 93 一一 5 . 60 13. 01 ー- 2. 42 8 . "  0 . ('4 5 . 60  

s  8. 40 25 . 07 41. 74 1 . 7 3 1 5 . 0 7 2 8 . 4 0  ー 8 . 4 0 19. 51 ー- 3. 64 13. 16 ー- 0. 07 8. 40 

I 四) 0 10  L  ー- 1. 14 7 . 35  ーー 一一 2. 38  

s  ー- 1. 71 11. 02  

0ー.-289- . 717 l 38.. 50?6  

0 13  l  4. 72 15 . 84  26 . 95 4 . 72 12. 13 ー- 1. 55 7. 90  4 . 72  

s  7. 09  23. 76  40 . 42 0 . 42  13. 76 27. 09 7 .09  18 . 20 ー- 2 . 32 11 . 85  ー- - 7. 09 

せ ん 断 力 を 差 し ヲ l い た 残 り の せ ん 断 力 に 対 し を 準 備 す れ ば 、 実 務 上 は ほ と ん ど 支 障 な い と

て 、 表 ー 2 に よ り 必 要 な せ ん断布I i 雌鉄 筋 を 容 忠 わ れ る 。

易 に 求 め る こ と が で き ょ う 。 こ の よ う な 許 符耐 力 表 を 構 造 計 算 件 に 添附

・あとが‘き することにより ，ｦ ｎｊ ｾ Ｎｩｩￏ ｾ Ｇ十釘 ｛ ｩ ｾｾ イ乍成 の労 力 を低 減

こ こ で は コ ン ク リ ー ト必皮 F c = 210kg /cm' でき 、 締法 計$"I: 笑 務 の能 率 化 に 多 少 な っ と も

と補 強鉄 筋Ij S  D 30お よ び S D35の 純 み 令 せ を 役 立 つ こ と を 願 っ ている 。

段 1; 符 に お け る 使 用 方 法 は 、 設 計 用 せ ん 断 力 か 紹 介 し た が 、 そ れ 以 外 に 、 F c =  180kg/cm' 、

ら 表 ー 1 に よ り 求 め た コ ン ク リ ー ト 脅11の 許 容 F c = 250kg/c耐、 S ｒＲＴ 、Ｎｦ ｾｊ 支の許谷耐力表

( と くだやすひで l l K.点畑ill 築 'IHi l 所)
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冷却塔と煙突の位置

; 竜口忠保

冷凍機も』工冬 2 - 3 ヵ 月 、 手 入 れ の た め に し 冷 却 塔ili 転 11 ; ) ' に冷却水の入れ伴えのためにそ

か休止できない場合はそ の 附 ｾｉｦ L 大 き い。 そ の一 宮11 を 述 統 的 に 排 出 す る 装 i丘 も 必 要 で あ ろ

こ で 、 冷 却 熔 の 同 滑 な 迎。|去 に 対 し 、 設 出 計 阿 う( 図 3 ー ⑮)。

上 充 分 な 配l伝 が 必 要 で あ る 。 3 ) 風 向 等 を .Jj- J!留し、慨突と の平 l前 的 な 位

冷却塔の据え付け上の注意事項

1 ) 辿) ! f t ¥が良〈 、 ガ ス 粉 じ ん な の 少 な い 場

所 を j笠..}.: 。

公害白 Ｍ ｉ ｉ ｾ 匂＿ の 発表では、 一 般化いおう濃度

降 下 ば い じ ん 品 等 は 年 々 減 少 傾 向 を 示 し て は

置 関 係 を 検 汀 す る 。

建 物 の 立 地 条 件 を 訓 貸 し 、 そ の 場 所 め れ シ

ーズンの) ! l i . I . . i i l i および瓜110J の 狐j支 ( 図 4 ) と 機

器 の 巡 伝 ス ケ ジ ュ ー J レ と を 々 え あ わ せ 、 そ の

主 風 向 の 風 上1ftll に冷却l応を‘ 設tli する 。

4 )  I::i ｩ Ｎι 排気の ［ｪ￭ｾ 科を受けないところを選

い る が( 図 1 、図 2 )、 冷 却 塔 に l吸 い 込 ま れ る か。

空 気 は で き る だ け 消 浄 で あ っ て 、 じ ん あ い が 冷 却 塔 に よ り 冷 却 さ れ る 水の i}uU交 は 、 外 公

少なく、しかも有: ; : ! } : ガス等を含まない空気が 温 球 滋IJ r によって変化する 。 す な わ ち 、 同一

望ましし、。 の 冷 却 塔 で は 外 気 温 球 泌J立 の 低 い と き は 冷 却l

冷 却 水 を 循 環 し て 再 仙 川 j する場合、 一 皮 使 2 ) 雌 突 ガ ス を l吸 い 込 ま な い よ う 煙 突 頂 部 塔 出 口 の 水 の 滋j支 も 低 〈 、 外 公 温 球 温 伎 がZ.5

用 し た 水 の nnU. x を下げる必要がある 。 そ の た との距離はできるだけ向性す( 図 3 )。 い と き に は 23 くなり能力も{ 氏下する 。 ち な み

め の 万 法 と し て 冷 却1塔 を 汀j い る こ と が一 般 的 大都市の大公中にはi l 1 i山 ポ イ ラ か ら 排 出 さ に 、 外 気 温 球 出l支 が 1 ・C 下 が る と 、 能 力 と し

に な っ て い る 。 こ の 方 法 は JTJ 水 の 節 約 に 大 き れるi l l ' . 硫般ガスで汚染されており、これが水 ては、 1 '，IIIJ 以 ヒ 低 下 す る 。

〈寄与し て い る こ と は 明 ら か で 、 た と え ば 、 に 吸 収 さ れ 班 硫 殺 と な っ て 、 こ の 水 溶 液 が 空

パ ッケ ー ジエ ア コ ン の 冷却l の場 合 、 お よ そ ー 気 に 接 触 し て い る と し だ い に 円 変 化 さ れ 硫 酸 水 以上配置計画上の注怠' J S . 項をi ! E べたが、他

過 式 冷 却J } J 式に比べ 95- 98% の 用 水 を 節 約 し 浴液に変わってし、〈 。 に 設 備 計 岡 上 々 え ら れ る 対 策 と し て 、

て い る こ と に な る 。 し か し 反 而 、 開 放 循 環 冷 S  + 0 ..-→S  0 2  イ ) 煙 を 冷 却 浴 か ら 遠 ざ け る た め 、 冷 却 俗

却 方 式 の 冷 却 水 は 順 次 泌 紛 さ れ て 、 溶 解 忠 類 S  0 2 + H 20 → H 2S  0 3  ファンスタソクを図 3 - (C) のように取り1 - 1 け、

等の地加をうながし、腐蝕やスケー ｊ レのｼ符ＺＡＮｾＺ 2 H2S  0 3 + 0 ，→ 2 H，S O， 煙突の] 頁持11に 向 け る 。

を 起 こ し や す く す る マ イ ナ ス IIII もある 。 硫 問 査 が 少 な で も 含 ま れ る と 令 属 類 を 著 し く ロ) 煙 突 の 外 周 に 笠 公 肢 を 作 り 、 慨 を よ り

都市のピ ｬ レでは ｩｬｬ￭ｾＺｩ｜Ｇ 、冷却 ｬ 俗を屋上に設泣 佼 食 し 、 冷 凍 機 の コ ン デ ン サ ー のパンク' ] J . 故 高 〈 吹 き 上 げ る 装 泣 を 取 り 付 け る 。

するのでビノレ白身の煙突 の煙と、大気中のi l l ' . を 起 こ す 例 が 多 い。し た が っ て 位 置 選 定 に は 、 ハ ) 適 正 な 水 質 に 保 つ た め に 定 期 的 な 入 れ

硫 酸 ガ ス 等 の た め い ろ い ろ の防 3 を 起 こ す。 煙 突 か ら 充 分 荷 量 す と 同 時 に 、 で き れ ば 循 環 水 替え作業が短時間で容易にできるように、布I i

と く に ホ テ ル ・病 院苦手 は ほ ぼ2 4時間、 1 年 中 の 水 質 調 盆 を 行 い 、 水 質 に 応 、 じ た 適 当 な 防 鈴 給 水 管 お よ び 排 水 管 の 管 径 を 大 き く し て お く 。

(ppm)  大阪市 ピル街 1主毛地域

給 湯 の た め ポ イ ラ を 焚 い て い て 、 か つ 冷 房 用 斉IJ の 使 用 が 必 要 で あ る ( 悶 3 一 @ ) 。 また、 ( たさぐちただやす K K大林組設備部設計. ' . I l )

反 0. 10

化

日目初43 44 45  46  47  48年度

A  I舟公害監視セ ンター( 東成区) 一 一 一
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C  撚 陽 小 学 校( 点住吉区) 一 一 一
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図- 2  降下ばいじん総量( 溶解性・不溶解性の総量) の推移( 年度平均値) 一日目相49年度版公告白占大阪府一

煙

突

1

1

1

6 時

14時

22時

( d) 大阪冬( 1月)

図- 4  大阪の風配図 ( 1942- 51、斎穣 ・高田・前川)
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施 工 材 料 の 頁
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法工層
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』
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宅

固

ま

2

M

U

長

1  はじめに

相 府 工 法 と は 、 位 ・梁 お よ び P C製 の 内 壁

・外 壁 ・j未版を 一 層 ず つ 組 み 立 て 、 仕 」二・設

11m工・J'; もj順次- Wt ず つ 仕 上 げ て い く 工 法 で あ

る。

柿 造 方 式 に よ り r s R  C  積層」 ・ r R C 紅i

li1 J  ・ r S .f l ' U 凶」に分類される 。

2  総 合 的 な 新 シ ス テ ム 建 築 工 法

手i '( 層 工 法 の 特 徴 と し て は 、 先 に あ げ た よ う に 、

① 工 程 の 促 進

② 省 力 化 ・ 省 資 源 化

;fj '1層 工 法 は 、 各 昔I1材 の 工 業 製 品 化 、 機 械 力

の 導 入 に よ っ て 行 力 化 を は か り 、 現 場 工 数 を

大 幅 に 削 減 で き る 。 ま た 当 工 法 は 、 現 場 で は

仕 上 下 地 ま で で き 上 が っ た 工 業 製 品 を 組 み 立

てるだけで、桃逃イ木ができ上がるので、直ち

に 仕 上 ・設やi l I J 工事がず7手 す る こ と が で き 、 大

I陥 な 工 期 勾 紛 が 可 能 で あ る 。

③ 騒音・ 震 動 ・ 現 場 廃 棄 物 等 建 設 公 害 の 防 止

有企近は公符問題が大きくクローズアップさ

れてきたが、，j ] 設工 'J';. に お い て も 、 騒 脅 i五

! I i } J 公害、現場廃楽物公伴 、 な ど 、種 々 の 公 害

が 発 生 し て い る 。 そ の 点 、 約 層 工 法 は P C製

品 を 現 場 で 組 み ぷ て る だ け な の で 、 級 官f は 少

なく、また JJL場 打 コ ン ク リ ー ト が 少 な い の で 、

収 場 廃 禁 物 も き わ め て 少 な い と い う 特 徴 が あ

現 場 で 組 み 立 て ら れ る 名 古I1材 は 、 工 場 で 拠 る。

作 さ れ る 。 工 場 製 作 に 先 立 ち 、 意 匠 ・桃 iiE - ④ 品 質 の 向 上 、 均 一 化

設11mの- ｾｔｬ した総合設計が 必 要とされる 。 科 部品の工業裂品化により、 ｴ Ｚｪ ｉ ｾＱＱ ＧＱて咋ＱＧｬ ｊ 支の

専 門 分 野 の11 ] . 当宥によるプロジェクトチーム rゎ、建物が可能である 。 ま た 故 近 の よ う に 熟

が 編 成 さ れ 、 あ ら ゆ る 面 か ら の 研 究 ・試 作 ・ 練 工 が 不 足 し て い る 現 状 で は 、 高 度 な 熟 練 校

検 討 が な さ れ 、 ま た 地 工 担 当 者 も 参 両 し 、 施 術 の 必 要 な 在 米 工 法 に 比 べ て 、 和 ! 宵 工 法 は 単

工 面 か ら の 意 見 も 取 り 入 れ ら れ る 。 純な作業で現場の信= 尭1¥も や り や す く 、 建 物 の

このように、総合的な建築システムにより、 ｾＺＺｪ 品質が確保される 。

すぐれた雄物の設計およひ市白工を可能とした。 ⑤ 工 事 の 安 全

3  開 発 の 目 的 と 経 過

近 年 、 処 築 工 事 へ の 工 業 化 手 法 、 い わ ゆ る

プ レ ハ フ ' 化 工 法 の 導 入 は 各 方 而 か ら 種 々 の 検

討 が な さ れ 、 実 地 に 移 さ れ て き て い る 。

当 秘 情 工 法 の 開 発 に 当 た っ て 、 次 の 5 つ の

同(1句 を 持 っ て 出 発 し た 。

① 工 程 の 促 進

② 約 力 化 、 省 資 源 化

③ 出量背 . :1:反!OJ ・現 場 廃 築 物 等 建 設 公 害 の

/1)] 11:: 

④ 品 質 の 向 上 、 均一 化

⑤ 工 目] ¥. の安全

こ れ ら の 目 的 を 達 成 さ せ る 方 法 と し て 、 工

業化手法の係用が干 ｴｾＨ 極的に検討され、ピノレの

プ レ ハ プ 化 、 シ ス テ ム 建 築 化 が 追 求 さ れ 、 各

. f ' 1 ) : 試作、実験が繰り返された。昭和45年 、 東

京 卸 売 セ ン タ ー ビ ルー一一 S R C MJ 宵 ・地 下 3

階 、 地 上13階 、 延 175，000m' 一 一 - 西 八 王 寺

ハイツ 一一 S 積 層 ・地 上12/格、延 35 ，6001ザーー

の 2 つ の 建 物 の 建 築 に よ り 、 新 シ ス テ ム 建 築

工 法 で あ る 似j刊 工 法 の 笑 現 を み た 。 そ の 後 、

随 所 に 改 良 を 重 ね な が ら 数 多 く の ill 物 に 採 用

さ れ 、 昭 和49年 、 ホ テ ル ニ ュ ー オ ー タ ニ タ ワ

ー ( 新 館 ) 一 一地 下 1 階、地上40階において、

① 趨日 j再 処 築 に 初 め て 積 層 工 法 を 採 用

② ユニークでソフトな曲而P C製 外 壁 の 係m

③ コ ン ク リ ー ト 製 浴 集 ユ ニ ッ ト の 設 やmも含

めた 100% の プ レ ハ ブ 化

が実現されるなど、大きな成果をあげている。

4  積 層 工 法 の 特 徴

干l'l l l ' i 工法は r ，，< < ，かで速い建築システム」と

い う 言 葉 で 表 現 す る こ と が で き る 。すなわち、

4 8  

一 層 ず つ 組 み 立 て る と い う こ と は 、 組 み 立 ・

ての終わった床は直ちに次の! 習の組み立て用

の 作 業 床 と な る 。つまり、各/; 皆とも地上で一階

を 建 て る の と 同 じ 状 態 で 作 業 が で き る わ け で

ある 。

以 上 、積 層 工 法 の 特 徴 を 述 べ た が 、 そ の 他

に も 次 の よ う な こ と が い え る 。

@  自 由 な 設 計 が 可 能

一 般 の プ レ ハ ブ 建 築 は 、 設 計 の 自 由 性 が か

なり市1 ] 約されるが、この符11宵 工 法 は プ ラ ン 的

に も 、 桃 造 的 に も 夜 来 工 法 と 同 様 、 自 由 な 設

計ーをすることカぜでみきる 。

外 壁 の ユ ニ ー ク な デ ザ イ ン が 容 易

P C製外壁は複雑な形、 j/ ! J 筒形状など、量

感 の あ る デザインを可能とし、私立層工法は他

の 構 造 部 材 と い っ し ょ に 組 み 立 て る の で 、 取

付 方 法 も 問 題 な い。

① 寒 冷 地 で の 地 工 に も 有利

積 層 工 法 の 弁 軒/1材 は 工 業 製 品化 さ れ 、 現 場

で 組 み 立 て る 工 法 な の で 、 寒 冷 地 、 多 雪 地 で

の 冬 期 施 工 が 可 能 で あ る 。 ま た 外 壁 を 断 熱 材

を サ ン ド イ ツ チ P C版 に す る こ と に よ り 、 よ

り 優 れ た 断 熱 効 果 が 符 ら れ る 。

以 上 、 今 ま で 述 べ た よ う に 、積 層 工 法 は 設

計ーから ;地 工 ま で のー 賞 し た 総 合 シ ス テ ム 化 に

よ り 、 積 層 工 法 に " 7 .y チ し た 椛 造 、 設 備 等 の

剥11部 に わ た る 設 計 が 可 能 で あ る の で 、 各 所 に

無 駄 の な い 、 経 済 的 な 建 物 が で き る 。 こ れ に

よ り 、 建 物 の 規 桜、形 状 等 に よ っ て 多 少 の 差

は あ る が 、 コ ス ト ダ ウ ン が 可 能 で あ る 。

( ながの しんぺい 大成池設臥llt 築部技術課)

写真はすべて、ホテルニューォータニタワー( 新館) の工事記録より

1"  
建方順序の鋭明

任月主梁建方

② 内壁取付

③床版取付

④ 外壁取付

地上で内装・設備取

付まで完了したコン

クリート製浴室ユニ

ットの吊リ込み
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! 日 本 建 築 問 験 航 よ り 図 | 本試験所・ ⑤ 565 吹国市蔵白台 5 丁目 125 電話/ 大阪 (06)872- 0391 代表

大淀介室 。⑤ 531 大阪市大淀区長柄西通 2 T  El 35  電話/ 大阪 (06)  351ー 7217

大 淀 分 室 に お け る 取 扱 業 務 そ の 他 に つ い て

当 試 験 所 は 、 建 設 省 ・大 阪 府 ・大 阪 市 の 補 助 金 と 建 設 関 係 諸 会 社

な ら び に 一 般 会 社 等 よ り の 寄 附 金 と に よ っ て 、 昭 和39年 4 月 に 設 立

さ れ た 財 同 法 人 で あ り 、 建 築 に お け る 構 造 用 材 料 ・部 材 な ら び に 縞

造 物 に |比lす る 公 的 な 試 験 研 究 機|刻 で あ り ま す。 し た が っ て 、 本 機 関

は、その公的な性絡」二、試験結採には、正雌 ・公正をJ t fl しますと同

H寺に、 - 1J 皆 様 方 ご 自 身 の 試 験 所 と し て 、 親 切 ・迅 速 を 旨 と し て 業

す苦に労苦わっております。

さ て 、 す で に ご 承 知 の 方 も 多 い と 存 じ ま す が 、 当 試 験 所 は 、 吹 田

市 の 本 試 験 所 と 大 阪 市 内 の 大 淀 分 室 と の二 つ に 分 か れ 、 本 試 験 所 で

は 、 建 築 に lJOす る 各 組 の 試 験 、 た と え ば 、 大 型 構 造 物 試 験 、 耐 火 |坊

火 試 験 、 百 = 轡 熱 関 係 の 試 験 、 建 築 物 の 安 全 性 の 診 断 お よ び 工 'J¥: 用 材

料 試 験 な ど を 行 っ て お り ま す が 、 今 回 は 本 欄 を お 借 り し 、 当 分室 に

お け る 取 扱 業 務 、 試 験 内 容 、 試 験 設 備 、 そ の他 に つ い て ご 紹 介 さ せ

て い た だ き ま す。

当 分 室 は 大 阪 市 内 大 淀 区 の 長 柄 僑 南 詰 め の 南 東 約 300 m {立の所に

あ っ て 、 周 聞 に は 、 い わ ゆ る 11fT工場などが多く活気にあふれており、

市 内 は も と よ り 周 辺 諸 都 市 か ら の 交 通 の 便 に も か な り 忠 ま れ た 場 所

に 位 置 し て お り ま す。 そ し て 、 現 在 の 主 た る 取 扱 業 務 は 主 主 築 構 造 物

の 工 事 用 材料 に |刻 す る 各 組 試 験 な ら び に 試 験 成 総 報 告 改 め 発 行 で あ

り 、 分 室 長 を 含 め 、 技 術 職 只 5 名 、 事 務 職 只 2 名の言十 7 : 1 ' ，がこれに

当 た っ て お り ま す。 試 材 持 込 み か ら 成 紋 丹 発 行 ま で は 、 コ ン ク リ ー

ト で は 試 験 当 日 の 翌 日 、 鋼 材 で は 約 4 目 前 後 で あ り 、 ま た 立 会 試 験

は業務上支| むない限り歓迎いたしております。

と こ ろ で 、 取 扱 試 験 内 符 と し ま し て は 、 主 要 組 築材 料 で あ る セ メ

ン ト 、 竹 材 、 コ ン ク リ ー ト な ら び に 鋼 材 に | 期 す る も の が そ の 大 部 分

を 占 め 、 た と え ば セ メ ン ト 試 験 、 骨 材 試 験 、 コ ン ク リ ー ト 強 度 試 験 、

鋼 材 悠 度 試 験 等 を J 1  S 規 格 を 標 態 と し て 実 施 し て お り ま す が 、 取

扱 111で は 以 下 に 示 し ま す よ う に 、 コ ン ク リ ー ト 圧 縮 強 度 試 験 お よ び

鉄 筋 引 帰 ・LIII げ 試 験 の 2 つ が 主 た る も の で あ り ま す。 ま た 、 こ れ ら

の 弁 秘 試 験 を 実 地 す る た め の 、主 要 な 試 験 設 備 と し ま し て は 、

(1)  油 圧 式 耐 圧 l曲 げ 試 験 機200t 森 試 験 機 製 作 所

(2)  rlI l庄 式 耐 圧 試 験 機100t

(3)  rlI l圧 式 万 能 試 験 機100t

(4)  hl l圧 式 耐 圧 試 験 機100t

(5)  ral 圧 式 万 能 試 験 機50t

(6)  油 圧 式 圧 縮 試 験 機20t

森 試 験 機 製 作 所

東 京 衡 機 製 造 所

東 京 衡 機 製 造 所

前 川 試 験 機 製 作 所

前 川 試 験 機 製 作 所

な ど の ほ か に も 、 ロサンセソレス j密 粍 試 験 機 が あ り 、 また恒詰li室、

恒 温 水 槽 、 名 拒E試験甘器具ーさ寺: も年々充実され、工事用材料に |刻 す る ほ

と ん ど の 試 験 は で き る よ う に な っ て お り ま す。

次に、 図 ー 1 は 当 分室 に お け る 過 去 10年 間 の コ ン ク リ ー ト 、 お よ

び 鋼 材 弁 処 理 本 数 を 示 し た も の で す が 、 こ の 図 に み ら れ る よ う に 、 当

試験所設立以米毎年治実に処理件数は. 1 ¥"1加 し て お り 、 昭 和 43年 頃 か

らは万，Ｓｩ ， ｲ ｾ 日 正 ｭＧｊ ｜Ｎｾ 髭その 他 の処 ｩｩｴ ラッシュが始まり、これが昭和 ＴＷ

年 ま で 続 き 、 処 理 件 数 も ピ ー ク と な っ て お り ま す。 しかし日間口48年

後半のオイノレショ y ク 、 ま た 本 年 に 入 っ て か ら の 総 結 婆 抑 制l政 策 等

の 影 響 に よ り 、 処 理 件 数 も 下 降 し て お り 、 こ の 傾 向 は 、 ま だ 当 分 の

ri ¥l 続〈気配をみせております。 か よ う に 、 工 -' JJ- iil と 試 験 件 数 が 大 体

、、
、、

、、

試験室内部

紋験室
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図・ 1

過去 10年間におけるコンクリートおよび

鋼材の処理本数
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図. 2

昭和49年度月別コンクリート試験件数

l 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11 月 12月

(  12月20 日現在)

比 例 関 係 に あ る と 考 え れ ば 、 当 分 室 に お け る 処 理 件 数 も 世 相 を か な

り 敏 感 に 反 映 し て い る こ と が お わ か り い た だ け る こ と と 存 じ ま す 。

また、 図 - 2 は 当 分 室 の 昭 和49年 度 月 別 コ ン ク リ ー ト 総 試 験 件 数 お

よ び 大 阪 府 下 に お け る 生 コ ン ク リ ー ト 製 造 会 社 で 当 分 室 を よ く 利 用

し て い た だ い て い る 中 か ら 5 社 を 選 ぴ 各 社 か ら の 受 託 件 数 を 示 し た

も の で あ り ま す 。 図 に お い て 、 生 コ ン ク リ ー ト 名 社 ご と に 注 目 し て

み ま す と 、 片 々 の 変 動 が 激 し く 、 ま た 各 社 相 互 間 の 関 述 性 も 見 い 出

せ ま せ ん 。 し か し 総 件 数 で は 、 大 体 の 傾 向 と し て 、 月 ご と の 変 動 が

少 な く 大 阪 府 下 に お け る 生 コ ン ク リ ー ト 使 用 誌 は ほ と ん ど 一 定 し て

い る の で は な い か と 想 像 さ れ ま す 。

最 後 に 、 余 談 で は あ り ま す が 、 由 主 近 私 が 少 し 思 案 し て い る こ と に

つ い て 述 べ さ せ て い た だ き ま す 。 と い い ま す の は 、 毎 日 の コ ン ク リ

ー ト 供 試 体 の 試 験 後 の 処 分 方 法 で あ り ま す 。 関 - 2 か ら も お わ か 円

い た だ け る よ う に 月 々 相 当 な 本 数 の 残 が い が で ま す ( 実 質 的 な 休 積

に す れ ば た い し た ilt ではないのですが) 。

鋼 材 な ら ば 、 く ず 欽 と し て 簡 単 に 処 分 で き 、 再 生 の J レートに釆せ

る こ と が で き ま す が 、 コ ン ク リ ー ト の 残 が い ば か り は 、 皆 様 方 も 多

分 ご 経 験 が お あ り の こ と と 思 い ま す が 、 処 分 に 困 る の が 常 で あ り ま

し て 、 当 分 室 に お き ま し て は 、 ほ と ん ど す べ て を 処 理 専 門 業 者 に 依

願 し て 埋 め 立 地 等 に 投 棄 処 分 し て お り ま す 。

し か し 、 コ ン ク リ ー ト 供 試 体 の 場 合 そ の ほ と ん ど が 同 一 形 状 で あ

り 、 ま た 試 験 後 に お い て も ま だ あ る 程 度 の 荷 重 に 耐 え 得 る も の と 考

え ら れ ま す の で 、 現 在 の よ う に 、 た だ 単 に 投 楽 す る だ け で な く 、 ま

た 物 資 を 大 切 に す る と い う 主 旨 か ら も 、時 代 に 即 し た 再 利 用 の 道 は

50 

な い も の か と 考 え て お り ま す 。 こ れ ま で の と こ ろ で は 、 小 中 学 校 の

花 壇 な ど に 若 干 利 用 し て い た だ き ま し た が 、 こ れ 以 外 に も 公 図 そ の

他 に 広 〈 再 利 用 の 可 能 性 が 必 ず あ る も の と 思 い 、 仕 'Ji: の 令 い 間 に あ

れ こ れ と 思 案 い た し て お り ま す 。 ま た 管 機 方 で 良 い お J f え が ご ざ い

ま し た ら 、 ぜ ひ お 聞 か せ 下 さ い 。

以 上 、 当 分 室 の 内 容 紹 介 を さ せ て い た だ き ま し た が 、 職 只 一 向 、

「 公 正 、 正 確 、 迅 速 、 親 切 」 を モ ッ ト ー に 業 務 に 専 心 し て お り ま す

の で 、 今 後 よ り 一 層 多 く の 方 々 に 当 分 室 を ご 利 用 い た だ き た く お 願

い巾し上げます。

( 大淀分宅反 中山次 雄)



第 1 回神戸市建築文化賞決定 トピックス

神戸市建築文化賞授賞作品 全三点

万 松 園

神 戸 市 東 灘 区 住 吉鴨 子 ケ 原 町

施 主 : 日 新興産側

設 計 者 : 竹 中 工 務 庖

施 工 者 : 竹 中 工 務 庖

れｻ主 ｬＧ をド背段状に』如氏して ｾｾＮ［， ｩ十 ｲ ｦｴ ｩ に対応してお

り、相11，-; に於ける斜 Iftiil'i 住宅の先駆的役; ! I IJ を*

たした。 f ; : ; 観的に L 、周辺の怯林の中に，j，I!f 11 し

た姿を比せている 。

同賞準賞授賞作品 全四点

小原流芸術参考館

神 戸 市 東 灘区住 吉 町

施 主 : 小 原

設 計 者 ・，膏家 清

施 工 者 ・明辛口工務l吉

却炉開を JI，ねた Ｇ ｉ Ｂￌ 也ド ｊ 移ぷ℃によリ車 十 ｦｦ ｬ ｩ 処 Ｑ ＱＧｾをして

おり、総宮島材料に布Ilr; 1抑 'ft のi.t U;jt3 - イ: を効米的に

倣 Hl した独i J lj ( 1勺なデザインがli (ti されている . 11吋

入 所J畿の兵術品などを一般 luJ けに腿示し、 !l i 1"

とのつながリがi来い。

甲南女子大学

神 戸 市 東 灘 区 森 北 町

施 主 学 校法人 甲 南 女 子 学園

設 計 者 ・ 村野 ・森 建 築 設 計 事 務 所

施 工 者 ・ 大 林 組

織絢iなデザインて寸1 : 上げられた外閉め校令が主

たらかな ｉ ｾｪ 斜前 ｬ に円己置されたキャンパスは、神

戸らしい rlf J るい雰岡公で印象的である。 i&t へ の

銚望む良好で傾斜地の利を充分生かしている。

ワールド本社 日本経済新聞神戸支社 えびすホーム 栄ビル

神戸市葺合区八幡通施主: 側ワールド

設置十施工 竹中工務庖

神戸市生田区中山手通 施主 ' 日本経済新

聞社 設 計 施工 竹中工務庖

神戸市内各地

2量計施工 戎工務l苫

神戸市生田区江戸町

施主 ・設計 ・施工 : 竹中工務腐

ill 築円形は 1111線を Jt;，淵として必リ、適l主主

ポリュウム感と JA情的深みをそなえている

ｾｬｬｲ［ の ｊ ｊｦｬ 飾メーカーの建物的 ＧＱＧ て ＢｉＺＧ ， ｓ 水叩

のむのといえる

事務ii)r とilJ ，' ; - とが彼介されたこのill 物は、

そのデザインに現代的感'!t がよくぷ現され

ておリ、地域に E調和したユニークな4、法築

である l

lど以形式に連続したニ のli'1三は. 市街地向

上地をイi 効に活J f j でき、析しい引の都 rli 住

宅として今後同党岐を即日# できるむのであ

る

建物その L のは地味なむのであるが、 ill 物

のIj'jlfii に納倒的地されたを地を持ち、緑町

少ないオ 7 ィスビル術的中でゆとリを! 準じ

させる数少ない ill 物てある

建 築 文 化賞 の ね ら い

この itl 立市民の主tt 築に士、l する| 刻心を喚起するこ

とをひとつのねらいとし、や11( ; に{主む人々に刈

して、これはと思う良い ill 物 の 1ft せんを 11.; <ボ

めた 。 ｭ Ｍ ｪｑ｝ ｌｉ である ｊｊｦｈＱＱ ＴＹ ｩｪｾｬｩ のＧｌＱに向けた

公 募 に は 、 山 ( 1名に近い di . B: ' : から延べ 149点 の

推 せ ん 作 品 が 寄 せ ら れ た。 その内平手 i立'JQil 所 建

築、共 ｉ ， ［ ｊ 住宅、 ＱＱｾＱ 人住宅、寺院、喫茶 ＱＱＱ［ など非

常 に 多 岐 に わ た る む の で あ っ た が 、 今 回 は 21

回 nであることも与 l伝してキ院や喫茶jおなど村

殊な主主物や公立の建物は選巧の対象からはずす

ことにした。

作 Ｑ 守 ， ｾＩｪＭ は数段階にわたって行い Ｉｉ ｳｴＺ終的に卜数

点 の 作 品 がi遅々 がI象として伐ることになった。 今 回 選 ば れ た 作 品 に 斜 面 に 立 地 す る 建 築 や 、 小

若手公委以会は，建築の専門家をはじめ、画家、詩人、 規 校 な も の が 多 く を 市 め て い る の は そ の 観 点 が

婦人間体代ぶなど多くの分野の万々によって ｦ ｬｙ ｾ 反 ｉｾ たした結果といえよう 。

成し、 dil'¥': 生活のサイドからの評悩にら儲必: し、 表彰式は 11; 年 12H 17 日本 di 庁 舎 に 於 い て 行 わ れ

作 品 の 持 仙 法 機 に 次 の よ う な 三 つ の れ を 設 定 し た が 、 そ こ で の 懇 談 会 で 施 主 や 脇 工 お の 万 々 か

た 。すな わち、第 一に 神戸の地 ｊｦｾ 条件の特質を ら、建築や主主築活動に l刻する与え方や芯. 見が活

巧 1也して周辺環境、向然地形ザ会の生かし方を間 発に出された。その rl' で、 このような it は主tt 築

うことにし、郊にに rh氏による使われ万、i . E 府 活 動 に た ず さ わ る も の に と っ て 非 常 な 励 み に な

のあリ }J を聞い、第てに 外部空1 l ¥1の あ り 万 も 合 る、という設計施工!i の 万 か ら の 訴 は 、 良 1'1な

んだ雄物のデザイン性を Pdj うたわけである。こ ，建築が di 民の航極的なぷ持の rl' で ど ん ど ん 生 れ

れら _ - つの基準が建築の評価基燃の全てとはも 育 っ て い く こ と を 自 然 と す る こ の 貨 を 飽 当 す る

ち ろ ん い え 主 い が 、 こ の よ う な 観 点 こ そ が こ の 我 々 に と っ て も ま さ に 励 み と な る も の で あ っ た。

貨 を 特 徴 づ け る も の で は な い か と 巧 え て い る 。 神戸 市住 宅 局 建 築 課 船 井 美 彦

主ｊｬ築と十 ｬ 会 Ｏ ＱＹＷＵ 年 Ｒ Ｉｊｾ［Ｍ 5 1  



昭和49年度・第 7 回若い会員の集い

名古屋のふるいまちと

あたらしいまちをみる

( 江戸時代の町家と有松しぼり・

高蔵寺ニュータウンの見学)

レ ポ ー ト

11月16日UJ 午後 2 時、大阪を後にした 一行391，

は、名神高速の快適なドライブを楽しんでいる

Hnに、小牧I . C 、土岐I. C を経て、部びた 1仏政

提唱へ入 ったときにはあたりはかなりタ 1誌がかか

っていた。岐阜県瑞浪市あけ世温泉。 少々浮世

縦れした山聞の地にあり、閑静な作まいの所でみ

はあ った。会授の; 切には、かなりな料理、飲物

に青放をうちながら、まずは中村幹事の司会で、

自己紹介をし、親睦ムードを高めた後、名古屋

大学の小寺先生を囲んで、明日訪問予定の有絵

町の町造 1) 、保存の話を聞き、活発な質疑応答

の中にも、先生め哀歓な 言葉に、われわれの大

阪からや ってきた意義が感じられ、明日への期

待がれJ められてい った。明けて 17 目。 あいにく

の雨天の巾、i l ' IJ i I i 主寺へと向かったが、何分広大

な団地の rl1のこととて、パスも迷路に入りこみ、

抜け出るのに苦労したが、何とか、駅で、住宅

公団中古11支社の今聖子氏と落ち合い、団地内の集

会所にて、朝のレッスンとなりました。

名古屋の中心まで約50分、ペデストリアンデッ

キの採用による大胆な歩草分離、クロソイド曲

線を、巧みに取り入れ、車の流れをスムーズに

捌〈システム、自然をできるだけ生かした景観

椛成、なかでも吉武泰水氏設計と聞く藤山台小

学校のような商学年 ・低学年をは っきり分離し

た高度の教育システムなど、今野氏の熱弁はあt

き来てない。 この団地形成に注がれた住毛公同

関係者の努力と熱意が、ひしひしと感じられた。

「私達は、どんぐり作戦という活動によ って、

小学生に至るまで、各人が l 本でもいい、どん

ぐりの木を純えて、もともと緑の少ないこの同

地を、将来は緑い っぱいにしようと頬狼 ってき

ました。 ・」拍手、拍手。説明が終わると、同

地内の見学です。朝からの雨は、いよいよ激し

くなり、用意のいい方は、雨合羽や手持ちの傘

などさし、準備不足の西村副委只長や、柴田委

以、彩、などは、同1也内のマーケ ッ トで只 った、

およそ場V J i いの派手なバイオレ ッ トの傘をさし

て行軍。

道行く人々、さぞかし奇妙な行列に思 ったこと

でしょう 。 そんなことで、午前中の見学を終了。

再ひ'パスにて、待望の名古屋市緑区有松町へと

向か った。

- 有松や家の中なるふぢの花" 名所小銃

と古来より ｾ Ｊわれてきた、繊細で紫朴な絞染め

で有名な有松の町の公民館に入り、土地の名士

竹 ｭ Ａｬ￭ｾ羽紡氏の名解説に聞き入りながら、特典

な町家と絞染めの美しい映画を観賞し、芸術心

大いに盛り上ったところで、町家の見学です。

何分雨 t十: のこととて、あちらもこちらもという
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わけにはいかず、多少心残りではあ ったが、服

部孫兵衛氏の重厚な町家を見せていただき、そ

の規投の荘大さと、歴史のもつ奥深い魅力に、

心引き込まれる思いであ った。最後に素晴らし

い庭と茶室、大広聞のある竹田嘉兵衛邸へと案

内され、渋茶に喉を ｩｬｾＱ しながら、 一 同嘉兵衛氏

独特の語りに耳を傾けた。 r有松の絞りは、ま

だまだ保存していきたい索1 I )'i らしい絞りですが、

この道50年、 60年のベテランの絞り附が、 1 s寺

|首1200円や300円の手間賃で仕 '10; : をしても、 一枚

の織物を完成するのに、かなりの日数を要し、

それに問屋の手数料を入れると、えらく高価な

物になり 、美術的価値はあるけれど、売り物に

なりません。 この頃ではだんだん絞り附も減 っ

てきています。補助も年間微々たるもので、私

どもは本当に何とかしなければという気持て' い

っぱいです。 ー」氏の課員々とはしているけれど、

熱の縫 っ た声は、われわれのＡ日ｾをう っ た Ｏ こう

いった歴史ある町家と、芸術品とでもいうべき

絞りの保存と育成に、も っとカをいれてとりく

んで下さい / と声を大にして訴えたくな ったの

は、恐らく私のみではなか ったでしょう 。隣室

にては絞りの素晴らしい作品の展示即売会。r6

掛けやということです。夜、はそういうのに弱い

んです。」といそいそとネクタイを 2 本も買 っ

た印藤さん。 r ちょ っと派手すぎやしませんか

な。会社へ行くには少々弱気がいりませんかな」

とは彬の声。午後 411寺半、わずか半日ではあ っ

たが、名残りっきない有松のI l lf を後にして、 一

路小牧I. C を経て大阪へ。IIi "1
1

でのカセットか

ら流れる演歌の歌に、ちょ っぴり旅愁を感じて

は、と っぷり暮れていく米原、彦線、大津の町

々に別れを告げて 、やがて大阪駅北口へと帰っ

てきました。時に午後 81時、管機主主E告の旅路本

当にお疲れ様でした。

なお末筆ながら夜分人里離れたあけ世温泉まで

駈けつけていただいた名大の小寺武久先生、降

リしきる雨の中を厭わず向蔵寺のIIIT を案件l して

いただいた公団の今野IR氏、独特の弁説て" 有絞

め町造り、保存引呼びかけた竹田嘉兵衛氏に対

して、改めて紙上より深〈感瀦申し上げます。

( 千葉和成記)

高蔵寺ニュ ータウ ンから有松町へ

忠 末 道 之

今回の集いに参加者が少ないということで声が

かかり参加した。半数くらいしかいないのでは

ないかとパスに采り込む。疎であ ったI I i 中も発

Ilill 寺にはそこそこ (40名) となり内心ほ っとす

る。湾企の大阪 ( 午後 2 時過ぎ) を後に 一路名

古屋へ 。天候が少々気になる 。予定時間頃あけ

世弘泉宿 「鋭月荘J ( 岐阜県端j良市) に到着。

ひなびた宿ということを Il f J いていたので木造の

古びた宿屋を、期待していたのが、 R C迭の 3

1; 皆挫のごく普通の旅館であ った。| 坊災上はこの

万が安心して泊られるのではないかとあきらめ

る。 その他マンモスプール、勉、鈴釣り用の大

池等の諸設備があり、 ｭ 羽もｾ，ｦ ｊ いの場として楽

しめそうであ った。 夕食は思 っていたよりご馳

走で ( 今回の会費 7，000円也参考まで) 魚 ( キ

ス) のフライに野菜茶碗蒸・刺身料理1 ( カジ

有松町服部邸をみる

キ等) ・前菜 ( アユの海焼き等) ・嵯の佃煮

- 山菜料理 ( ワラビ、シイタケ、タケノコ、シ

メジ、山ウド ) ・赤出し ・御飯 . iil 物 ( ;タクア

ン) と金書11で 9 ，日の料理に酒も 「ビールJ r 日

本酒」とほどほどの量に気分もほぐれ、参加者

全 μ 、一言 を盛り込んだなごやかな自己紹介の

後、明日見学の 「有松H汀」の町長保存について

のミーテイングに入る 。議Mi は名古屋大学小寺

武久助教授。保存 観光等について意見が交わ

される 。:-M飽 ・今井田T .  b'; rn林苦手の話も出る。

講師iの方の都合で討論の 「場」が時間1 ( 811寺ま

で) 切れとな ったのが少し残念であ った。温泉

の効用について桁の人に聞く 。神経痛 ・冷え症

等々 ー… ・た っぷりとした湯につかる 。後から身

体がほかほかとしてきた。部屋て"大の午になる 。

や っと悦:>:t!.に きた気分になる 。翌朝間である 。

H乍H 出発ぎわに心配したのが裏目に出た。快便

・快食 ・天候だけが快lI i'j とならず残念グ用意し

てきた雨具が役立つ。

あけ世温泉を後に、きょうの最初の見学先であ

る高蔵寺ニュータウン ( 愛知県春日井市) へ、団

地の集会所で日本; 住毛公団中部支社計間宮11の今

野卓氏より計阿概婆等の説明を附1< 。面w約702

ha ' 計画人仁168，000人 ・昭和43年入府はじまる・

昭和49年 9 月現在人 n28，000人 ・等々 ぃ… 。雨

の中をパスで同地内を担る 。 雨降りのせいか岡

地内は静かである 。15- 21駐車が目にっ し ここ

は当初駐車場をあまりつくらなか ったせいもあ

り、今後は所定の駐車場を設けるよう地元消防

署からもｾＡＱ Ｑ < 嬰望されているとのこと 。一行の

大型パスも道路の両側に駐車している専のため

思うように同地内をまわれず、ところどころパ

スを降リ歩いてまわる 。春日. ; 11二市立藤山台小学

校 Ｈ 設計官武研究 ｾ Ｎ 三 阪建築 ＧＱ Ｐ［Ｚ務所 Ｉ をみる 。

R C造で低学年械を平家ill とし運動場を校舎煉

ゾー ンの地重量より 一段さげたところに設ける等

の工夫をし、参考ーとな った。公開の人の話だと、

ある見学者一行がこの学校をみられ、 tt 沢とか

の理由で次回の計阿のものについての予算を厳

しくされたとか。

つぎの凡学先名古屋市緑区有松町へ新〈 。一行

公民館で 「有松まちづくりの会」副会長の竹図

書喜兵衛氏より有絵町と有松絞りについての説明

および映画を見る。 それから街道沿いに展開す

る家並を見学、むくりのない直線で構成された

家々の崖線、全面格 f がはめられ落ち7 i
V

i いた景

観を創り出している 。 しっとりと雨に紛れた家

並の重厚さが印象に銭る グまたいつの日かぶら

りと歩いてみたい 。 Ｉｪ ｾｭｬ 係兵衛氏宅 ・ 竹田嘉兵

衛 氏 宅 等 も 見 学 す る。 人Il l J の尺 j立で形成され

た数々の優雅な美しさに感を深くする。 いろい

ろな綾をなす有絵絞りの美しさにも手に触れる



宿舎でのミーティング

ことができ、伝統産業の技法についても説明を

聞き、また有松絞りのおみやげ只いの余徐にあ

りつける機会をいただき、みんなそれぞれ物色

する中で私も有松絞りのネクタイを l 本記念に

買った。予定の行動を終わり 4 時過ぎ有松を後

にまだ降りやまぬ雨の中、大阪への帰途につい

た。

こうした 「集い」等につい て今少しこの機会を

借りて感想をのべさせていただきたいと思いま

す。 こうした催しが行われることについて私達

参加するものにと っては大変有錐いことと思 っ

ています。仕' ) ¥- を忘れての日々を有意義に過ご

すことができるからです 。 またこうした{ 怪物に

ついてみんなのために休日をさいてお世話下さ

る ｴ［ ［ｦｪｊ局の方々、そして委 ｦｾ の皆様にはこの誌

上をお借りして厚〈お礼を申しあげます。

{ 附日住設計大阪本社)

と思いつついい気持でカメラを向けても、う っ

かり隣の新築のソパ屋や屯気屋なんぞがはいる

ともうそのり其はおじゃんである 。 まさに古い

ということは無条件で善、新しいことは新しい

ということだけで悪であるというほかに、説明

のしようのない現実がここにある 。

一方、高蔵王手ニュータウ ンの }J はどうか。 これ

は、後にあ1'(. < 千里や泉北と問降、山林原野をひ

っぱがして、全〈白紙の上に計聞きれているの

だから、純粋にわれわれの時代の産物だといえ

るわけだが、どうしてこうもまあ美しくないの

だろう 。 これでは古くなればなるほど、保存し

ようといわれるどころか、取り土産せという声し

か上がらないだろう 。 ひっぱがされ っ放しの自

然の痛々しさ、ハーモニカを千代み重ねただけの

多分中にはいればせま っ苦しいだろう住! 民、い

かにも安普請の集会所。 民間で| 刻発したという

プレ 7 7 7' のパラ ンク団地。 ちょ っとましな小

学校だって波似スレートのわたり廊下に打放し

の壁、なんとなく寒々したその姿はとても文部

省にぜいたくだとけちをつけられるほど立派な

代物じ ゃあない。

諸般の 目l内Tだの経済的理II 由などは、後世にと っ

ては何の古いわけにもならなし、。現に、われわ

れの時代だって、迎主主館の改築や、最高裁の新

築等という国家的大恐行には惜しみなく財力を

つぎ込んでいるではないか。経済的理由は、結

局のところ理由ではなく、その時代の価値観に

よる選択の結果なのである 。 そしてこの価値観

に対しては、われわれはその時代の子として、

業の険ｾ Ｎ ii 退と歩みをともにしてきたそうで

す。現花は気のi卓くなるような工程とほとんど

手作業に頼る前近代的な技術により、高級l171 と

して伝統工芸化した絞産業を維持する商工業は、

いちじるしく減 っているといいます。 それとと

もに旧態の町屋むしだいにm築 ・改築によりだ

んだん姿を消しつつあります。すでに町並は面

［ｪＡｾ を残しているとはいえ、維持ｾとした感じを受

けました。せまい道路に自動車が行き交い、電

柱や示板が立ち並んでカラフルになり、おちつ

いた瓦屋似と白壁の町屋の美しさを矧: 告ししてい

ました。

私達が見q: させていただいた服部邸や竹田邸は、

現在も絞問屋で、当主で私達を袋内してくださ

っ た竹田嘉 ｾＭＧ［Ｑ 街氏は、絞産業のこれからの発展

と、町五昼の保存にもひじように熱心な方でした。

両家とも天明火災後、新築 ・改築を重ねて現在

の家屋は明治宇JJ 年のものということでしたが、

街道沿いの外観 ・格子や窓にみられる洗練され

た美しさは、京都の町のたたずまいを見るよう

でした。 とくに服部邸の土蔵群の犀恨と壁のコ

ントラスト、: 容の幾何学的な美しさは、印象に

残っています。

今後どのようなかたちでこの間I が保存されるの

か、大きなi f A ! 題だと思います。ただ一方的に保

存を住民におしつけるのは、第三者のエゴとし

かいえません。住民にはそれぞれの生活があり、

現代生活に適したすまいに、 W: 築 ・改築したい

のは当然です。 たんに文化財的な保護をして田I

の人々の生活を犠牲にした保存は、本当の姿 fご

古いものと新 しいもの 共同て官任を負 っているのだ。一体われわれの とは思われません。 ほんらい町屋は時代ととも

時代は後世からみてどう位置付けられるであろ に変化 し、文明文化の発達とともに変化してゆ

寒河江淳こ うか。経済的理由という、実は自分迷で作 った くものです。

これは故意か偶然か、きわめて皮肉なとり合わ 理由に安住して、次つぎとバラ ックや仮設物を 絞産業を生活の総とする住民はともかく、すで

せにな ってしま った。片や古い ( とい っても自 作り、 一方では自分遠の弘行にうすうす感ずい に他の産業に従、 ｊｾ している人々にと っ ては、町

々2 - 3 0 0年のこと ) 町並みを何とか保存しよう ていたため、自分達以外の手に成 った物、つま 並の保存と快適な住生活をいとなもうとする住

という試み、片や新しい町を処設しようとする り古い物には、ほとんど、盲目的に価値を与え、 民の意志は、必ずしも 一 致しません 。 講 ｾｉｬｪ の小

試みなのだが、この 2 つを実地に見てそれぞれ 残せ残せと騒ぐことで、アリバイを証明しょっ 寺先生がお っ しゃ っておられたように、観光の

に別個に感じたはずのある穫の空しさは、結局 とした「良心的な人々 」 もいないではなか った 町として保存された妻能のような例は、良し悪

のところ似は一つ、われわれの時代に対する絶 時代。 とでもいえようか。 しはともかく 一つの方法だということです。 し

望感以外の何物でもない。 そんなことを考えつつ、当日の天候とも相ま っ かし有松田I の場合は町の性格上こうした保存は

まず有松田I に関していえば、そもそも何故に辿 て、 鈴々たる気分にさせられる見学会ではあ っ 不適です。保存と住民の生活との板ばさみ、美

築だの古い町並みだのの保存が、現在これほど

までに叫ばれねばならないのかということであ

る。ゃれ中之 !'，M.ご、ライトの山邑郎だ、ヨS穏だ

倉敷だ等々 。 それらの声があちこちで、声高に

叫ばれれば叫ばれるほど、生々しく虚ろに符い

ていくのは、それらが、 、ふーるい ｬ ｊ｜Ｍ はいい・ ｊ ｾ

だ' 以上の何の価値も指し示すことができない

でいるからである 。 そして古けりゃ皆良いとは

裏を返せば、新しい物は惑い物だということ以

外の何物でもない。何という自己卑下だろう 。

われながら併なくなるけれど、有松町において

もしかりなのだ。 その* 古き良き物仰は別にと

りたてていうほどの良きこともない。江戸時f-t

に京の町屋を紋して 、まさに人工的に作られた

だけのもので、何でも餌にするデザインサーベ

イの対象にすらなりそうもない代物である 。 し

かし古くなればなるほと1味わいの出る木の材質

感もさることながら、漆l喰Eまの白い土蔵、雨の

日などは ( 当日は雨) とくにわれわれに安らぎ

を与えてくれる深い軒、黒い瓦崖娘、どれをと

ってみてもそのまま絵になるのだなこれがー・。

た。 ( 大成維設側大阪支 I，Ii)

有松町の町並保存

宮 崎 敏 子

あいにくの雨と日 H担日、そしてまだ開発途上の

せいか人 ［ｪＡｾ が少なく、何か人工的な町の寂しさ

を感じさせた、高蔵寺ニュータウンを見学の後、

絞の町有松町の屋並を見て内心ほ っとしたとい

うのが、私の実感でした。

ゆるやかなカーブを描いた旧東海道に面して、

東西約 1 kmにわたる町屋の屋並は、まだ江戸時

代の面h与を保っていました。 どっ しりとおちつ

いたそのたたずまいは、私達にやすらぎを与え、

日本建築の美しさを再認識させました。 この町

も今、保存運動がおこり、来春には現状調査が

完成し、いよいよ保存への一 歩を踏みだした

そうです。 しかし東海道五十三次のー宿ではな

く、茶屋集落としてはじまり、絞を副業として

特殊な発展を遂げたこの町は、明治以後も絞産

しい町並の有松田Tも今、このジレンマに悩んで

いるようです。今後どのようにこの町が生きて

ゆくのか見守 ってゆきたいと思います。

(側竹中工務庖)

日 時 昭 和49年 11 月16 日出 ・17 日(日) J;白 2 日

集 合16日、14 : 00→解散17日、20 :  30 

見学先( 1)高蔵寺 ニュータウ ン( 愛知県春 日井市)

(2)江戸時代の町家と有松L l l " ) ( 名古屋市緑

区有松町)

宿 舎 あけ世温泉「観月荘 J ( 舷阜県瑞浪市)

行 程

「第 1 日・ 11 月16日出J

14 :  00 大阪出発( 西中島南方駅前) →名神高速を

経て 17 :  30宿舎( 観月荘) 着

18 :  10→20 :  30 夕食、勝見会、ミーティ，ング( 有

松町の町家の保存について)

ー宿泊

「第 2 日・11 月17 日(日)J

9  :  00 宿舎出発

10 :  00→12  :  00 高蔵寺ニュータ ウン見学・昼食

14 :  00→16  :  30 有松町の町家と有松しほ'りの見学

16 :  30 有松町出発→20 :  30 大阪着 ・解散

講師、鋭明者

名 古 屋 大 学 助 教 授 小 寺 武 久 氏

日本住宅公団中部支社計画部 今野 卓 氏

有松まちづくりの会副会長 竹図嘉兵衛氏
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日本建築協会

月間の動き

昭 和49年 12月分

国
事

.0. .  

-;r;; 

10 日 5 11寺- 5 時半 於大| 荻クランドホ

ア ル

出 席 者 塚 本 会 長 ほ か 8 理事

議ギ (1)通常総会開催の件

(2)創立記念日の行事取止めの側二

(3)  1 月定例理事会休会の件

(4)入退会者承認の件

(5)報 告 事 項

事 業 委 員 会 ・

若い会員の集い小委員会

3 日 6 時 - 8 11寺半 於会館集会室

出席者 西村副委員表、 中村、広瀬、森下

幹主j I ほか 6 名

議事 (1)第 7 回「名古屋のふる いまち、 あたら

しいまちをみる」の笑地報告

(2)第 8 回 「コン ビュータとの対話j の

企画について

(3)第 9 図「解体修理中の古建築見学会J

会告案について

(4)第10回「建築家に話を聞く会(3)J の

企画について

(5)  i都市と水」の企画について

(6)そ の ほ か

編 集 委 員 会 |

作品作風小委員会

5 日 4 時 - 611寺 於会館 3 階会議室

出 席 者 横 山副委員長ほか 5 名

議事 (1) 2 月号作品の件

(2)  3 月号作品の件

(3)そ の 他

広告企画小委員会

11 日 4 時 - 6 時 於会館集会主主

出 席 者 総 村 委 員 長 ほ か 6 名

議事 (1)12月号特別広告結果報告

(2)  3 月号インテリア特集広告企岡

4 月号 i p c板を使用したプレハブF住宅」

( 仮称) 特集編集幹事会

20 日 4 11寺- 6 11寺 於会館集会室

出席者 多国昭人、青山克己阿特別s; 玲事ほ

か 2 名

5 4  

議事 4 月号 i P C 板を使用したプレハブ住| 出席者 塚本代表ほか 6 名

宅」特集企画 | 談半 (1)忘年慾級会について

第 2 回構造分科会 I  (2)そ の ほ か

25 日 6 時 - 7 時 於会館集会室 |  忘年懇親会

出! 所者辻幹事ほか 2 .?' ， I  10日 6 11寺一 8 時 於大阪クランドホテ

議事 「建築と社会」誌「構造の頁 j の企画 |  ル

( 昭手口50年 4 月号以降のテー? の選定) I  出席者 93名

住宅展小委員会

9 日 5 11寺半 - 8 時 於会館集会主

出席者岩本r . ilJ 委. 1: l 長ほか 6 名

議事 (1)第11回 「よろず相談住宅展」企聞に

ついて

(2)そ の ほ か

委 員 会

12 日 5 11寺半- 8 11寺 於会館集会室

出席者 小西、 岩本正副委員長ほか 5 名

殺 事 (1)第 11 凪 「よろず相談住毛展」企画に

ついて

(2)そ の ほ か

住宅展・資料合同小委員会

19 日 5 時半一 8 11寺 於会館集会室

出席者 岩本、高野各副委員長ほか 9 名

議事住宅展の企画および協会製作パネルめ

内谷に ついて

| 建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会

委員会

23 日 Ｕ 時半 Ｍ Ｘ 時半於 ふｾ .. 

出 席 者 井 上 ・: n. 塚正訂1] 委貝長 ，酒井 ・吉村

各幹事ほか 7 名

議 事 (1)No49号 ( 5 月発行) のぬ4ま予定シートに

ついて

(2)そ の ほ か

委員会終了後 中原 ・松村両顧問を招き同

所において忘年懇親会を開催した 。

U

己

ム見

寸ー

大阪身体障害者スポーツセンターの見学会

( 本会 ・日本主主築学会近畿支部共催 )

7 日 2 11寺- 4 11寺主ド

参加者 541' ， 

設計民主II 大阪市建築局営純音11

日制 日建設計大阪本社

施 工 フジタ工業株式会社

四 会 連 合 工事 請 負 契 約 々 款 委 員 会

17 日 3 11寺一 5 1時 於三笠会館本庖

議 事 四会述合工事請負契約々款改正案につ

いて

役員会

2 日 正午ー 2 時 於会館集会室

|  1ロ2 月 の 入 会 者 ( 叫敬削附附拘伽桝闘略品

〔団体会 ｩ員ｾ 2 社〕

大阪断真嶋制

〔例入会員 10名〕

緩和訓 ｩ 品工業ｻ附人ー阪 ｊｩ ｊ［ ｉ ｾ

Z安d雌事 J述主郎 中十十村.1 2及i

L地4形 一郎 ?浜氏日m 大汗洋4 政辺 ｾ ，Ｇ 二

以木 !亜三 ｾ ｕ ｊＺ， Ｇｪ＠ 正幸

竹 脱 水一日1¥ ド|国1 忠之

〔准会員 1 名) ( 氏名 省略 )

会員名簿 75年度版正誤表

下記のとおり訂正、おわび巾し上げます.

ベージ| 社名及び氏名

27 1  石崎 i尭雄

正 | 誤

630 奈良市白竜寺 ! 630 務良市白

町286 1  老町286

エ 博 l  52 上林博i ! t

t 村 義B，1 ヱ 博

佐 々 木 筑 竺

ＱｾＧ 訂勝也

側竹中工務r ，l i

( インドヰン

7! ¥t k)  

元 本 氏 次

075- 231- 5681  

大 阪 府 立 今 商

工業高等学校

辿築科

550 西区京町

;ml ー 155

550 丙区京町

ぬ! 1  - 68 

五 月 ピ ル

佐 々 木順三

常石 勝 世

i;';- I脚 竹 中 工 務l吉

神戸営業所副所長

一 r

t  

149 

164  必 偶l

元 木 貞次

平 I (勤務先電信)

075 - 211 - 7277 

大 阪 府 立 今 宮 工業

高等学校
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(電 話)

251 - 3195 1  231- 3195 

( 名古屋支所) 1  

460 名古屋市中区 I 460 名占屋市

錦 2 - 9  - 25 1中区栄 1- 13- 4

豊 島第 2 ピル | みその 7 ンシ

052- 22ト7561 1  ョンピル

建築クラブ忘年惣貌会 49年 12月10日於グランドホテル



E 車量盟

ス

消 防 庁 技 術 基 準 適 合

非常警報設備認定業務委員会

一非常警報設備シリハ口

AC100 v を結線するだけ. • • • • • 

電子サイレンでウ~ウ~ウ~
小 型 警 報 設 備 の 決 定 版 /

4 E - 0 0 4  認 定 番 号

K S - 5 R型

非 常 サ イ レ ン

(露 出 型)

歯菌 il

長

・ A C  1 00 V を 結 線 す る だ け ー 工 事 が 簡 単 で す 。

・電 子 サ イ レ ン音 で ウ ~ ウ ~ ウ ~ ・停 電 時 で も 同 じ性 能

・ 寿 命 の 長 い ニ y カ ド 電 池 内 蔵 ・電 池 テ ス ト 装 置 付

・数 台 同 時 に 鳴 動 で き る ・埋 込 型 も あ り ま す ( K S  - 5 U型 )

- 特

A  C  1 00 V  50/ 60H z  

D  C  1 2 V  

3 . 5 W ( 最 大 )

密 閉 型 ニ y ケ ル カ ド ミ ュ ー ム

蓄 電 池 1 2 V 0  . 45 AH / 5 H R  

音 特 装 置 電 子 サ イ レ ン 9 0ホ ー ン以 上 ( 前 方 1m )  

最 大 按 続 個 数 8 台 以 内

- 定 格

定 格 入 力

回 路 電 圧

消 費 電 力

内 蔵 電 池

ｾ Ｎ＠

4 X - 0 0 7  

K S - 5型

非常ベル総合盤

(  1 体 型)

- ベ ル ・表 示 灯 ー起 動 押 ボ タ ン を

内蔵した総合皇室です

認 定 番 号
ベルタイプ

認 定 番 号 4 E - 0 0 5

K S - 5 B型

常 べ非 yし

警 報 ベ ル

9 0ホ ー ン 以 上 ( 前 方 1m)

. 15αnm 

・音

4 D・0 1 6認 定 番 号

」

J

R

}

口

一

己

己

口

一

J

J

口

一

「

一

戸

一

一}

一

、

一

」

]

思

阻

式

士

隠

せん

型

作

蜘

l

脇

t

n

階

5

t
旬

上

均

一

必

白

川

田

非

体
- ・圃圃

・2

4 D- 0 0 8  認 定 番 号

非常ベル操作装置

K S- I O型 o. 45 A  3 ケ 所 用

K S - 12型 1. 2 A  8 ケ 所 用

K S - 15型 1 . 5 A 10ケ 所 用

K S - 35型 3 .5 A 15ケ 所 用

・全 機 感 ニ ッカ ド 電 池 使 用

- ニ y カド 電 池24 V 3 . 5 A内 蔵

・ 2 - 2 0回 線 ま で製 作 で き ま す

[ 営 業品 目 ]

非 常 警 報 設 備 周 各 種 機 器 、防 災 ・防 犯 ・ 盗 難 警 報 用

機 器、各 種 表 示 装 置 、デジタ J レ表示ユニ y ト、変 圧 器

べ J レ、 ブザー 、チャイム 、特殊表示装置量 、各 種 変 庄 器

等 の 設 計 ・製 作

T E L  (侃) ＹＶＲＭＶＰＰＱ 代 Ｑｾ Ｗ

T E L  (03)  713- 1  1 7  7f t l  

T E L  ( 0886) 3 2 - 4 1 8 1  ft l  

T E L  ( 0886) 3 2 - 4 1  8 1 1代l

.;;:0， 536 大 阪 市 城 東 区 中 浜3丁目 8番9号

⑤ 153 東京都目黒区目黒3丁目 12番3号

⑤ 770 徳 島 市 南 矢 三 町 3 丁目 7 番 70号

⑤ 770 徳 島 市 南 矢 三町 3 丁目 7 番 70号

本 社

東 京 営 業 所

徳 島 工 場

徳 島 営 業 所

非 常 用 起 動 装 置 く認 定 番 号 4 A- 0 0 4)

非 常 用 表 示 灯 〈認 定 番 号 4 8 - 0 0 3)

警 報 べ ル 〈認 定 番 号 4 C- 0 0 3)

非 常 ベ ル 操 作 装 置 ( 多 回 線 用 )

一斉 ベ ル 鳴 窃]方 式 〈認 定 番 号 4 D- 0 1 5)  

鎌田信号機株式会社

. K S - I 型

. K S - 2 型

・K S - 6 型

圃 K S - 5 0型

5 5  



新 工 法 /

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

奥山化工業株式舎紅

ｾ，Ｎ ｴ Ｚｬ ｑＧＢ ・

送 風 機

株 式 会 社 谷 山 鍛 工 所

56 

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生悶区北長狭通 4 - 1  (英和 ビル)

電話 神戸 (331) 0881- 3  

支 l吉 大阪市北区絹笠町50{ 堂 ピ ル 5 階 502号室)

屯 話 大 阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市諒合区八幡通 1 - 5  ( 屯話221 2923)  

陸屋根|切れは 奥 山 式 特許 絶縁 工 法 を

前 ＮＷ 臥ー問ｾ帯

本 社

大 阪 出 恨 所

名古屋出仮所

札 帆 出 1ft 所

) 事 ヲ q イト

東京都中央区銀座 8- 4 - 1 1 電話i 03(571)2703- 4・2370・4064・0264

大阪市都島区都島中通り 2-3- 1 l(I話 06(921)  2  4  9  7 ・(922) 7  2  8  0  

名 古 屋 市 南 区 若 草 町 3 3  電話 052(811) 3  6  6  0 ・ 3 1  0  4  

札 帆 市 中 央 区 北三 条来四丁目 電話 011(231) 7  5  1  1  

L A F  リミットロードエヤーホイノレファン C A F 直 流 式 静 音 送 風 機

営 業 品 目

L E F  リミァ トロー ドアードファン

S A F ストリ ー ムラインファン

HA F タ ー ボ 7 7 ン

PA F プ レ ー ト フ ァ ン

MA F 多 異 送 風 機

V AF 可 変 式 軸 流 送 風 機

T A F 軸 流 送 風 機

J OY 可 変 節 軸 流 送 風 機

マ ル チ ウ イ ン グ 柏 流 送 風 機

塩 ピ 製 耐 駿 送 風 機

本 社 ・ 工 場 干 536 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 2 丁 目 l 番 地

電 館 大 阪 ( 06) 9  3  1 ー 7 8  0  2  ( 代 )

東 京 出 張 所 干 11 3 東 京 都 文 京 区 湯 島 4 丁 目 6 番 1 7 号

電 話 東 京 ( 03) 8  1  4  - 6  6  5  1  ( 代)

九 州 出 張 所 干812 福 岡 市 博 多 区 下 呉 服 町 5 番 2 1号

電 話 福 岡 ( 092) 2  8  1 ー 7 3  9  6 審



電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

陽 電 気 株 式

代表取締役 山 本 得 三

大阪市北 区中之島 3 の 3 朝日ビルデ ィング

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

吹 田 市 垂 水 町 3 - 3 4 - 6

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

京都市右京区西京極君1 l 葛野町 2 I 番 地

T E L  代 表 (311) 1  1  8  5  

電 気 設 備 の 頁

社

A

Q

一

A

朝

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

6を
ふ
一

A
社式株業工栗 原

キ土

本社営蝶所

本

英

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 東 阪 急 ビ ル)

電 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 庖 東京・名古屋・舞鶴・大阪南・神戸・広島・九州、|

信原栗取締役社長

京舗営. 所

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支社長 姉 川 正 男

大阪市東区布施橋五丁目二八番地 包括大阪 (202) 0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 図 1 丁 目 4 番 地 5 号

支 社 札 峡 ・仙 台 ・丸 ノ 内 ・ 名 古 屋 ・福 岡

出張所旭川 ・ 白河・徽浜 ・ 静岡ｾＺＺＺ［山

会 社

電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社 三 興

代 表 取 締 役 林 敏夫

社 大 阪 市 北 区 絹 笠 町 5 0  ( 堂ビル 7 階)

電 話 ( 361) 3  6  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 3 丁目 2 番 地

電 話 ( 671) 1  4  7  8  ( 代)

川 崎 ・ 相 模 原 ・ 堺 ・ 福 山

社

唐

本

支

出 張 所

設計・施工

司'

気 株 式

電 気 工 事
電 気 ・ 吸 冷 房 ・ 空 調 工 事 設 計 施 工

ro 社

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 市 織 東 区 野 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

電 話 大 阪 (931) 代 表 7 3 4 1 - 5

( 0 3 8 8 ) 2 1 9 3  

大阪市城東区野江東之町 3 丁目 11 電話大阪 (931)7004

奈良県御所市御園通 3 6 0 電話御所 ( 2 ) 0 1 2 2

枚方市山之上西町 1町 1 電話枚方 (43)8659 . (44)9232 

ふ
一

A

本 電中

本

三 宝 電 機 株 式 会

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 五 O ( 堂 ピル三階)

電 話 (364) 1  4  7  1  ( 代)

東京都港区新橋二 一一六( ニュ ー新 僑 ピ ノレ七階)

電 話 ( 504) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 二 丁 目 二 O 番 地

電 話 (991 ) 5  1  3  1  ( 代)

戸 ・堺 ・ 千 葉 ・宇 都 宮 ・熊

社

宇土

庖

本

支

資 材 倉 庫

奈良営蝶所

教方営雛所

后支

本
神営 業 所

各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 柏 里 町 1 丁 目 1 1  0 番 地

電 話 大 阪 ( 472) 代 表 1 1  0  1  - 7  

東京都品川区西五反田 6丁目 25番 11号( 福 島 ピ ル )

電 話 東 京 (491 ) 1746 (492)0182 ・03切

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 OIT 2  3 番 地

電 話 小 倉 ( 56) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

馬 ・ 千 葉 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 屋

社

底

本

支

社

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事 ・ 設 置 十 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 騰

取 締 役 社 長 平 木 寛

大 阪 市 北 区 梅 ケ 枝 町 5 6 番 地

電 話 大 阪 大 代 表 ( 312) 8  8  8  1  

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 四 日 市 ・神 戸 ・和 歌 山

松 山 ・ 京 都 ・草 津 ・静 岡 ・水 島 ・福 岡

社本

営 業 所支 庖

営業所
群出 張 所

電 気 工 事 設 計 施 工

令富士電業株式会社

社

..o. 

Z 玄

電 気 工 事 設 計 施 工

事 株 式藤太 陽 エエ

実

大阪市西区北堀江上通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 (541 )0564- 7・7148- 9

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福

田 中
取締役社長

ネ土本

自日

大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 1" - 2  

T  E  L  (06)  452一1 1  5  1  (代 )

大 阪 市 此 花 区 恩 賞 南 之 町 7 3  

T E L ( 06)  462- 1  3  0  1 ( 代 )

四林取締役社長

社本

電力工事本部

岡営業所

A

S

A

 

電気工事・計装工事・設計施工

ヤ マ ト 電 気 商

刀く

株式会社

電気設備設計施工

高千穂亀繊株式会話ゆ
、一色

11コ本山
取締役社長

大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 (364 ) 代 3 0  5  6  

東 京 ・神 戸 ・広 島

名 古 屋 ・岡 山 ・水 品

札 脱 ・ 滋 賀 ・高 砂 ・松 山 - 三 原 沖 縄

社

庖

所

所

本

支

営

出

雄

大 阪 市 都 島 区 中 野 町 4 丁 目 8 - I  0  

電 話 大 阪 (06 ) 358ー I I  7  I 大 代 表

東 京 ・神 戸 ・ 九 州

久崎
取 締 役 社 長

ヰ土本

業

張

営 業 所
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空 調 衛 生 設 備 の 頁

一

一

空 気 調 和 ・冷 暖 房 設 備

設 計 ・施 工

給 排 水 - 衛 生 設 備

φ 郡朝日三業社

本 社 !ujj (都港区芝浜絵町ト2- 7 電話 (434) 617l( 大代)

大阪支社 大阪市東淀川区加烏町 357 電話 (302) 2271 ( 代)

支 庖 北 海 道 ・仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・福 岡

営 業 所 釧路・ 函 館・ 盛 岡・横 浜 ・伶 岡・ 京 都 ・神 戸

電 気 ・ 空 調 ・ 給 排 水 衛 生 設 備

設 計 施 工

舎大阪電気暖房株式会社

本 社 大阪市西区江戸堀 1 - 60 i包括 (441)8231代表

支 I吉 東京 ・名古屋 ・大阪 ・稲岡 ・仙台 ・金沢 ・広仏

営蝶所 札眺・新潟 ・岡山 ・高松 ・熊本

出張所 盛 岡 秋 田 徽 浜 ・富山 ・盟 国 ・ 福 井 京 都

神戸 ・鹿児島 ー那事耳

護13:ま 去 設 計 施 工

雲 五 大 阪 城 口 研 究 所

取締役社長 城 口 庸 平

大阪市北区高垣町 Ｍ ｾ話大阪 ＳＷＲ 局 Ｗ Ｑ Ｕ Ｑ Ｈ 代 Ｉ

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 屯 話 京 都561局4944( 代 )

神 戸 市 生 印 区 下 山 手 通 六 ノ ー 屯 話 事11戸 341局 5 8  9  2  

- 給 排 水衛 生 . 冷 暖 房

・ 空 気 調 和 設 備

ー そ の 他 管 工 事 一 切 の 設 計 ・ 施 工

⑮ (明 久 孝 明)

斎 久 五 業 株 式 会 社 大 阪 支 広

大 阪支 庖 大 阪 市 北 区 常 安 町 11 電君主 06- 443 - 5041 附

東 京 本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町2- 6- 2( 日本ビ J レヂング)

電 話 0 3 - 2  7  0 ー 7 4  1  1  附

5 8  

営 業 所 札 帆 ・ 仙 台 ・ 金 沢 ・ 高 松 ・ 岡 山

出 張 所 福 井 ・ 倉 敷 広 島 苫 小 牧

冷 暖 房 X  環 境 衛 生 施 設

給排水、 衛生水道 五主 荷 役 運 搬 機 械

電 気 . L三 孟 . 化 学 鉱 山 機 械

厨 房 守F 一一ー可r

三 械 工 業 22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各 務 節

支 庖 長 藤 田 初 蔵

大 阪 市 東区 北 浜 2 下回 2 2 番 地 電 話 大 阪 ( 202) 代 表3 071

本 底 東京 日 比 谷 ー三 {百 ピ ル

支 底 名 古 層 、 福 岡 、 #ω 見、 広 島 、 仙 台 、 北 陸

出 強 所 愉浜 、 金沢、 併 問 、 高位

空 気 調 和 設 備

設 計 施 工

衛 生 設 備

令 三 建 設 備 工 業 ヰ 総 書 社

大阪支底 大 阪 市 北 区 長 工 機 町 6 5 番 地 電 話 (352) 1131 ( 代 )

本 社 東京都中央区日本橋蝋穀町 2 - 2 2 電 話 (667) 3431( 大 代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・札 幌 ・広 島 ・ 福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・横 浜

。
東京本庖

大阪本底

支 底

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

晃 空 調. 式会社

-・
--圃‘

出 張 所

東京都新宿区西新宿 新宿住友ビノレ 電話 03- 344- 1911

大 阪 市 北 区 富 田 町 16 番 地 電 話 06- 363- 1371

名 古 屋 市 中 村 区 下 笹 ぬ 町 11 - 2 電話052- 581- 8571 

広 島 市 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22 号 電 話0822- 47- 4535 

徳 岡 市 中央区大名 2 丁目 4 番22号 電 話092- 761- 3795 

横浜 ・福井 ・京都 ・神戸 ・松江 沖縄

一 一 冷 ・ 暖 房 、 衛 生 、 機 器 配 管 、 設 計 施 工 一 一

⑧ 
株会社式 ご2重同三

'1く
工 業 所

本 社 大 阪 市 大 淀 区 南 浜 町 3 丁目 14番地

〒 5 3  1 電 話 大 阪 (372) 2  8  5  1  (代表)

東京支1古 東京都中央区八丁纏 4 丁目 11番 7号

干 1 0  4  
( 神谷ピル )

屯 話 * 京 (551 ) 8  0  4  1  (代表)

出 張 所 鳥 取 群 馬 ・宇 都 宮 ・君 法

白 線 ・骨zl 岡 松 山 ・高 松

竜彦新日本空調株式会社

大 阪 支 広 大 阪 市 北 区 : ; ¥: !ゐ i兵jj {j 1 - 2  5  ( 新大ピル )

ＧｾＺ￬ Ｇ古 Ｈ ＰＶ Ｉ 344 - 6  0  3  1  (代 )

本社 ・束ぷ支腐 東京都中央区日本紙本石町4- 2(三井第二別館)

電話 (03)  279- 5  6  7  1  ( 大代 )

名 古 屋 ・ 九 州 ・広 島 ・札 制 ・東 海 村 北 陸 ・ 大 分

空 気 調 和 衛 生 設 備/ 設 計 施 工

須 賀 工 業

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1- 14 T E し 06- 441 - 5171

支 l苫 東 京 ・ 大 阪 ・名 古 屋 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・ 福 岡

営 業 所 札 幌 ・千 葉 ・ 横 浜 ・ 静 岡 ・ 高 松 ・ 広 島

出 張 所 金 沢

空 気 調 和 地 盤 凍 結 冷 凍 冷 蔵

⑧ } 著 書 冊 渇 機 織 寓 言 柱

本 社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番 丁 6 8 番 地

(オ ー トセンターピル 2 階) 郵便番号 542

電 話 大 阪 (06) 768 - 5  0  3  1 番

東 京 営 業 所 東 京 都 千 代 間 区 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号

( 九段ピル 8 階) 郵便番号 102

包括 東京(03) 262 - 3  2  4  1  - 4 番

- 空 気 鯛 辛口設 備 ・給 排 水 衛 生 役 備 ・ 塗 装 設 備

・蒸 気 噴 射 式 冷 凍 機・ 公害 防止 関 連 機 縁/ 設 計 ・製 作 ・施 工

、F 大 気 茄 土

( 旧 社名 建 材 社 )

本社 東京支J; 5=東京都商宿区西新宿2-o(新宿住友叫2.13F) ⑨ (344)1851大代

大 阪 支 庖 = 大 阪 市 北 区 中 之 ぬ 2 ー 22 ⑨ (203)3721 代

名 古 屋 支 庖 = 名 古 昼 市 中区錦 2 - 2 ー 13 ⑨ (211)1535 代

出 娘 所 = 札 幌 ・仙 台 ・盟 問 ・金 沢 神 戸 高 松

広 島 松 山 ・稲 岡 ・iq' 縄・パ ンコ γ ク



.  

一 般 空 傾 段 備 ・ 恒 温 悟 jM ，設備・冷凍冷蔵設備

冷却草主婦 段 備 ・ 環 境 改 善 設 備 そ の 他 上 記 に 附

@? 話

生 、 電 気 等 一 切 の 工 事 の 段 骨 十 ・ 施 工

宇 U フヲシト繍ヨ8 粧

本 社 大阪苛

〒 531

支 I吉 東 京

〒 103

営機所 編

取締役社長 北 川 一 郎

淀 区 中 i:11本 通 1 丁 目 2 番 地 ホ ー コ ク ピ ル

1tt 昔話 大阪 ( 06) 372- 5171(代 表 )

中 央 区 日 本 締 本 町 3 の 1 共 同 ヒ ル

結 束 京 ( 03 )242- 5521(代 蜜 )

名 古 屋 ・ 広 砧 ・札 械 f山 台

冷房 ・空気温湿度調整装置

設 計 施 工

回 高 fi!!! 
妻子l

品込ｾ

ー守ー

大阪支底

本 社

市 北 区 芝 田 町 55番地( 北阪急ピ J レ9 階)

大 阪 (372) 2  5  1  1  ( 代表)

都 千 代 図 区 神 田 駁 河 合 4 丁目 2 番 地

湿 度 開 盛 装 置 、 暖 房

房 、 水 道 、 徹 送 機 設 備

設 J十 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大阪市北区 Ｑ ［ｾ

本 社 見

官

仙 台 支 庖 Il

官

名古屋支r . 5 草

司

c mODAI R二コ

東 洋 烈 工

大 阪 市 西 区 京

本 社 東京都中

支 唐 名 古

温湿度額

宙T 3  0  Ｇｉｬｴｾ Ｎ舌 Ｈ ＳＶＴ Ｉ 6  6  6  1  ( 刊こ)

京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 3 - 3- 1 (新東京ビル)

3舌 ( 211 ) 8  5  1  1 ・ 8 5  6  1  ( 代: )

台 市 新 伝 偽 IIIT 6  0  

2舌 ( 21 ) 4  4  9  1  

古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

話 (971 ) 3  6  2  1  

空 気 調 和 設 備

設計施工

換気・除塵設備

議機豆電舎を量大阪安倍

町 姻 4 丁 目

央区京僑 2 丁目 9

屋 ・ 福 岡

T  E  L  ( 443)  8  0  7  1  

T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

⑥日 本管工業株式会社

相担京都支唐

大 阪 支 唐

回 目 前 支 庖

大 津 営 蝶 所

津 営 換 所

都 市 南 区 西 九 条 笠 回 町 2 0 番 地 の 1

苦言 (681 ) 5  1  0  1  - 5 ・夜間専 用 ( 691 ) 1045 

阪 市 北 区 天 満 僑 筋 1 - 37( 天満僑北詰)

定話 ( 352)  3  5  0  1  - 3  

日 市 市 浜 聞 西 末 広 町 電 話 ③7431 - 3  

津市打出浜 13 - 15 電話 0775 ⑫ 9 7  3  8  

市 栄 町 2 - 1 1 l' i l L話 0592 ｾＳ＠ 6  1  0  

ｩｾ＠ 舎町震房副夢

- 圃
- E・E ・・E ・_... ＮｯＮ ｾＺｉＺｾＱ 唱Ｚ .. 

司ー・F電_.......
工業( 株) デストビュータ一関西地区

、今熱工産株式会社⑫同

空 間 ・ 衛 生 設 備 の 頁

給・排水・衛生・消火・暖冷房設備

お 穎 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

大阪市大淀区中 i掌南通 4 丁目11.館 大 阪 ( 458) 3531.

出 張 所 = 京 都 ・ 広 島 ・ 天 理 ・福 岡

@  平' " 互業株式会社

衛 生 ・空 気 調 和 設 備 ・設 計 ・施 工

T  E  L  (441 )附 1994 .  ( 443 )  (f切 3 31 大 阪 市 西 区 江 戸 沼 通 2 の 2

空気調和・ 恒温恒湿 ・冷凍 ・冷蔵

給排水衛生設備 設 計 施 工

@不ニ熱挙工業織ま舎粧

本 庖

東京支底

営 業 所

大阪市南区間 ｉｲｵｾ 町 Ｒ - 5 0  m話 261- 243創的

東京都大田区丙馬込 1 - 2 - 1 包括 773- 1231開

銀賂 ・i兵怯 ・京高11 ・神 戸 . ￱Ｇｾ岡

山

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

田 エ 株 式 会 社

本 祉 大 阪 市 同 区 京 町 掛 1 丁臼 6 2  '，(t，活 06 (443)8161(大代. &)

名 古 座 支 社 名 占 副 市 中 区 栄 2 丁目 16 - 13 l1t:泊 055 (202) ∞77(  { t . &)  

京傾ピル

出 張 所 東 京m港区北青山 3 了目 6 - 1 8  

⑪ 

共 ＱＮＩ ビルディング，ＧＨ山 Ｓ 階 ｭ ， ｩｾ 03 (409)  8  9  0. 5  

神，. "i 'EUli>Ut l di (jt!J 7丁目 I 町 1 11l，，/i 078 (341)  1778.  4386 

空 気 調 和 設 備

給 排 水 衛 生 設 備

各種プラント設備

各種送風機・風力輸送装置

空調機器類・公害防止装置

設計施工

設計製作

株 式 舎 社

*: ' 9. シ
代表取締役 仙 田 四 郎

関西媛房工業株式会社旧 社 名

本 社 大 阪 市 住 吉 区 万 代 東 6 丁目 3 T  E  L  ( 672) 1281 ( 大代)

営 業 所 東 京 ・名古屋・京都・広島 ・稲 岡 工 場 和 泉 ・名 古 屋

テレックス . 本社 No. 562ー7688 和 泉 工 場 No. 538- 5898 

5 9  



内外装ホーロー建材及スパンドレル( ヨドウォル・ヨドスパン)

屋根折版( ヨドルーフ) 販売及 責任施工

サクラ建産株式会社

ベー匂宅F

大阪市都島区都島 中通 2 丁目 1 7 番 4 号

電 話 大 阪(922) 代 表4421- 3  

特許申請中・完全滑止タイル

汐 桂

三 幸 商 曾

ト弓 1 ・ヒューム宅

ベン手 ｾＭＹ ・・ミ〉た ｪ レ
⑩ 

タイル新発売

'11 l手窯 s 商J i

( カタログ進呈)

サ ン エ ス

5 5 5  

. 司

会 祉⑪ 

大阪市西区靭本町 2 丁目 98番地(靭本町バス停前)

電 話 大 阪 06 (532) 代 o4  6  1  

姫路市北 条 口 126 接地 ( 住友生命保険ビル 3 階)

ｾｬＡＺ訴 ｾｉｬ 路 ＰＷＹＲ (82)  0  9  9  9  

干土本

Board &Sl ate Standard 

大1 3

建段省ag定の防火材料

基材同等 o  0  0  3号

基材同等 o  0  0  3 号

基材同等 0 0 0 4号

基材同等 0 0 0 4号

ソリジットスタイン

ヱ パ ウ オ ー ル

エ パ ー サ ン ド

エ パ テ ッ ク ス

姫路営業所

本 社 大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 電話 (06)702- 7814- 7  

東 京 事 業 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

|雲|皆様の見本室年中見ていただける

AM. 1O. 00- P. M. 5. oo 

日曜 ・祝日 は休 館

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

八 千 代 ビ ル 南 舘2 F

T E L  (06)364- 2059 

タイル

常設展示場

紅

山
U

開

会

盟

駅

l

同

式

…
一
一
住

杭

中
U

酬

E

E

・

E

・-
a
，

咽

S

F岡

田

I

E

a圃

ヨ

一
目
的
値
目

岡

凶

-
γ

円

阿

川

幽

一

h

諸

ρ

‘

一

F

F

所

l
u
構

底

亀
田
市

営

売

庇

嫡

酬

快適なオフィスの

環境づくりには

やっぱりすぐれた

製品が必要です;
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一‘-- r . "".  

つ

社

ｾ＠
ｾ＠

d議

涯 青 株 式
柏 原

電 話 大 阪 (471) 1493- 4・8267

電 話 大 阪 (471) 0  4  2  

大 阪 市 西 淀川区 御 幣 島 東 2 ノ 5

大 阪 市 西 淀川区御 幣島西 3 ノ 99

本 社 工 場

第 二 工 場

ヤ

'1:(.マ

ｾ￰＠ ，_ 

3段

〆' 〆 y インテリヤ・・・カラーストーン・・・5汗出し仕上/

合 s，ZPヨ・スト-zb

ワンタッチ・・・洗出し仕上・. .  

.. 

( 旭化成ミュ- ) レコー卜・セット品 )

- カ タ ロ グ お 送 り し ま す

新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

( 株) 九州l 新 興 建 材 工 業

発

売

元

- 全 固 有 名 建 材 庖 へ 御 問 合 せ 下 さ い

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

6 1  



築主酸郡i 1i リ工レタルJ鼻タル 1

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・目
オリエンタルメタル ( O. P. M)

オリエンタルスーパーメタル ( S . P. M)

オリエンタルカラードメタル ( C. P. M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C. S . P. M)

燃 え な い

わ れ な い

品 種

腐 ら な い
t皮相互先見柊き

長 尺 物 ・ 色 彩 自 由 ・ 責 任 施 工

S 小 波 S 大 波 V i皮 ボ ッ ク ス 波 W ジ ャ ン ポ 波

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・竪樋・軒樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー

苓L 社 兵 庫 県 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26松 本 ビ ル 電 話 大 阪 ( 412) 5131代 表

東 京 支 社 及 エ 場 士 奇 玉 県 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号1 ' l l : 話厳 ( 42 )  3115- 8  

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ い 。 大 阪 支 社 及 工 場 兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 国 4 4  電 話 大 阪 ( 488 ) 1081代 表

九 州 支 J苫 及 ヱ 渇 福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 末 恒言舌 八 幡 ( 69 ) 2831 - 4  

名 古 屋 支J吉 及 ヱ 渇 名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 岡 T 1 の 24第 2中 級 ビ ル 電 話 名 古 屋 ( 581) 2781 - 4

特 許 ZfZJ 2FZl 水 剤

ｉ ，￟ 竺・ｾ I旦

G  (標 準 型)

5  (早 強 型)

R  (遅 延 型)

自 然 石 状 積 ブ ロ ッ ク

クリプトン

型 枠 剥 離 剤

セパール
-
e

・
・
・

，

E

S

E

a

E

・

E

・-

-

ＡＶｾニ ＮＦＱ 三段ブロック

其 の イ 也 コ ソ ク リ ー ト 二 次 製 品 建 設 材 料 全 般

⑩持戸説話ヰ株式受託

本 社 神 戸 di #  { t 区 熊 内 町 2 丁目 8 8 番 地

ｾｬｌ話 ＰＷＸ ｪｕｾＨ ＲＳＱ Ｉ 1 4 2 1 ・ 6 9  5  6  

東京営業所 東京都千代田区内神国 l ー 12- 12 美土代ビル

電話 0 3 ( 2 9 4 ) 6 1 6 7 ・6 1  7  7  

福山出張所 柄 山 市 幌 町 3 ー 7 8  - 2  

';lL訴 0 8 4 9 ( 5 3 ) 2 0 2 7  

6 2  



ιJ 帽叶 東西アスフアルト事業協同組合

、 ｊｊＪｾ

大 阪 大 阪 市 西 区 京 町 堀 l ー 74 ③ 550 (06)441 ー 5951

東 京 : 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町3ー 11 ー 13 ③ 101 (03 )862- 8531 

-

アスフアルト防水は世界の主流

- - - - - 『

雨 仕 舞 抜 群 新しいタイプのアルミ笠木

三盆? ルミヨーどシグ

v 鴎 即 ル … 万 刈 糊 式

大 阪 : 大 阪 市 西 区 京 町 堀 | 一 7刊4 電話 (0郎6)μ44 卜5臼95引|  

東京: 東京都千代田区岩本町3シ- 1川作卜- 1日3 電話 (0ω3)川86臼2- 8白53引|  

- カタロ グご請求下さい 。
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昭

和

叩

年

2
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初

日

発

行

(
毎

月

l

回

お

日

発

行

)

・

昭

和
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年

3

月

同

日

第
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種

郵

便

物

毘

可

第

日

輯

第

2

号

三 星 ピサロンは、材料だけの販売 はいたしません。

責任 施

全く新しい床タイルです

定

価

六

百

円

(

送

料

共

の 出 来 る 協 組員 が入念な仕上げをします。

これからはピサロンの時代です

コ星 ピサロンは、従来のビニールタイルとは製法

パ ターンは、現代の

インテリアデザインに要求される個性的な床造り

には欠かせません。東京浜松町の超高層世界貿易

三 星ピサロンの新しい色調、

原料配合が全く違います。塩ピの他に最近開発さ

れた新しい共重合体の特殊樹脂を用いた 画 期的な

新製品です。軟 質 プ レ ス タ イ プ の 床 タ イ ル に 比 べ

仕上り安定性がよく、

センタービルの 4 F以上の各階通路、エレベーター

ホールにも、使用されております。と三星ピサロン ミ

はその模棟がフランスの画家ピサロのタ ッチに似

カレンダ一方式の流れ模様

とは対照的な静止した現代模様。 ピサロンの持つ

エラスチ ックで高級な質感、すぐれた歩行感は、

床タイルの新しい世界を聞きました 。

協同組合員が責任をもって施工いたします

表

紙

き

り

え

加

古

牌

義

明

ていることから、名付けられたものです。

安 規 格 = 333. 3X 333. 3 X 2 引

責 色 数 = 15色

Ｊ ｩｩ 困 絡 ］ ｦ ｪ Ｚ ｕ ｾ 皇工 法 Ｒ ， ＱＰＰ 円 Ｑ ｭ Ｒ
( 300m

2

以」二)

耐 水 工 法 2，250円 1m
2

( 300m
2

以上)

階 段40% 高

9 枚 1m
2

白書匝、同

合

合

組

組

同

同

協

協

業

業

¥

/

事

事

ヨ

同

事

事

E

ロ

工

工

回

目

床

床

E

F

本

本

草

日

日

一

E

一
、

東

西

/

¥

東京/ 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 の 1 1  

電路 ( 866)  6  I  0  I  

大阪/ 大 阪 市 西 区 京 町 堀 l の 7 4  

電 話 ( 44 1)  5  9  5  1  

大阪市東区 北 浜3 - 37 電 話 大 阪(06)231 - 9648 ・9649 .  9640 振替口 座大阪39975番干541日本建築 協 会. ご入会のお申込お よび「 遊築と 社 会 J のご購読は ・社団法人


